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鎌倉幕府の音楽と地下楽人

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

鎌
倉
幕
府　

音
楽　

鎌
倉
楽
人　

地
下
楽
人　

都
市
鎌
倉

【
要
旨
】

　

前
稿
で
筆
者
は
、
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
形
態
を
、
鎌
倉
幕
府
の
草
創
期
か
ら

承
久
の
乱
以
前
ま
で
を
「
楽
人
招
請
型
」、
承
久
の
乱
以
後
を
「
独
自
編
成
型
」

と
名
付
け
、
前
者
の
分
析
を
行
い
な
が
ら
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
展
開
を
見
通
し
た
。

本
稿
は
、
後
者
の
分
析
に
注
力
し
、
鎌
倉
中
後
期
に
お
け
る
音
楽
受
容
の
様
相
を

明
ら
か
に
し
た
。
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
独
自
編
成
型
」
期
の
鎌
倉
音
楽
界
を
主
導
し
た
地
下
楽
人
中
原
氏
を
事
例
に
、

彼
ら
が
鎌
倉
へ
下
向
す
る
要
因
を
、
①
承
久
の
乱
の
敗
戦
と
続
く
九
条
道
家
政
権

誕
生
に
よ
る
政
治
的
要
因
、
お
よ
び
朝
廷
財
政
の
逼
迫
に
よ
る
経
済
的
要
因
と
い

う
京
都
政
界
側
の
事
情
、
②
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
下
向
に
伴
う
文
化
環
境
の
整
備
、

九
条
道
家
政
権
誕
生
に
よ
る
公
武
連
携
と
一
時
断
絶
し
て
い
た
「
楽
人
招
請
型
」

音
楽
受
容
政
策
の
復
活
な
ど
の
鎌
倉
幕
府
側
の
事
情
を
指
摘
し
た
。
③
鎌
倉
中
後

期
で
は
、
都
市
鎌
倉
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
、
京
都
出
身
の
多
氏
・
狛
氏
・
豊
原
氏
・

大
神
氏
・
安
倍
氏
ら
楽
人
が
鎌
倉
下
向
を
果
た
す
事
例
が
多
数
見
出
せ
る
。
そ
の

到
達
点
を
示
す
の
が
、
弘
安
四
年
に
鶴
岡
遷
宮
で
登
場
す
る
鎌
倉
楽
人
た
ち
の
音

楽
活
動
で
あ
り
、
秘
曲
伝
授
や
種
々
の
音
楽
教
習
に
お
い
て
、
す
で
に
鎌
倉
幕
府

は
独
自
に
創
出
し
た
楽
人
集
団
に
よ
っ
て
実
施
で
き
る
ま
で
の
成
長
を
遂
げ
た
。

こ
こ
に
、
幕
府
に
よ
る
「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
は
一
つ
の
到
達
点
に

至
る
。
④
「
独
自
編
成
型
」
期
で
は
、鎌
倉
楽
人
間
や
御
家
人
間
で
の
音
楽
教
習・

秘
曲
伝
授
が
鶴
岡
を
中
核
と
し
な
が
ら
都
市
鎌
倉
内
部
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
や

が
て
東
国
地
域
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
中
心
と
し
て
都
市
鎌
倉
と
鶴
岡
で
編
成
さ

れ
た
鎌
倉
楽
人
が
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

は
じ
め
に

　

武
家
権
門
と
し
て
東
国
に
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
は
、
朝
廷
や
畿
内
大
寺
社
の
音
楽

制
度
に
倣
い
つ
つ
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
を
中
心
に
楽
所
を
設
け
様
々
な
儀
礼
を
整
備
し

て
き
た（

（
（

。
だ
が
、
源
頼
朝
が
鎌
倉
入
り
を
果
た
し
た
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
鎌
倉

の
様
子
は
「
自
爾
以
降
、
東
国
皆
見
其
有
道
、
推
而
為
鎌
倉
主
、
所
辺
鄙
而
海
人
野

臾
之
外
素
卜
居
之
類
少
之
、
正
当
于
此
時
、
閭
巷
直
路
、
村
里
授
号
、
加
之
家
屋
並

甍
、
門
扉
輾
軒
云
々
」（『
吾
妻
鏡
』
同
年
一
二
月
一
二
日
条（

（
（

）
と
鄙
び
た
景
観
で
あ

っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
は
文
飾
表
現
を
多
分
に
含
む
も
の
の
、
幕
府

草
創
期
の
音
楽
儀
礼
が
、
人
材
不
足
の
た
め
伊
豆
・
箱
根
両
権
現
を
は
じ
め
周
辺
地

域
か
ら
の
楽
人
派
遣
お
よ
び
京
都
楽
人
の
招
請
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
に（

（
（

、
誇
張
は
あ
れ
ど
も
お
お
よ
そ
首
肯
さ
れ
る
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
鎌
倉
の
音
楽
文
化
は
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
。
仁

治
三
年
（
一
二
四
二
）、
京
都
人
に
よ
る
鎌
倉
滞
在
記
『
東
関
紀
行
』
に
て
、
そ
れ
は

先
進
的
な
文
化
を
享
受
す
る
京
都
人
の
目
に
も
見
劣
り
し
な
い
も
の
と
し
て
映
る（

（
（

。

　

そ
も
そ
も
鎌
倉
の
初
め
を
申
せ
ば
、
故
右
大
将
家
と
聞
え
給
ふ
、
水
の
尾
の

御
門
の
九
つ
の
世
は
つ

（
極
枝
）え
を
武
人
に
受
け
た
り
、
去
り
に
し
治
承
の
末
に
あ
た

り
て
、
義
兵
を
あ
げ
て
朝
敵
を
な
び
か
す
よ
り
、
恩
賞
し
き
り
に
く
は
は
り
て

将
軍
の
め
し
を
得
た
り
、
営
館
を
こ
の
所
に
占
め
、
仏
神
を
砌
に
あ
が
め
奉
る

よ
り
こ
の
方
、
い
ま
繁
昌
の
地
と
な
れ
り
、

　

中
に
も
鶴
が
岡
の
若
宮
は
、
松
柏
み
ど
り
い
よ
い
よ
し
げ
く
、
蘋
蘩
の
供
へ

欠
く
る
こ
と
な
し
、
陪
従
を
定
め
て
、
四
季
の
御
神
楽
お
こ
た
ら
ず
、
職
掌
に

仰
せ
て
、
八
月
の
放
生
会
を
行
は
る
、
崇
神
の
い
つ
く
し
み
、
本

（
石
清
水
八
幡
宮
）

社
に
か
は
ら

ず
と
聞
ゆ
、	

（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）

　

右
の
記
述
の
背
景
に
、
鎌
倉
の
な
か
で
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の

渡　

邊　

浩　

貴

【 

論
文 

】
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
と
地
下
楽
人

　
　
─
都
市
鎌
倉
の
成
長
と
「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
─



− 2 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第50号（2023年12月）

だ
ろ
う
か
。
従
来
の
鎌
倉
幕
府
に
関
す
る
音
楽
研
究
で
は
、
そ
の
大
半
が
鶴
岡
八
幡

宮
寺
そ
の
も
の
の
楽
所
整
備
過
程
に
注
目
が
集
ま
り
（
勿
論
、
史
料
残
存
の
僅
少
さ

も
影
響
し
て
い
よ
う
）、
幕
府
自
体
の
音
楽
文
化
受
容
に
対
す
る
姿
勢
の
変
遷
や
都
市

鎌
倉
の
整
備
の
問
題
、
鎌
倉
に
下
向
す
る
京
都
出
身
の
楽
人
の
動
向
や
諸
活
動
と
い

っ
た
要
素
を
踏
ま
え
て
の
検
証
が
十
分
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の

『
東
関
紀
行
』
の
時
期
に
あ
ら
わ
れ
る
変
化
の
説
明
も
含
め
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
音

楽
文
化
の
全
体
像
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
状
況
に
対
し
、
か
つ
て
筆
者
は
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
音
楽
受
容
形
態
の
変
遷

を
概
観
す
る
な
か
、
①
源
頼
朝
期
と
②
承
久
の
乱
お
よ
び
摂
関
家
将
軍
九
条
頼
経
の

下
向
期
、
の
大
き
く
二
つ
の
画
期
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
、
前
者
を
「
楽
人
招
請

型
」、後
者
を
「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
と
名
付
け
た（

（
（

。
②
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

他
の
前
稿
で
承
久
の
乱
後
に
鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
着
し
た
地
下
楽
家
中
原
一
族
を
事

例
に
検
討
を
加
え
た
が（

（
（

、
京
─
鎌
倉
間
の
政
治
・
経
済
状
況
や
、
都
市
鎌
倉
に
お
け

る
音
楽
整
備
の
歴
史
的
展
開
過
程
の
な
か
で
具
体
的
に
位
置
づ
け
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
地
下
楽
人
の
動
向
と
彼
ら
を
取
り
巻
く
諸
事
情
に
つ
い
て
は
、
な
お
多

く
の
検
討
課
題
を
残
す
も
の
の
、
先
に
あ
げ
た
『
東
関
紀
行
』
で
記
述
さ
れ
る
に
至

る
背
後
に
、
如
上
の
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
了
解
さ
れ

よ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
つ
目
の
画
期
と
し
た
承
久
の
乱
以
後
の
鎌
倉
幕
府
に
よ
る

「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
を
対
象
に
、
乱
以
後
の
京
都
出
身
の
地
下
楽
人
た

ち
の
置
か
れ
た
状
況
を
京
─
鎌
倉
の
政
治
権
力
や
経
済
状
況
の
実
態
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
検
討
を
加
え
、
鎌
倉
へ
と
定
着
し
て
い
く
過
程
を
動
態
的
に
示
す
。
そ
の
上
で
、

摂
関
家
将
軍
九
条
頼
経
期
を
経
た
鎌
倉
中
後
期
に
お
け
る
都
市
鎌
倉
で
の
音
楽
環
境

の
整
備
と
、
か
か
る
音
楽
文
化
が
東
国
地
域
社
会
へ
と
波
及
し
て
い
く
様
子
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く（

（
（

。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
描
か
れ
て
こ
な
か
っ

た
鎌
倉
中
後
期
に
お
け
る
鎌
倉
音
楽
史
の
様
相
を
提
示
し
た
い
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
鎌
倉
幕
府
草
創
期
か
ら
、
正
慶
二

年
／
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
の
幕
府
滅
亡
に
至
る
ま
で
の
都
市
鎌
倉
お
よ
び
周
辺

地
域
で
の
音
楽
関
係
記
事
を
採
録
し
た
【
表
】「
中
世
都
市
鎌
倉
の
音
楽
関
係
記
事
一

覧
」（
以
下
【
表
】
と
略
記
し
、
該
当
記
事
は
［【
表
】
○
○
］
と
番
号
を
付
す
）
を

作
成
し
、
同
表
採
録
記
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
く
。
す
で
に
前
稿
で

掲
載
し
た
も
の
と
重
複
す
る
記
事
も
あ
る
が（

（
（

、【
表
】
で
は
遺
漏
史
料
の
追
加
お
よ
び

一
部
記
事
の
補
訂
も
行
っ
て
お
り
、
か
つ
本
稿
が
承
久
の
乱
後
の
事
例
を
扱
う
と
い

え
ど
も
、
折
に
触
れ
て
幕
府
草
創
期
を
含
め
た
都
市
鎌
倉
全
体
の
音
楽
文
化
の
概
要

を
確
認
す
る
作
業
は
必
須
で
あ
る
た
め
、
煩
を
厭
わ
ず
こ
こ
に
掲
げ
る
。

一　

承
久
の
乱
後
の
地
下
楽
人
と
京
都
政
界

　

平
安
期
か
ら
鎌
倉
末
期
頃
ま
で
の
朝
廷
大
内
楽
所
や
畿
内
大
寺
院
の
楽
所
等
で
活

躍
す
る
重
代
楽
人
の
系
譜
を
記
録
す
る
「
楽
家
系
図
」
や
、
室
町
後
期
成
立
の
楽
書

『
體
源
鈔
』（
豊
原
統
秋
撰
）、
ま
た
各
楽
家
の
「
狛
系
図
」「
多
氏
系
図
」「
豊
原
氏
系

図
」
を
通
覧
す
る
に（

（
（

、「
住
関
東
」「
関
東
一
者
」
な
ど
と
鎌
倉
に
下
向
し
た
京
都
出

身
の
楽
人
が
複
数
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
本
稿
で
は「
住
関
東
」「
住
鎌
倉
」

と
註
記
の
あ
る
楽
人
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
例
え
ば
建
久
九
年
に
相
模

国
星
川
を
頼
朝
か
ら
拝
領
し
た
鎌
倉
楽
人
多
久
忠
（
忠
久
と
も
）
や
（『
體
源
抄
』）、

墓
所
が
逗
子
神
武
寺
境
内
に
あ
る
中
原
光
氏
の
事
例
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
楽
人
本

人
が
下
向
し
定
住
す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る（

（1
（

。

　

な
か
で
も
後
に
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
楽
所
楽
人
と
し
て
名
声
を
積
み
、
鎌
倉
幕
府
の

音
楽
文
化
を
主
導
し
た
地
下
楽
家
中
原
一
族
の
動
向
は
、
承
久
の
乱
後
に
鎌
倉
へ
流

入
す
る
京
都
出
身
の
地
下
楽
人
の
事
情
を
よ
く
示
す
事
例
で
あ
る（

（1
（

。
以
下
中
原
氏
を

事
例
に
、承
久
の
乱
後
の
京
─
鎌
倉
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
み
て
い
く
（
系
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番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

1

源頼朝

治承4年8月4日 1180年8月4日 兼日密々被遣邦通、…向兼隆之館、酒宴
郢曲之際…、

山木兼隆館に藤原邦通が遣わされ、館に
て酒宴郢曲が催される。 『吾妻鏡』

2 治承4年8月18日 1180年8月18日 八幡　若宮　…観音〈各一巻、可法楽
云々〉、

北条政子が経師法音尼へ遣わした所作目
録中に、心経十九巻の読誦・奏楽が記され
る。

『吾妻鏡』

3 治承5年閏2月21日 1181年閏2月21日 今日以後七ヶ日可有御参鶴岳若宮之由
立願給、…未明参給、被行御神楽云 、々

源頼朝が七ヶ日の鶴岡八幡宮寺参詣を立
願し、同日未明に鶴岡で御神楽が催される。 『吾妻鏡』

4 養和2年1月1日 1182年1月1日 卯剋武衛御参鶴岳宮、…其後於宝前令法
楽法華経寿量品給云 、々

源頼朝が鶴岡に参詣し、法華経の法楽が
行われた。 『吾妻鏡』

5 寿永3年1月1日 1184年1月1日 鶴岳八幡宮有御神楽、前武衛無御参宮、
去冬依広常事、営中穢気之故也、

鶴岡で御神楽が催されたが、頼朝は昨年
冬の上総広常誅殺で生じた穢気により参
詣せず。

『吾妻鏡』

6 元暦元年4月20日 1184年4月20日

被遣藤判官代邦通・工藤一﨟祐経并官女
〈号千手前〉等於羽林之方、…遊興移剋、
祐経打皷歌今様、女房弾琵琶、羽林和横
笛、先吹五常楽、…次吹皇麞急…、…武
衛令問酒宴次第給、邦通申云、羽林、云
言語、云芸能、尤以優美也、

鎌倉へ護送された平重衡の許へ藤原邦
通・工藤祐経等が頼朝により遣わされ、琵
琶・横笛などの音楽が奏された。頼朝は、
帰参した邦通から重衡の芸能について報
告を受ける。

工藤祐経：打鼓・今様 
女房（千寿前）：琵琶 
平重衡：横笛・朗詠

『吾妻鏡』 

7 元暦元年6月18日 1184年6月18日
故一条次郎忠頼家人甲斐小四郎秋家被
召出、是堪歌舞曲之者也、仍武衛施芳情、
可致官仕之由被仰出云 、々

頼朝、誅殺された一条忠頼の家人で歌舞
曲に長けた甲斐（大中臣）秋家を召し出し
て赦免する。

大中臣秋家：歌舞曲 『吾妻鏡』

8 元暦元年11月6日 1184年11月6日

於鶴岳八幡宮有神楽、武衛参給、御神
楽以後入御別当坊、依奉請也、別当自京
都招請児童〈号捴持王〉、去比下着、是郢
曲達者也、…垂髪吹横笛、梶原平次付之、
又唱歌、畠山次郎歌今様、武衛入興給、

鶴岡で御神楽が催された後、頼朝は円暁
の招きにより別当坊に入る。そこで、京都
から招聘された郢曲達者の捴持丸に、梶
原景高の唱歌や畠山重忠の今様を添えて
芸能の座が設けられる。

児童（捴持王）：郢曲 
梶原景高：唱歌 
畠山重忠：今様

『吾妻鏡』

9 元暦2年2月27日 1185年2月27日 入夜為追討御祈於賀茂社被行御神楽、有
宮人曲云 、々

平家追討を祈念して京都賀茂社にて御神
楽が催され、宮人曲が奏される。 『吾妻鏡』

10 元暦2年7月23日 1185年7月23日
山城介久兼依二品之召、自京都参着、是
陪従也、神宴等伎、当時無其人、仍態以
令招下給云 、々

頼朝、京都から大江久兼を御神楽等での
陪従として招聘する。鶴岡には当時陪従は
いなかったという。

大江久兼：御神楽 『吾妻鏡』

11 文治2年2月1日 1186年2月1日 左典厩能保并室家・男女御子息被参鶴岳
八幡宮、被行神楽…、

鎌倉に滞在していた一条能保とその室・子
息等が帰洛するため、鶴岡に参詣し御神楽
が催される。

『吾妻鏡』

12 文治2年2月2日 1186年2月2日 …或奉餝同宮放生会御輿装束并錦御帳
及神殿御戸帳・舞装束等已三万余疋経営、

（前対馬守親光が在任中に）鶴岡放生会で
の御輿担ぎ手装束や舞楽装束など三万疋
以上の衣装を揃えた。

『吾妻鏡』

13 文治2年3月16日 1186年3月16日
山城介久兼為使節上洛、被仰伊勢国神領
顛倒奉行等事、又諸国兵粮米催事、漸可
被止之由、被仰北条殿…、

頼朝、大江久兼を使節として上洛させ、北
条時政に諸国兵粮米停止等を命じる。 『吾妻鏡』

14 文治2年4月8日 1186年4月8日

二品并御台所御参鶴岳宮、以其次召出
静於廻廊、是可令施舞曲也、…然而貴命
及再三之間、憖廻白雪之袖、発黄竹之謌、
左衛門尉祐経皷、…畠山次郎重忠為銅拍
子、静先吟出謌云…、

頼朝・北条政子が鶴岡に参詣した折、静を
召し出し舞曲を施すよう命じる。静は固辞
するも再三の命により舞曲を施すこととな
り、工藤祐経が鼓を打ち、畠山重忠が銅
拍子を打って静が歌を吟じる。

静御前：舞曲 
工藤祐経：打鼓 
畠山重忠：銅拍子

『吾妻鏡』

15 文治2年5月1日 1186年5月1日
自去比黄蝶飛行、殊遍満鶴岳宮、是怪
異也、仍今日以奉御供之次、為邦通奉行、
有臨時之神楽…、

鶴岡に黄蝶が充満するという怪異が発生
したことで、藤原邦通を奉行として臨時の
神楽が催される。

『吾妻鏡』

16 文治2年5月14日 1186年5月14日
左衛門尉祐経・梶原三郎景茂…向静旅
宿、玩酒催宴、郢曲尽妙、静母礒禅師又
施芸云 、々

工藤祐経・梶原景茂・千葉常秀・八田朝
重・藤原邦通等が静の旅宿を訪ね。静母
子が郢曲など芸を施す。

静御前・礒禅師：郢曲等 『吾妻鏡』

17 文治2年12月1日 1186年12月1日
千葉介常胤自下総国参上、今日献盃酒、
二品於西侍上…、常胤赴（起）座舞蹈、善
信尽野（郢）曲、謌催馬楽云 、々

千葉常胤が下総国より鎌倉に参上して盃
酒を献じ、頼朝以下小山朝政・三善康信・
岡崎義実等が宿老の面 と々酒宴に及ぶ。常
胤は起座して舞踏を披露し、康信は郢曲を
尽くし催馬楽を詠じる。

千葉常胤：舞踏 
三善康信：郢曲 『吾妻鏡』

18 文治2年12月6日 1186年12月6日 御台所御参鶴岡、有神楽、巫女・職掌
面々給禄云 、々 政子、鶴岡に参詣して神楽が催される。 『吾妻鏡』

19 文治3年2月25日 1187年2月25日
二品渡御三浦介義澄家、有御酒宴、折節
信濃国保科宿遊女長者依訴訟事参住、召
出其砌、聞食野（郢）曲云 、々

頼朝、三浦義澄家に渡御した際、信濃国
保科宿の遊女長者が訴訟のために当地に
おり、彼女の郢曲を聞く。

遊女長者：郢曲 『吾妻鏡』

20 文治3年7月23日 1187年7月23日

二品逍遥海浜給、故一条次郎忠頼之侍甲
斐中四郎秋家被召具之、以歌舞為業之者
也、於由比浦小笠懸之後、入御岡崎四郎
宅、御酒宴之間、秋家尽舞曲云 、々

頼朝、海浜遊覧の折に、故一条忠頼の家
人で歌舞を生業とする大中臣秋家を召し
出す。由比浦の小笠懸後、岡崎義実宅で
の酒宴にて秋家は舞曲を披露する。

大中臣秋家：舞曲 『吾妻鏡』

21 文治4年1月26日 1188年1月26日 早旦御台所并若公御参鶴岳宮、有御神楽、早朝に政子と万寿（源頼家）が鶴岡に参詣
し、御神楽が催される。 『吾妻鏡』

【表】中世都市鎌倉の音楽関係記事一覧
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番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

22

源頼朝

文治4年3月6日 1188年3月6日

梶原平三景時、依年来宿願、日来令持戒
浄侶、書写大般若経一部訖、…仍欲奉納
鶴岳之間、於彼宮可遂供養、称御旨、可
啒請導師并舞童等之由、言上之間…、

梶原景時、年来の宿願として大般若経の
書写を鶴岡若宮の宝前に奉納し、その供
養の際の導師や童舞のための垂髪等を招
請することを頼朝に言上し、許可を得る。

児童：童舞 『吾妻鏡』

23 文治4年3月15日 1188年3月15日

於鶴岳宮遂行大法会、景時宿願大般若
経供養也、…請僧三十口也、先舞楽〈筥
根児五人、伊豆山児三人〉、次供養事訖
曳布施、

梶原景時宿願の大般若経供養会が鶴岡
で催され、舞楽では童舞を行うために箱根
山から五名、伊豆山から三名の児童が招請
される。

児童：童舞 『吾妻鏡』

供養導師義慶〈供僧一和尚〉、請僧三十
口願主梶原平三景時〈大法会始是也、舞
童在之〉、

鶴岡大般若経供養会にて大法会が催さる。
願主梶原景時の大法会が最初で、舞童も
伴った[｢円暁｣項]。

児童：童舞 『鶴岡八幡宮寺
社務職次第』

24 文治4年3月21日 1188年3月21日

梶原平三於御所経営、頗尽美、…又若宮
伊与阿闍梨義慶依請相具児童等参入、御
酒宴及歌舞、此事、去十五日宿願無為遂
行之間、所申慶也云 、々

梶原景時、宿願成就の慶申の事として盃酒
椀飯を献じ、酒宴および歌舞が催される。児童：歌舞 『吾妻鏡』

25 文治4年6月1日 1188年6月1日
於大姫公御方山際前栽被殖田、美女等殖
之、皆唱歌、又壮士中被召出有能芸之輩、
為事笛鼓曲云 、々

大姫（頼朝女）方にて田植行事があり、美
女の田植に唱歌が伴い、芸能に長けた壮
士等が歌笛を奏す。

美女・壮士：唱歌・歌笛 『吾妻鏡』

26 文治4年8月15日 1188年8月15日 鶴岳放生会也、二品御参、先法会之舞楽、
次流鏑馬、幸氏・盛澄等射之、

頼朝、鶴岡放生会に臨む。まず法会舞楽
が行われ、次いで流鏑馬神事がされる。 『吾妻鏡』

27 文治4年10月20日 1188年10月20日 今日有移徙之儀、…二品入御彼所、若宮
別当参会、御酒宴之間、児童及延年云 、々

頼朝、鶴岡馬場辺の小屋へ渡御。若宮別
当円暁も参会し酒宴が開かれ、児童の延
年も催される。

児童：延年 『吾妻鏡』

28 文治5年2月21日 1189年2月21日

筥根児童等依召去夜参着、是為勤仕来
月三日鶴岳舞楽也、童形八人、増寿・筥
熊・寿王・閇房・楠鶴・陀羅尼・弥勒・伊
豆石丸等也、於別当坊自今日始調楽、山
城介奉行之、

箱根神社の児童、来月三日の鶴岡舞楽法
会で童舞を勤仕するために童形八名が昨
夜鎌倉に到着する。若宮別当坊にて本日よ
り試楽が開始され大江久兼が奉行する。

児童：童舞 『吾妻鏡』

29 文治5年3月3日 1189年3月3日

鶴岳法会被始行之、巳刻二品御参宮、…
舞楽・馬場流鏑馬十五騎・相撲十番等同
被始之、

先月より準備されていた鶴岡法会で舞楽
が催される。 『吾妻鏡』

大法会始行〈舞童在之〉、 鶴岡大法会にて舞童も伴われる[｢円暁｣項]。児童：童舞 『鶴岡八幡宮寺
社務職次第』

30 文治5年6月5日 1189年6月5日 若宮別当法眼相具垂髪并当宮供僧等、被
向観性法橋旅宿、勧盃酒、及延年云 、々

若宮別当円暁、垂髪等を伴い観性の旅宿
に赴き、盃酒を勧め延年を催す。 児童：延年 『吾妻鏡』

31 文治5年6月9日 1189年6月9日 御塔供養也、導師法橋観性…、有舞楽、
二品御出、 鶴岡八幡宮塔供養があり、舞楽も催される。 『吾妻鏡』

32 文治5年7月1日 1189年7月1日 鶴岳放生会也、…先法会舞楽、舞童八人
相分左右、

鶴岡放生会があり、法会舞楽にて童舞が
催される。 児童：童舞 『吾妻鏡』

33 文治5年8月15日 1189年8月15日
今日鶴岳放生会也、去月朔日雖被行之、依
為式日、故以有其儀、筥根山児童八人参
上、有舞楽、

鶴岡放生会があり、先月も実施したが本日
は式日なので特別に実施。箱根山から児
童八名が参り舞楽を催す。

児童：童舞 『吾妻鏡』

34 文治5年12月18日 1189年12月18日 御台所御参鶴岡、…於宮寺有御神楽云 、々政子、鶴岡に参詣して御神楽が催される。 『吾妻鏡』

35 建久元年6月14日 1190年6月14日 二位家渡御小山兵衛尉朝政之家、御酒
宴間、白拍子等群参施芸、

頼朝、小山朝政家に渡御し、酒宴に白拍
子等が集い芸が施される。 白拍子 『吾妻鏡』

36 建久元年8月15日 1190年8月15日
鶴岳放生会也、…先供僧等大行道、次
法華経供養、導師別当法眼円暁、有舞楽、
舞童自伊豆山参上云 、々

鶴岡放生会があり、小山朝光等御家人の
御剣役に続き供僧の大行道を伴い、次い
で法華経供養、舞楽と続く。舞童は伊豆
山から参上して催される。

供僧：行道 
児童：童舞 『吾妻鏡』

37 建久元年10月18日 1190年10月18日 於橋本駅遊女等群参、 頼朝の上洛途上の橋本駅にて遊女等が集
う。 青墓宿長者大炊息女 『吾妻鏡』

38 建久元年10月29日 1190年10月29日
於青波賀駅被召出長者大炊息女等、有纏
頭、故左典厩都鄙上下向之毎度、令止宿
此所給之間、大炊者為御寵物也、

頼朝、上洛する途上で青墓宿を訪れ、当
地の長者大炊の息女を召す。大炊はかつて
源義朝の妾だった。

『吾妻鏡』

39 建久2年1月1日 1191年1月1日 千葉介常胤献椀飯、…盃酒及歌舞云 、々 千葉常胤が椀飯を献じ、盃酒や歌舞も催さ
れた。 児童：童舞 『吾妻鏡』

40 建久2年3月3日 1191年3月3日
鶴岳宮法会、有童舞十人〈筥根垂髪〉、又
臨時祭…、

鶴岡法会があり、箱根山から召された十名
の児童により童舞が催される。 児童：童舞 『吾妻鏡』

童舞十人、筥根山御経供養、 鶴岡で十名に児童による童舞が催される。 児童：童舞 『鶴岡社務記録』

41 建久2年8月15日 1191年8月15日 鶴岳放生会、幕下御参宮、経供養、導師
安楽房重慶、有童舞〈筥根児童云々〉、

鶴岡放生会があり、箱根山児童により童舞
が催される。 児童：童舞 『吾妻鏡』

42 建久2年10月25日 1191年10月25日 来月鶴岳可有遷宮之子細被凝群儀（議）
之、…為令唱宮人曲、召下多好方云 、々

来月の鶴岡遷宮に関して群議が開かれ、宮
人曲を奏すため京都楽人の多好方を招聘
することが決まる。

多好方：宮人曲 『吾妻鏡』

43 建久2年11月19日 1191年11月19日

召右近将監好方於幕府賜盃酒、好方尽野
（郢）曲、善信候御前、助音太絶妙也、又
重忠・景季等、依仰於当座習神楽曲、両
人器量之由、好方感申云 、々

多好方が召され、幕府にて三善康信の助音
を得つつ郢曲を披露し、当座で畠山重忠・
梶原景季に神楽曲を伝習する。両人の技
量に好方は感嘆する。

多好方：郢曲 
三善康信：助音 
畠山重忠・梶原景季：神楽伝
習

『吾妻鏡』
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鎌倉幕府の音楽と地下楽人

番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

44

源頼朝

建久2年11月21日 1191年11月21日

鶴岳八幡宮并若宮及末社等遷宮也、…好
方唱宮人曲、頗有神感之瑞相云 、々

鶴岡遷宮の儀が行われ、多好方が宮人曲
を唱奏す。 多好方：神楽 『吾妻鏡』

遷宮為御神楽宮人之曲被召下、左近将監
多好方云 、々…楽所此時被始置之、左一
者平内府生狛盛光、右一者多左衛門尉景
節、

鶴岡遷宮の儀にて御神楽で宮人曲が多好
方により奏せらる。この時初めて楽所が鶴
岡に設置され、左一者に狛盛光、右一者
に多景節を任じる。

狛盛光：左一者 
多景節：右一者 『鶴岡社務記録』

45 建久2年11月22日 1191年11月22日 多好方等欲帰洛之間、自政所賜餞別、 好方等、帰洛につき政所から餞別を賜る。 『吾妻鏡』

46 建久2年12月19日 1191年12月19日
為鶴岳神事、遣山城江次久家以下侍十三
人、可伝神楽秘曲之由、所被成下御教書
於好方之許也、

幕府、鶴岡神事のため、多好方に大江久家
以下十三名への神楽秘曲伝授を依頼する。

多好方：神楽 
大江久家等：神楽伝習 『吾妻鏡』

47 建久2年12月19日 1191年12月19日
頼朝、鶴岡八幡宮ノ伶人山城久家等十三
人ヲ京都ニ遣シ、多好方ニ就キテ神楽ノ
秘曲ヲ受ケシム、

頼朝、鶴岡伶人の大江久家等十三名を京
都に派遣し、多好方より神楽秘曲を伝習さ
せる。

多好方：神楽 
大江久家等：神楽伝習

『鶴岡八幡宮寺
社務職次第』

48 建久3年2月12日 1192年2月12日 鶴岡御神楽、幕下御参云 、々 鶴岡にて御神楽が催される。 『吾妻鏡』

49 建久3年3月3日 1192年3月3日 鶴岡法会舞楽如例、幕下御参、若公扈従
給云 、々 鶴岡法会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

50 建久3年3月4日 1192年3月4日 江次久家為相伝神楽秘曲等上洛…、 大江久家等、神楽秘曲伝授のため上洛。 大江久家：神楽伝習 『吾妻鏡』

51 建久3年4月30日 1192年4月30日 丑刻若宮職掌紀藤大夫宅焼亡、 若宮職掌の紀藤大夫の宅が焼失した。 紀藤大夫：職掌 『吾妻鏡』

52 建久3年8月15日 1192年8月15日
鶴岡放生会舞楽也、将軍家無御出、上総
介義兼為奉弊（幣）御使、着廻廊、有経
営舞楽等、

鶴岡放生会にて舞楽が催される。 『吾妻鏡』

53 建久3年11月22日 1192年11月22日 於鶴岡宮有御神楽、是御堂供養不可有魔
障之由御祈禱也、

来月実施予定の御堂供養で支障のないよ
う鶴岡で御神楽を催す。 『吾妻鏡』

54 建久4年2月7日 1193年2月7日

来三月三日鶴岳法会舞楽事者、先者（々）
召伊豆・箱根両山児童等、雖遂行之、供
僧門弟等已有数、又御家人子息等中、撰
催可然少生、可調楽之旨、被仰若宮別当
法眼云 、々因之因幡前司子息摩尼珠、判
官代子息藤一、筑後権守子息竹王等応其
撰云 、々

来月三月三日の鶴岡法会の舞楽では、これ
までの伊豆山・箱根山の児童による童舞で
はなく、鶴岡八幡宮寺の供僧門弟や御家
人子息で実施することとなり、御家人子息
では大江広元子息の摩尼珠、藤原邦通子
息の藤一、藤原俊兼子息の竹王が選ばれ
る。

児童：童舞 
供僧門弟：童舞 
大江広元子息麻尼珠：童舞 
藤原邦通子息藤一：童舞 
藤原俊兼子息竹王：童舞

『吾妻鏡』

55 建久4年2月27日 1193年2月27日 鶴岳宮等（寺）舞台（殿）、此間新造、今
日被立之、 鶴岡の舞殿が新造される。 『吾妻鏡』

56 建久4年3月3日 1193年3月3日

鶴岳法会、将軍家御参、舞楽如例、但当
宮別当・供僧等門弟并御家人子息等為舞
童也、

鶴岡法会にて恒例の舞楽が催されるが、童
舞は鶴岡別当供僧・門弟や御家人子息が
担った。

供僧門弟・御家人子息：童舞『吾妻鏡』

若宮児十二人并御所侍子息等童舞始在
之、

鶴岡供僧児童十二名と御家人子息等の童
舞が初めて実施される。 供僧門弟・御家人子息：童舞『鶴岡社務記録』

57 建久4年5月15日 1193年5月15日
手越・黄瀬河已下近辺遊女令群参、列候
御前、而召里見冠者義成、向後可為遊君
引（別）当…、

頼朝、富士野・藍沢の巻狩の間、手越・黄
瀬川近在の遊女が群集し、里見義成を召
して遊君別当に任じ、以後遊女に関する事
は義成が取り次ぐ。

遊女 『吾妻鏡』

58 建久4年5月28日 1193年5月28日
爰祐経・王藤内等所令交会之遊女、手越
少将、黄瀬河亀鶴等叫喚、此上祐成兄弟
討父敵之由発高声、

曾我兄弟による工藤祐経と王藤内の殺害
現場には、手越の少将・黄瀬川の亀鶴な
ど遊女が居合わせていた。

手越少尉・黄瀬川の亀鶴 『吾妻鏡』

59 建久4年6月1日 1193年6月1日 曽我十郎祐成妾大磯遊女〈号虎〉、雖被召
出之、如口状者、無其咎之間、被放遣之、

曽我兄弟による工藤祐経襲撃事件の後、
曽我祐成の妾大磯遊女の虎が放免される。 『吾妻鏡』

60 建久4年6月13日 1193年6月13日 放生会童舞習始之、 鶴岡放生会に向けた童舞の伝習が開始さ
れる。 児童：童舞 『鶴岡社務記録』

61 建久4年6月18日 1193年6月18日
故曽我十郎妾〈大磯虎、雖不除髪、着黒
衣袈裟〉…則今日遂出家、赴信濃国善光
寺…、

曽我祐成の妾大磯遊女の虎が、箱根山別
当行実坊にて亡父の仏事を営み、その後
出家し善光寺へ赴く。

『吾妻鏡』

62 建久4年7月18日 1193年7月18日

鶴岳若宮陪従江右近将監久宗（家）、属右
近将監好方、為伝神楽秘曲、…宮人曲事、
秘蔵之条、雖可謂勿論、令伝久宗（家）
者、奉授将軍之由、可思食准也云 、々

鶴岡陪従の大江久家に神楽秘曲を伝授す
る件について、多好方が秘蔵を理由に拒む
も幕府は将軍に伝授するのと同じであると
再度久家への伝授を依頼。

多好方：神楽 
大江久家：神楽伝習 『吾妻鏡』

63 建久4年10月7日 1193年10月7日

多好節依召自京都参着、来月於鶴岳依可
有御神楽也、亦左（右）近将監久家同帰
参、是為令相伝秘曲、先日所上洛也、宮
人曲不残一事伝授之由申之…、

鶴岡御神楽のため多好節が京都より参着。
大江久家も宮人曲を習得して帰参。多好方
の添状には、本来宮人曲は譜第への伝授
に限られる旨が記される。

多好方・好節：神楽 
大江久家：神楽伝習 『吾妻鏡』

64 建久4年11月4日 1193年11月4日 鶴岳八幡宮神事也、…次及深更有御神
楽、多好節唱宮人曲…、

鶴岡神事があり、夜更けに御神楽が催され
る。鎌倉に滞在していた多好節が宮人曲を
奏す。

多好節：神楽 『吾妻鏡』

65 建久4年11月12日 1193年11月12日
右近将監多好方承神楽賞、今日以飛弾

（騨）国荒木郷地頭職、被成政所御下文
訖…、

多好方が神楽秘曲伝授の褒賞として、幕府
から飛騨国荒木郷地頭職を賜る旨、政所
下文が発給される。

『吾妻鏡』

66 建久5年2月2日 1194年2月2日
入夜江間殿嫡男〈童名金剛、年十三〉元
服、…次三献、椀飯、其後盃酒数巡、殆
及歌舞云 、々

北条義時嫡男泰時の元服の儀にて、恒例
の式三献や椀飯、盃酒が執り行われ、歌
舞にも及ぶ。

『吾妻鏡』
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番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

67

源頼朝

建久5年3月15日 1194年3月15日
将軍家渡御于若宮別当坊、是別当法眼自
京都招下垂髪、尤堪郢律舞曲、可覧其芸
之由…僧徒及延年…、

頼朝、若宮別当法眼の招きで、京都から呼
ばれた郢曲堪能の児童の芸を覧じ、僧徒
の延年も披露さる。

児童：郢曲 
僧徒：延年 『吾妻鏡』

68 建久5年6月11日 1194年6月11日 鶴岳伶人等可令善信奉行之旨、被仰下
云 、々

頼朝、鶴岡楽所所属の楽人奉行を三善善
信に命ず。 伶人 『吾妻鏡』

69 建久5年8月15日 1194年8月15日 鶴岳放生会有舞楽、 鶴岡放生会があり、舞楽が催される。 『吾妻鏡』

70 建久5年閏8月2日 1194年閏8月2日
於三浦又有小笠懸、昨日勝負云 、々其後、
於船中興宴、遊女棹一葉参、猿楽小法師
中太丸参施芸、上下解頷云々。

頼朝・政子等、三浦に渡御。三浦での小
笠懸の後に、船中での酒宴が催され、遊
女の小舟一艘が参り、また猿楽師中太丸
が呼ばれ芸を披露する。

遊女 
猿楽師中太丸：猿楽 『吾妻鏡』

71 建久5年11月4日 1194年11月4日
鶴岳八幡宮御神楽也、…右近将監大江久
家唱秘曲等、畠山次郎重忠・梶原左衛門
景季候付歌云々。

鶴岡で御神楽が催され、陪従の大江久家
が秘曲を奏し、畠山重忠・梶原景季が唱和
する。

大江久家：神楽 
畠山重忠・梶原景季：唱歌 『吾妻鏡』

72 建久6年2月11日 1195年2月11日 鶴岡八幡宮御神楽也、 鶴岡にて御神楽が催される。 『吾妻鏡』

73 建久6年7月29日 1195年7月29日 早旦渡御浜御所…又聞食管絃妙曲、北条
殿経営云 、々 頼朝、浜の御所に渡御し、管弦を鑑賞する。 『吾妻鏡』

74 建久6年8月15日 1195年8月15日 鶴岡放生会也、…有舞楽、 鶴岡放生会があり、舞楽が催される。 『吾妻鏡』

75 建久6年11月10日 1195年11月10日
鶴岡御神楽等也、…陪従江左衛門尉景
節唱秘曲等、于時風雨俄赴（起）、殆有
神感之瑞云 、々

鶴岡で御神楽が催され、陪従の江（多）景
節が秘曲を奏す。その効験はかつて多好節
が奏じた際と同等のものとして記載さる。

江（多）景節：神楽 『吾妻鏡』

76

源頼家

正治元年3月11日 1199年3月11日 御神楽被行之、去二月延引故也、 二月の御神楽が延期したため、本日催され
る。 『鶴岡社務記録』

77 正治元年11月8日 1199年11月8日
右近将監多好方、去建久四年依宮人曲
賞、自故右大将賜飛騨国荒木郷訖、…可
譲補子息好節之由申之、

多好方、宮人曲伝授の褒賞として賜った飛
騨国荒木郷地頭職を子息好節に譲与する
旨、認められる。

『吾妻鏡』

78 正治2年閏2月29日 1200年閏2月29日
羽林歴覧永福寺已下近辺勝地、…於永福
寺有野（郢）曲、僧・児童等参釣殿、頻
申行盃酒、

源頼家、永福寺以下の景勝地を巡覧し、夜
に永福寺にて郢曲が催され酒宴が開かれ
る。

『吾妻鏡』

79 正治2年6月15日 1200年6月15日 勝長寿院一切経会、結構舞楽、羽林出御、勝長寿院一切経会にて舞楽も行われる。 『吾妻鏡』

80 正治2年11月3日 1200年11月3日
鶴岳被行臨時之、祭御神楽、尼御台所并
羽林御参宮、 鶴岡で臨時の御神楽が催される。 『吾妻鏡』

御神楽并臨時祭、流鏑馬十騎被始之、 鶴岡で臨時の御神楽が催される。 『鶴岡社務記録』

81 建仁元年6月1日 1201年6月1日 寅刻左金吾御参江島明神、…今夜到大
礒、令止宿給、召遊君等被尽歌曲、

頼家、江島明神への参詣の折に大磯に至
り止宿す。遊女が呼び出され歌曲が尽くさ
れる。

遊女 『吾妻鏡』

82 建仁元年6月2日 1201年6月2日 今朝金吾令出大礒宿給処、遊君愛寿俄以
落飾、

昨晩の頼家御遊に呼ばれなかった遊女愛
寿が出家。 遊女（愛寿） 『吾妻鏡』

83 建仁2年3月8日 1202年3月8日
其後入御于比企判官能員之宅、…爰有自
京都下向舞女〈号微妙〉、…此舞女依有
愁訴之由、凌山河参向、

頼家、比企能員宅に渡御し、京都の舞女
微妙が召し出され歌舞が尽くされる。微妙
は奥州へ配流された父の消息を訪ねて旅
する身の上を訴える。

舞女（微妙）：歌舞 『吾妻鏡』

84 建仁2年3月15日 1202年3月15日 其後尼御台所入御左金吾御所、召舞女〈微
妙〉、

政子、頼家御所に渡御し、舞女微妙が召
される。 舞女（微妙）：歌舞 『吾妻鏡』

85 建仁2年6月25日 1202年6月25日
於東北（小）御所有勧盃、及数巡間、舞
女微妙有舞曲、知康催（候）鼓促（役）、
酒宴皆酣、

政子、頼家御所に渡御し蹴鞠会を覧ず。酒
宴が催され、舞女微妙を召し、平知康が
鼓で拍子を取る。

舞女（微妙）：歌舞 
平知康：打鼓 『吾妻鏡』

86 建仁2年8月5日 1202年8月5日 舞女父為成已亡云 、々彼女涕涙悶絶躄地
云 、々 微妙の父はすでに亡く、彼女は泣き悶えた。 『吾妻鏡』

87 建仁2年8月15日 1202年8月15日 入夜舞女微妙於栄西律師禅房遂出家〈号
持蓮〉、

舞女微妙、栄西の許で出家し亡父を追善
する。 『吾妻鏡』

88 建仁2年8月18日 1202年8月18日

午刻鶴岡若宮西廻廊鳩飛来、数剋不立
避、仍供僧等怪之、真智房法橋・大学房
等脩（修）問答講一座、令法楽也、将軍
家為見聞参給、

鶴岡若宮西廊廻に鳩が飛来し数刻立ち去
らなかったため、鶴岡供僧らはこれを怪し
んだ。鶴岡では真智房法橋隆宣・大学房
行慈などが門答講一座を行い法楽が催さ
れていた。これを見物するため源頼家が参
詣していた。

『吾妻鏡』

89 建仁2年8月24日 1202年8月24日 是古部（郡）左衛門尉保忠、為訪舞女微
妙出家事…、

古郡保忠、微妙の出家を受け従僧等を打
擲す。 『吾妻鏡』

90 建仁2年11月9日 1202年11月9日 鶴岡御神楽如例、善進士宣衡歌庭火曲、鶴岡で恒例の御神楽が催され、三善宣衡
が庭火曲を歌う。 三善宣衡：神楽 『吾妻鏡』

91 建仁3年1月2日 1203年1月2日 将軍若宮〈一万君〉、御奉幣鶴岡宮…被行
御神楽之処、

頼家息の一幡が鶴岡に参詣し、御神楽が
催される。 『吾妻鏡』

92 建仁3年2月4日 1203年2月4日 午刻有祭并御神楽、将軍家御参宮、御奉
幣如例、

鶴岡で祭礼と御神楽が催され、頼家が参
詣する。 『吾妻鏡』

93 建仁3年3月15日 1203年3月15日 永福寺一切経会、将軍家為覧舞御出、 永福寺一切経会で舞を覧ずるため頼家が
参詣する。 『吾妻鏡』

94 源実朝 元久元年2月9日 1204年2月9日 鶴岳御神楽如例、 鶴岡で恒例の御神楽が催される。 『吾妻鏡』
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鎌倉幕府の音楽と地下楽人

番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

95

源実朝

元久元年8月15日 1204年8月15日 鶴岳放生会、…令出由比浦給、粧一両艘
舟船、召六七輩伶人、管絃各尽妙曲、

実朝、鶴岡放生会の後に由比浦を遊覧し
一艘の船を浮かべ数人の伶人を伴い管弦
を尽くす。

伶人：管弦 『吾妻鏡』

96 建永元年8月15日 1206年8月15日 鶴岳放生会、舞楽如例、将軍家御参、 鶴岡で恒例の舞楽が催され、実朝が参詣
する。 『吾妻鏡』

97 建永2年8月15日 1207年8月15日 鶴岳放生会、…舞楽等、入夜取松明有其
儀、 鶴岡放生会の遅延で、舞楽は夜に催される。 『吾妻鏡』

98 承元元年11月8日 1207年11月8日 鶴岳宮御神楽、将軍家御参宮、 鶴岡で御神楽が催され、実朝が参詣する。 『吾妻鏡』

99 承元2年2月3日 1208年2月3日 鶴岳宮御神楽如例、将軍家依御疱瘡無
御出、

鶴岡で恒例御神楽があるも、実朝は疱瘡
で不参。 『吾妻鏡』

100 承元2年11月7日 1208年11月7日 鶴岳宮御神楽、 鶴岡で御神楽が催される。 『吾妻鏡』

101 承元2年12月14日 1208年12月14日 上総国海北郡久吉郷住人僧善勝以下之
輩、被加鶴岡職掌云 、々

上総国海北郡久吉郷住人僧善勝以下の
人々が鶴岡の職掌に加えられた。 善勝以下：職掌 『吾妻鏡』

102 承元3年11月1日 1209年11月1日 鶴岳宮神楽也、 鶴岡で御神楽が催される。 『吾妻鏡』

103 承元3年11月7日 1209年11月7日 去四日弓勝負事、負方衆献所課物、仍営
中及酒宴乱舞、公私催逸興、

弓勝負での賦課物が献じられ、営中で酒
宴乱舞が催される。 『吾妻鏡』

104 承元4年8月7日 1210年8月7日 鶴岡放生会舞童十二人参幕府、別当相具
之、即於鞠御壷及調楽云 、々

鶴岡放生会での童舞の児童十二名が鶴岡
別当に伴われ参着し、鞠の庭にて童舞の
試楽が執り行われる。

児童：童舞 『吾妻鏡』

105 承元5年2月8日 1211年2月8日 鶴岳御神楽、臨時祭如例、 鶴岡で臨時の御神楽が恒例通り催される。 『吾妻鏡』

106 建暦元年8月15日 1211年8月15日 鶴岳放生会、将軍家依聊御不例無御出、
…密々覧舞楽、

実朝、鶴岡の放生会を病欠するも廻廊の簾
中より非公式に舞楽を覧ず。 『吾妻鏡』

107 建暦2年3月9日 1212年3月9日
将軍家渡御三浦三島（崎）御所、…鶴岳
別当相具児童等参儲、於船中有舞楽興等
云 、々

実朝、三浦三崎の御所に渡御。鶴岡別当
が児童等を連れ船中で座を設けて舞楽等
が催される。

児童：童舞？ 『吾妻鏡』

108 建暦2年8月15日 1212年8月15日 鶴岡放生会、将軍家御参宮如例、…為覧
舞楽渡御廻廊、

実朝、鶴岡の放生会に参り、舞楽を覧ずる
ために廻廊へ出る。 『吾妻鏡』

109 建暦2年11月14日 1212年11月14日
去八日絵合事、負方献所課、又召進遊女
等、…各野（郢）郢（律）尽曲、此上堪
芸若少之類及延年云 、々

絵合勝負の負方が賦課物を献じ、遊女も
呼ばれ参加者も童形にやつして郢曲が尽く
される。芸能に堪能な若人は延年まで披露
する。

遊女・若人等：郢曲・延年 『吾妻鏡』

110 建保元年12月19日 1213年12月19日 将軍家為御覧山家景趣、…有和歌・管弦
等御遊宴、

実朝、山里風景を遊覧し、二階堂行光宅
で和歌管弦の宴が催される。 二階堂行光宅：和歌管絃 『吾妻鏡』

111 建保2年8月15日 1214年8月15日 今日鶴岳放生会也、…経会舞楽早速被遂
行也、

月蝕のため早々に一切経会・舞楽が催され
る。 『吾妻鏡』

112 建保3年3月3日 1215年3月3日 将軍家御参鶴岳宮、法会舞楽如例、 実朝、鶴岡に参詣し恒例の法会舞楽が催
される。 『吾妻鏡』

113 建保5年9月30日 1217年9月30日
永福寺始被行舎利会、尼御台所・将軍家
并御台所御出、法会次第、舞楽已下尽美
尽善、

永福寺で舎利会が開始され、政子・実朝と
その室が参詣。法会の次第や舞楽以下は
善美が尽くされる。

『吾妻鏡』

114

九条頼経

貞応元年8月15日 1222年8月15日 鶴岡八幡宮放生会、舞楽御経供養如例、鶴岡放生会にて恒例の舞楽等が催される。 『吾妻鏡』

115 貞応2年 1223年 鶴が岳に登りて鳩の宮に参ず、…神女が
歌の曲は、権現垂迹の隠教に叶ひ…、

新政の鎌倉へ下向した京都人が、鶴岡に参
詣し巫女の歌曲を聴く。 『海道記』

116 嘉禄元年 1225年 中原景康〈下向関東、為鎌倉一者、後任
左近将監、〉

京都楽人の中原景安が鎌倉へ下向し一者
になる。 中原景安：鎌倉一者 「楽人補任」

117 嘉禄2年 1226年 景康〈嘉禄二年被召下関東為右舞人一
者、〉

景安が鎌倉幕府の招請により下向し右舞
人一者になる。 中原景安：右舞人一者 「楽家系図」

118 嘉禄2年2月1日 1226年2月1日 鶴岳八幡宮恒例御神楽之間…、 鶴岡にて恒例の御神楽が催される。 『吾妻鏡』

119 嘉禄2年7月11日 1226年7月11日 於勝長寿院被修之、有一切経供養之儀、
奏舞楽、 勝長寿院での一切経会で舞楽も奏される。 『吾妻鏡』

120 安貞元年 1227年 中原久康〈景康二男、鎌倉下向、右一者、
任右衛門少尉、〉

京都楽人の中原久安が鎌倉へ下向し右一
者になる。 中原久安：鎌倉右一者 「楽人補任」

121 安貞元年11月22日 1227年11月22日
為御祈、於常陸国鹿嶋宮、仁王経并信読
大般若経被講之、可被行御神楽之由、有
其沙汰、

幕府、祈禱のため常陸国鹿島宮にて仁王
経・大般若経供養および御神楽を催す旨
を命じる。

『吾妻鏡』

122 安貞2年6月30日 1228年6月30日 有去廿六日杜戸遠笠懸負態、…召加舞女
等、

遠笠懸負方が賦課物を献じ、酒宴に舞女
も召される。 舞女 『吾妻鏡』

123 安貞2年7月24日 1228年7月24日 有田家御遊興、舞女数輩群集云 、々 藤原頼経、逗留先の民家での酒宴に舞女
が集う。 舞女 『吾妻鏡』

124 安貞3年2月20日 1229年2月20日 竹御所并武州室令出三浦三崎津給、是駿
河前司義村可構来迎講之儀由、依申之也、

竹御所（頼家女）等、三浦義村が迎講を
催すにより三浦三崎へ渡御する。 『吾妻鏡』

125 安貞3年2月21日 1229年2月21日

於三崎海上、有来迎之儀、走湯山浄蓮房
依駿河前司之請、為結構此儀、兼参儲此
所、浮十餘艘之船、其上有件構、荘厳之
粧映夕陽之光、伎楽音如添晩浪之響也、

三崎の海上にて迎講が催される。三浦義
村の招請で走湯山から予てより浄蓮房が
参じ、迎講の儀を準備・執行する。海上に
十数艘の船が浮かび、迎講の荘厳さと伎
楽の音色が夕陽と波音と相まって増す。

浄蓮房：迎講 『吾妻鏡』
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番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

126

九条頼経

寛喜元年4月17日 1229年4月17日
将軍家御出于三崎津、…有管弦詠歌之
儀、佐原三郎左衛門尉相伴遊女等棹一
葉参向、

頼経、三浦三崎に渡御。船中で詩歌管弦
の儀が催され、佐原家連が遊女等を伴い
一艘の小舟で参じる。

遊女 『吾妻鏡』

127 寛喜元年9月9日 1229年9月9日
武州以南条七郎次郎…被差遣京都、…可
傳神楽秘曲之由、所被仰右近将監多好方
之許也、

北条泰時、南条七郎次郎以下三名の被官
人を京都の多好方の許へ派遣し、神楽秘
曲等の伝授を命ず。

多好方:神楽 
南条･横尾･美濃沢:神楽･和
琴伝習

『吾妻鏡』

128 寛喜元年12月17日 1229年12月17日 武州被遣御書於右近将監多好方、 泰時、御教書にて被官人への秘曲伝授を
好方に命ず。

多好方:神楽 
南条･美濃沢:神楽･和琴伝習『吾妻鏡』

129 寛喜2年 1230年 景康〈…寛喜二年兼左方一者、〉 中原景安が寛喜二年に鎌倉左舞人一者を
兼ねる。 中原景安：左方一者 「楽家系図」

130 寛喜2年閏1月7日 1230年閏1月7日
而好方近日可参向関東之由、有其聞、仍
今日重而被御書於好方、止下向儀、閑可
授彼曲之旨被載之云 、々

多好方が秘曲伝授のため関東下向を試み
るも、泰時は京都での伝授を再度命じる。多好方：神楽 『吾妻鏡』

131 寛喜2年2月6日 1230年2月6日

鶴岡別当法印参御所、奉盃酒、…爰上綱
具参児童之中芸能抜群之者、…将軍家又
御感之餘、令問其父祖給、法印申云、承
久兵乱之時、不図被召加官軍之勝木七郎
宗則子也、

将軍御所での酒宴に、鶴岡別当法印定
親に仕え芸能堪能な児童が童舞を将軍頼
経・泰時以下に披露する。この児童は承久
の乱で所領没収を受けた勝木宗則の子息
であった。

勝木則宗子息：童舞 『吾妻鏡』

132 寛喜2年2月8日 1230年2月8日 勝木七郎則宗返給本領筑前国勝木荘也、
…依被賞子息児舞、給則宗畢、

勝木（香月）則宗が、承久没収地の本領を
子息の童舞の功により、泰時から返付され
る。

勝木則宗子息：童舞 『吾妻鏡』

133 寛喜3年7月9日 1231年7月9日 渡御駿河前司義村宅、…召伶人并舞女等、頼経、三浦義村宅に渡御。伶人・舞女も召
される。 児童：延年 『吾妻鏡』

134 寛喜3年12月5日 1231年12月5日 …武州被参、垂髪等及延年云 、々 御所にて児童による延年が催される。 『吾妻鏡』

135 寛喜4年3月3日 1232年3月3日 於宮寺法華経供養、…舞楽如例、 鶴岡にて法華経供養があり、恒例の舞楽
も催さる。 『吾妻鏡』

136 貞永元年7月15日 1232年7月15日 勝長寿院一切経会、依有御意願、舞楽等
殊被刷其儀、

勝長寿院一切経会にて、頼経の希望によ
り特に舞楽等の威儀を整えられて催され
る。

『吾妻鏡』

137 貞永元年閏9月20日 1232年閏9月20日 依災変御祈、於鶴岳有臨時神楽、 災変祈禱のため、鶴岡で臨時の御神楽が
催される。 『吾妻鏡』

138 天福元年 1233年 光氏〈従下、将監、天福元年依将軍仰養
之、猶子、実中原景康子、〉 中原景安の子光氏を狛近真が猶子とする。中原光氏

『體源鈔』・「狛系
図」（『続群書類
従』第7輯下）

139 文暦2年閏6月24日 1235年閏6月24日

為来八月鶴岡放生会舞楽、被召右近将
監多好節、但公役不指合者可参向、若又
有障者、可差多好継之由、今日被仰京都
云 、々

幕府、八月実施の鶴岡放生会舞楽のため、
京都楽人の多好節の派遣を命じるが、支障
がある場合は多好継を下向させる旨を京都
に命じる。

多好節・好継：舞楽 『吾妻鏡』

140 嘉禎元年8月18日 1235年8月18日

舞人多好氏在鎌倉之処、可令帰洛之旨、
自殿下被申之間、所被差進也、則将軍染
御自筆、令申御請文給、又御馬一疋白鹿
毛、賜好氏、両三年一度、放生会之時可
参仕之由、以木工権頭被仰含好氏云 、々

鶴岡放生の舞楽には多好氏が派遣されて
おり、帰洛するよう九条道家から命ぜられ
る。頼経より賜物が授けられ、二・三年に
一度放生会舞楽のために勤仕するよう命
ぜられる。

多好氏：舞楽 『吾妻鏡』

141 嘉禎元年12月24日 1235年12月24日 重為御祈、於所々本宮、令転読大般若経、
可修御神楽之由、被仰下、

頼経病気平癒のため、各地の本宮に大般
若経転読と御神楽を催すよう幕府から命
ぜられる。

『吾妻鏡』

142 嘉禎2年2月14日 1236年2月14日 右近将監多好節調進和琴太笛等、武州殊
所令自愛給也、

多好節、泰時に和琴・太笛を献ず。泰時は
大層気に入った。

多好節：北条泰時へ楽器献
上 『吾妻鏡』

143 嘉禎2年8月15日 1236年8月15日 鶴岳放生会、将軍家御出、法会舞楽如恒、鶴岡放生会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

144 嘉禎3年6月11日 1236年6月11日 奉為二位家追善、於大慈寺供養一切経、
…有舞楽、

大慈寺にて政子の追善供養があり、舞楽も
催される。 『吾妻鏡』

145 嘉禎3年7月8日 1237年7月8日
就江右近次郎久康申請、可令授神楽歌曲
於久康之旨、被遣御教書於左近将監中原
景康、是為鶴岳御神楽也、

大江久康の申し出により、鎌倉在住の中原
景安に御教書をもって久康へ秘曲伝授す
るよう命じる。

中原景安：神楽 
大江久康：神楽伝習 『吾妻鏡』

146 嘉禎3年7月10日 1237年7月10日 神楽曲可授久康事、景康進領状請文云 、々中原景安、久康への神楽秘曲伝授を了承
する。

中原景安：神楽 
大江久康：神楽伝習 『吾妻鏡』

147 嘉禎3年8月15日 1237年8月15日 鶴岡放生会、…法会舞楽如例、 鶴岡放生会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

148 延応元年7月20日 1239年7月20日 将軍家俄渡御于佐渡前司基綱宅、…召
勝長寿院児童等、有管弦舞曲等遊興云 、々

頼経、後藤基綱宅に渡御し、同宅では勝
長寿院の児童が招かれ、管弦舞曲の遊興
が催された。

児童：童舞？ 『吾妻鏡』

149 仁治元年8月5日 1240年8月5日 被遂三島御奉幣、入夜、走湯山御奉幣也、
当山衆徒延年、

頼経、三島社・走湯山への奉幣を果たし、
走湯山衆徒の延年が催される。 走湯山衆徒：延年 『吾妻鏡』

150 仁治元年12月16日 1240年12月16日

今日於御所有評定、二所三島并春日等
社、毎日可有御神楽之由、将軍家有御立
願、是已可為莫大用途、毎月被沙汰遣之
条、御家人煩也…、

幕府評定にて、将軍家の二所・三島・春日
社での毎日催される御神楽について、費用
が嵩むため毎月に頻度を減らすことが決定
される。

『吾妻鏡』
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鎌倉幕府の音楽と地下楽人

番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

151

九条頼経

仁治2年8月15日 1241年8月15日 鶴岡放生会、…法会舞楽如例、 鶴岡放生会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

152 仁治2年9月13日 1241年9月13日 今夜、於御所被行柿本影供、…管弦児童
等并楽所輩候之、

御所にて柿本影供が催され、管弦奏楽の
児童や楽所楽人が招かれた。

児童：童舞？ 
楽所（楽人） 『吾妻鏡』

153 仁治2年11月29日 1241年11月29日 是三浦一族与小山之輩有喧嘩、…於下々
馬橋西頬好色家有酒宴乱舞会、

鎌倉内の遊女宿にて、酒宴乱舞の会が三
浦一族と小山一族の間でそれぞれ催され
ていた。

『吾妻鏡』

154 仁治2年12月8日 1241年12月8日

小侍所番帳更被改之、毎番堪諸事芸能之
者一人、必被加之、手跡・弓馬・蹴鞠・管
弦・郢曲以下事云 、々諸人随其志可始如
此一芸之由被仰下、是於時依可有御要也、

幕府小侍所の番帳が改められ、各番には
必ず諸道（書跡・弓馬・蹴鞠・管弦・郢曲
など）に通じた芸能達者の御家人を登用す
ることが決定され、これらの芸能を習得す
るよう将軍から命令が下る。

『吾妻鏡』

155 仁治3年 1242年

中にも鶴が岡の若宮は、松柏みどりいよい
よしげく、蘋蘩の供へ欠くることなし、陪
従を定めて、四季の御神楽おこたらず、職
掌に仰せて、八月の放生会を行はる、

鶴岡で催される四季の御神楽や八月の放
生会の様子が鎌倉遊覧に訪れた京都人に
よって記録される。

陪従 
職掌 『東関紀行』

156 寛元元年9月5日 1243年9月5日

将軍家入御佐渡前司基綱大倉家、…於彼
所和歌管弦等御会、能登前司・壱岐前司
等弾琵琶、…舞女両三輩参入、翻廻雪之
袖、人 及々猿楽…、

頼経、大倉の後藤基綱邸に入御し、和歌
管弦の会がもたれる。三浦光村と佐々木泰
綱が琵琶を奏す。舞女も招かれ、猿楽も催
された。

三浦光村：琵琶 
佐々木泰綱：琵琶 『吾妻鏡』

157 寛元2年1月22日 1244年1月22日 箱根御奉幣也、衆徒与供奉人等方延年、
各施芸云 、々

将軍家による箱根奉幣が行われ、箱根山
衆徒と幕府供奉人等で延年が催される。 衆徒・供奉人：延年 『吾妻鏡』

158

九条頼嗣

寛元2年5月11日 1244年5月11日

於将軍御方有御酒宴、（中略）舞女〈祇光、
今出河殿白拍子、年廿二、〉施妙曲、大
蔵少輔朝広・能登前司光村・和泉前司行
方・佐渡五郎左衛門尉基隆等答弁・猿楽
云 、々

将軍御所での酒宴にて、舞女の祇光（西園
寺公経の白拍子で齢22歳）が妙曲を披露。
また結城朝広・三浦光村・二階堂行方・後
藤基隆らが答弁（当座の軽口問答）や猿楽
を披露。

舞女祇光 
結城朝広：答弁・猿楽 
三浦光村：答弁・猿楽 
二階堂行方：答弁・猿楽 
後藤基隆：答弁・猿楽 

『吾妻鏡』

159 寛元2年8月15日 1244年8月15日 鶴岡八幡宮放生会也、…御覧舞楽之後、
酉刻還御、 鶴岡放生会にて将軍の舞楽御覧があった。 『吾妻鏡』

160 寛元3年8月15日 1245年8月15日 鶴岡八幡放生会也、将軍家御出、…法会
舞楽、 鶴岡放生会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

161 寛元3年8月16日 1245年8月16日 鶴岡馬場之儀、…神子・田楽・馬場等如
常云 、々 鶴岡馬場の儀にて恒例の田楽が催される。 『吾妻鏡』

162 寛元4年10月8日 1246年10月8日 左親衛被進盃酒於将軍家御方、舞女翻
廻雪袖、

北条時頼、将軍方にて盃酒を献じ舞女が
舞を披露。 舞女 『吾妻鏡』

163 宝治元年9月16日 1247年9月16日 相模国毛利荘山中有怪異等、毎夜成田楽
粧之由、土民等言上云 、々

相模国毛利荘の山中で怪異が住民から報
告され、毎晩田楽装束が目撃されている。 『吾妻鏡』

164 建長2年6月15日 1250年6月15日 将軍家令逍遥造泉殿辺給、…白拍子参
上施芸、和泉前司行方以下及猿楽云 、々

藤原頼嗣、泉殿を遊覧す。白拍子が参上し
て芸を、二階堂行方らが猿楽を披露した。

白拍子 
二階堂行方：猿楽 『吾妻鏡』

165 建長3年1月9日 1251年1月9日 政所・問注所等勝負、延年云 、々 幕府政所・問注所で延年の勝負が行われ
た。 『吾妻鏡』

166 建長3年2月1日 1251年2月1日 鶴岡臨時之祭、御神楽如例、 鶴岡臨時の祭礼があり、恒例の御神楽が
催される。 『吾妻鏡』

167 建長3年8月3日 1251年8月3日 今夕雪下及三島新宮遷宮之義、陪従・御
神楽、有童舞・延年等云 、々

鎌倉雪下へ三島社新宮の遷宮が行われ、
陪従・御神楽や、童舞・延年が催される。 児童：童舞 『吾妻鏡』

168

宗尊親王

建長4年5月1日 1252年5月1日 鶴岡宮恒例御神楽也、 鶴岡で恒例の御神楽が催される。 『吾妻鏡』

169 建長4年8月25日 1252年8月25日 …於件三所、奉転読大般若経、又可有御
神楽之由、

宗尊親王病平癒により、二所・三島で御神
楽あり。 『吾妻鏡』

170 建長5年3月1日 1253年3月1日 於御所鞠御壷覧童舞、是明日鶴岡法会調
楽云 、々 宗尊親王、鞠の庭にて調楽の童舞を覧ず。児童：童舞 『吾妻鏡』

171 建長5年8月14日 1253年8月14日

鶴岡上下宮為正殿遷宮也、…有御神楽、
右近将監中原光上唱宮人曲云 、々

鶴岡八幡宮正殿の遷宮が行われ、御神楽
において右近将監中原光上が宮人曲を奏
ず。

中原光上：宮人曲
『吾妻鏡』 
「鶴岡八幡宮社
務職次第」

建長御修理之時、光氏哥之、 建長年間の遷宮で、中原光氏が宮人曲を
奏ず。 中原光氏：宮人曲

｢弘安四年鶴岡
八幡遷宮記｣ 

（『続群書類従』
第3輯上）

172 建長6年 1254年 近康〈于時住関東〉、 狛近康が建長6年に鎌倉へ下向する。 狛近康 「楽人補任」

173 建長6年5月8日 1254年5月8日 於聖福寺神験宮有舞楽云 、々 鎌倉聖福寺の神験宮にて舞楽が催される。 『吾妻鏡』

174 正嘉2年3月3日 1258年3月3日 鶴岡法会、舞楽如例、 鶴岡法会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

175 正嘉2年3月10日 1258年3月10日 鶴岡三月会、舞童等依召参御所、於鞠御
壷施舞曲、

鶴岡三月会にて、舞童による舞曲が披露さ
れる。 児童：童舞 『吾妻鏡』

176 正嘉2年8月15日 1258年8月15日 鶴岡放生会、将軍家御参宮、…於廻廊簾
中覧舞楽、

宗尊親王、簾中にて鶴岡放生会の舞楽を
覧ず。 『吾妻鏡』
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番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

177

宗尊親王

正嘉2年9月16日 1258年9月16日 鶴岳八幡宮楽器用途銭内二貫文、来十一
月中可令沙汰進之状、依仰執達如件、

鶴岡楽器用途料二貫文分の銭納が某御家
人へ賦課されている。

「関東御教書」 
（『益田實氏所蔵
文書』）

178 正嘉2年12月9日 1258年12月9日 於鶴岡八幡宮、被修諸神供養音楽云 、々 鶴岡にて諸神供養の音楽が執り行われた。 『吾妻鏡』

179 弘長元年2月25日 1261年2月25日 一、衣裳事、…馬長共人并猿楽・田楽、
綾羅錦繡打物、金銅風流、可停止也、 猿楽・田楽でも華美な衣装が規制される。

「関東新制条 」々 
（『中世法制史料
集一』）

180 正元2年1月20日 1260年1月20日

於御所中、被定置昼番衆、…歌道・蹴鞠・
管弦・右筆・弓馬・郢曲以下、都以堪一
芸之輩、於時依可有御要、被定結番、去
比御要之時、無人之間、殊以此御沙汰出
来…、

将軍御所にて昼番衆が設けられ、出仕する
御家人は歌道・蹴鞠・管弦・右筆・弓馬・
郢曲の諸芸能に堪能でなければならない
が、近年は御所の諸用の際に人員がおら
ず、改めて昼番衆を設置した。

『吾妻鏡』

181 文応元年11月28日 1260年11月28日 御奉幣箱根御山、衆徒等湖上浮船延年、
垂髪翻廻雪之袖、尽歌舞之曲、

箱根山へ奉幣し、箱根衆徒が船上で延年
を催し、児童による歌舞も披露される。

箱根山衆徒：延年 
児童：童舞？ 『吾妻鏡』

182 弘長元年8月15日 1261年8月15日 鶴岡放生会、御息所為覧舞楽渡御、 近衛宰子、鶴岡の舞楽を覧ずるため渡御。 『吾妻鏡』

183 文永2年3月4日 1265年3月4日 於御所鞠御壷覧童舞、…又右近将監中光
氏廻雪奏賀殿之間給禄物〈五衣〉、

将軍御所の鞠の庭にて童舞が催される。ま
た楽所楽人の中原光氏が賀殿を奏して褒
賞される。

児童：童舞 
中原光氏：賀殿 『吾妻鏡』

184 文永2年3月9日 1265年3月9日 於鶴岡若宮宝前、被行管弦講、…其後有
御神楽、人長松若丸、本拍子…、

鶴岡若宮にて管弦講が催され、舞童により
御神楽が催された。

児童：御神楽（和琴・篳篥な
ど） 『吾妻鏡』

185

惟康親王

文永3年9月29日 1266年9月29日
文永三年丙寅九月廿九日戊午/始造立之
奉安置舞楽院/従五位下行左近衛将監中
原朝臣光氏

文永三年、幕府の楽所楽人中原光氏が木
造弁才天坐像を鶴岡舞楽院に奉納する。 中原光氏 木造弁才天坐像

（鶴岡八幡宮蔵）

186 建治2年2月23日 1276年2月23日 二貫文〈舞師給〉、三貫文〈楽所伶人等〉、
下野足利氏の鑁阿寺で一切経会曼荼羅供
が催された際に、鶴岡八幡宮寺の楽所楽
人が舞師および舞人として招請される。

楽所伶人

「郷々寺役記」 
（東京大学史
料編纂所謄写
本（請求記号：
2015-311））

187 建治2年2月23日 1276年2月23日
一貫二百文　雪の下装束不足分借賃、此
内二百文　付来使者給之、鎌倉上下路餞
別給之、

下野足利氏の鑁阿寺で一切経会曼荼羅
供が催された際に、その費用に不足分の
舞楽装束を鎌倉鶴岡八幡宮寺から借用し、
鶴岡側の使者の給分二百文が準備される。
鎌倉と鑁阿寺間の使者の往復費用につい
ては別途計上される。

「鑁阿寺文書」2
号 

（『栃木県史史料
編中世四』）

188 弘安元年？ 1278年？ 青海波　光世/［　］楽人/詠唱并歌　光
□〔氏〕…、 鶴岡法会舞楽の楽人を書き上げた目録。 楽所楽人

「舞楽楽人目録」 
（『東大寺文書』9
巻938号）

189 弘安4年8月29日 1281年8月29日

寅一点開仮殿御戸、此間楽人等奏乱声、
…今度任先例、有宮人曲、臨期自御代官
被立御使、供奉人、可奏宮人曲、本拍子
久光、末拍子光上可勤仕之由、被仰含之、
曲畢之後、召久光并光上有禄、色々衣一
領、役人供奉人、抑於宮人曲者、依為神
楽第一之秘事、天下無双之秘曲、於公家
被行其節之時、必被仰下勧賞者也、諸社
遷宮厳重御祈之時被哥之、依之建久当社
御鎮坐之時、被召下多好方好節等哥之、
宛給一村地頭職畢、建長御修理之時、光
氏哥之、今度彼好方五代之孫右兵衛尉好
久又参上、雖申入子細、久光・光上等重
代相伝之、依旧労奉公、被仰付之畢、

鶴岡八幡宮遷宮に際し、8月29日に幕府楽
所に所属する楽人等による奏楽・乱声が行
われる。また神楽秘曲の宮人曲が、中原光
上等により奏される。

楽所楽人

｢弘安四年鶴岡
八幡遷宮記｣ 

（『続群書類従』
第3輯上）

190 弘安6年 1283年

一、神官等鎌倉参住時、当社神事等事、
右、二季御祭〈春・冬〉、三月会、一切経
会、五月会、六月臨時祭、九月会、彼神
事之時者、神官等縦雖参住鎌倉、可被差
下之也、

宇都宮氏の二荒社神官について、鎌倉に居
住していても、毎年の二季祭や三月会、一
切経会などの神事には戻って従事させるこ
とを決める。

「宇都宮家式条」 
（『中世法制史料
集』三）

191 弘安6年 1283年

一、鎌倉屋形以下地事、右、為給人之
進止、不可相伝子孫、縦当給人雖為存日、
随祗候之体、可被充行別人、兼亦白拍
子・遊女・仲人等之輩、居置彼地事、一
向可停止之、

宇都宮氏が持つ鎌倉の屋形について、同
氏の給人に管理をさせているが、給人が白
拍子や遊女、また彼女らを斡旋する人物を
その屋形に住まわせることを禁止している。

白拍子・遊女
「宇都宮家式条」 
（『中世法制史料
集』三）

192 弘安9年3月28日 1286年3月28日
…右作法者、弘安九年三月廿八日被供養
相模国大山寺私記也、今作法、依御流式
真言院憲静上人相談光氏等日記、

弘安九年三月二十八日に仁和寺流様式で
大山寺舞楽曼荼羅供が復興され、楽所楽
人中原光氏や鶴岡楽人の大泉右近・辻三
郎兵衛・野田左衛門等も関わる。

中原光氏（楽所楽人）・大泉
右近・辻三郎兵衛・野田左
衛門など（鶴岡伶人）

｢舞楽曼荼羅供
私記大山｣ 

（金沢文庫古文
書288函48）

193 正応2年2・3月頃 1289年2・3月頃

伊豆の国、三島の社に参りたれば…、神
楽とて、少女子が舞の手づかひも見馴れ
ぬさまなり、襅とて袙のやうなる物を着て
八少女舞とて、三四人立ちて入違ひて舞
ふさまも、興ありておもしろければ…、

（京から鎌倉に向かう途中、二条局は）伊
豆国の三嶋大社を訪れ、そこで巫女による
神楽舞を鑑賞する。京で観た石清水八幡
宮の神楽舞と比較しながら興じている。

少女子：八乙女舞 『とはずがたり』
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鎌倉幕府の音楽と地下楽人

番号 鎌倉殿 和暦 西暦 記事
（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋）

内容
（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略）

人物
（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

194

久明親王

正応3年9月5日 1290年9月5日
大唐高麗舞師/本朝神楽博士/従五位
上行/左近衛将監/中原朝臣光氏〈行年/
七十三〉/正応三年〈庚寅〉/九月五日

逗子市神武寺のみろく窟に安置される石
造弥勒坐像の銘文。中原光氏の没年が記
される。

中原光氏 石造弥勒菩薩坐
像（神武寺蔵）

195 正応5年8月11日 1292年8月11日 今日為庭舞見物、相州来臨、雖降雨無事
…、 鶴岡での庭舞見学に北条貞時が参加。 ｢親玄僧正日記｣

196 正応5年8月13日 1292年8月13日 今日舞有見物了、 親玄、鶴岡の舞を見学。 ｢親玄僧正日記｣

197 正応6年1月3日 1293年1月3日 恒例田楽、 鎌倉佐々目にて恒例田楽。 ｢親玄僧正日記｣

198 正応6年8月13日 1293年8月13日 舞ソロヒ、ヤフサメソロヒ、 流鏑馬とともに、鶴岡放生会の試楽がされ
る。 ｢親玄僧正日記｣

199 正応6年10月21日 1293年10月21日 今日諸訴人神（群カ）集社壇、…結構御
神楽云 、々

鶴岡社頭にて、訴訟にやってきた700人の
群衆により神楽の興行がされる。 ｢親玄僧正日記｣

200 永仁2年1月9日 1294年1月9日 自今夜児神楽始之、 今夜より七箇日の児神楽が始まる。 児童：児神楽 ｢親玄僧正日記｣

201 永仁2年1月15日 1294年1月15日 今夜児神楽結願、交裹頭之雑人見聞了、児神楽が結願し、親玄は裹頭の人々に混ざ
り見物。 児童：児神楽 ｢親玄僧正日記｣

202 永仁2年1月23日 1294年1月23日 太守禁忌事出来、仍田楽等延引云 、々 北条貞時、憚りが生じたため田楽が延引さ
れる。 ｢親玄僧正日記｣

203 永仁2年3月1日 1294年3月1日 今日舞楽合也、 鶴岡で舞楽合わせが催される。 ｢親玄僧正日記｣

204 永仁2年8月15日 1294年8月15日 舞童猶於舞台舞云 、々指唐笠之由有其聞、雨天の鶴岡放生会で、唐笠を指して童舞が
される。 児童：童舞 ｢親玄僧正日記｣

205 徳治2年11月8日 1307年11月8日

範秀/徳治二年十一月八日、己巳、晴、於
妙音堂有琵琶伝業事、師匠左兵衛尉孝
章、受者右衛門少将範秀也、件範秀関東
武士也〈号小串六郎右衛門〉、当時相模入
道家人也、年来弾琵琶云 、々本師匠者鎌
田備後前司行俊師云 、々件行俊是又武士
也、為法深之弟子、受灌頂云 、々於関東
為当道之人師云 、々範秀属彼行俊法師、
秘曲等悉習之、但至灌頂未遂、其節行俊
法師他界云 、々仍此事有余猶之由、多年
競望之、以孝章為師匠可伝受之所申請也、

徳治二年、西園寺家妙音堂で琵琶秘曲の
啄木が、藤原孝章から御家人小串範秀に
伝授された。範秀は得宗被官であり、琵琶
を弾奏し、御家人鎌田行俊に師事してい
た。しかし秘曲を伝授する前に行俊が死去
したため、範秀が秘曲伝授を孝章に依頼し
てきた。

藤原孝章：琵琶 
小串範秀：琵琶 
鎌田行俊：琵琶

「春衡記」 
（『図書寮叢刊　
伏見宮旧蔵楽書
集成一』）

206

守邦親王

延慶元年年末頃 1308年 …大はんにやよませ、ミかくらし候ハん、
金沢貞顕の女性宛書状のなかに、仏事の
指示が記され、僧正による大般若経供養と
御神楽も行われる。

「金沢貞顕書状」
（『金沢北条氏編
年資料集』422）

207 正和4年7月9日 1315年7月9日 先寅一点、神分乱声、…菩薩・舞人・楽
人左右相分向衆僧（集脱カ）会所、発楽、

極楽寺十三重塔の供養式が催され、衆僧
の乱声や舞人・楽人の奏楽や獅子、菩薩舞
の行道などが伴う。

舞人・楽人：菩薩舞など

｢極楽寺十三
重塔供養日記｣

（『鎌倉遺文』33-
25562）

208 嘉暦3年1月30日 1328年1月30日 一、田楽之外、無他事候、あなかしく、
金沢貞顕の、日野資貞の帰京や六波羅探
題の案件を伝えるなかに、鎌倉での田楽の
様子が記される。

「金沢貞顕書状」
（『金沢北条氏編
年資料集』812）

209 元徳元年9月8日 1329年9月8日

一、放生会者、将軍御重服之間、被付
社家候了、十五日舞童以下如先々候けり、
十六日者田楽相撲等計にて候けるよし承
候、…十三日舞調深雨之間、十四日云 、々

将軍守邦親王の重服により、八月十五日の
鶴岡放生会の執行は鶴岡八幡宮に委託さ
れ、例年通りに舞童や翌十六日に田楽・相
撲が催された。舞調は雨天により十四日に
延期して実施された。

児童：舞童など
「金沢貞顕書状」
（『金沢北条氏編
年資料集』851）

210 元徳2年6月11日 1330年6月11日 てんかくの事も、かまくらのさたとも、…
うけたまはり候ぬ、

金沢氏被官人の書状とされ、状中に田楽
や鎌倉幕府での沙汰が記されるが詳細は
未詳。

「氏名未詳書状」
（『金沢北条氏編
年資料集』936）

211 元徳2年月日未詳 1330年
田楽知辺法師申当寺八幡宮装束事、…去
年菊石法師、帯関東御文、廻縦横之秘計
由…、

無能の田楽法師「菊石法師」が、関東御文
（北条高時によるもの）を得て強引に東大
寺転害会の田楽法師に列なろうと試みる。

田楽法師：菊石法師

「東大寺衆徒衆
議事書案土代」

（東大寺文書未
成巻文書【東図
番号6-3】）

212 元弘2年/正慶元年 1332年 関東にもこの事聞き及びて、新本の田楽ど
もを呼び下し、日夜朝暮にこれを賞翫す、北条高時や鎌倉での田楽流行を伝える。 『太平記』「関東

田楽賞翫の事」

※1：	本表は『吾妻鏡』を中心に、音楽関係記事が最初に登場する治承4年(1180)から関係記事を採録している。また掲出する史料の一部については、「親玄僧正日記」はダイゴの会（『親
玄僧正日記』を読む会）「史料紹介　『親玄僧正日記』（上・中・下）」（『内乱史研究』14号～16号、1993年～1995年）を、また「益田實氏所蔵中世文書」は田中大喜・中島圭一・
西田友広・中司健一・渡邊浩貴「史料紹介　益田實氏新出中世文書の紹介」（『国立歴史民俗博物館研究報告』212集、2018年）を、「郷々寺役記」（東京大学史料編纂所謄写本（請
求記号：2015-311））は永村眞「鎌倉時代の鑁阿寺経営─郷々寺役記を通して─」（『栃木県史研究』24、1983年）を、「東大寺衆徒衆議事書案土代」（東大寺文書未成巻文書【東
図番号6-3】）は畠山聡「史料紹介　転害会関係史料（2）」（『寺院史研究』12号、2008年）を参照した。

※2：	採録した記事のなかには、慣用句として「詩歌管弦」「歌舞」などが酒宴に付随して用いられている事例も散見されるが本表では掲出している。こうした用語が使われない・
記録されない酒宴（例えば将軍渡御など）が圧倒的に事例として多いことを踏まえると、前述の用語が使われる・記録される事例には音楽的素養を備えた人物の参加が想定
される。

※3：	本表では音楽実施記事や音楽用語の採録を目的としているため、「人物(音楽儀礼・芸能の担い手)」の項目については、担い手が記されていない記事や、音楽芸能の実施が
推定されるも、その担い手を推測できない記事(例えば『吾妻鏡』中で鶴岡八幡宮寺での恒例御神楽・放生会の実施のみが記録される場合がある。この場合、儀礼には童舞
の舞楽が伴い、その担い手として児童（垂髪）が存在したことを想定しうるが、記録として記載されていない)は除外している。

※4：	本表は主に記録・古文書類を中心に採録しており、都市鎌倉の音楽文化や鎌倉楽人に触れる『文机談』『胡琴教録』『教訓抄』などの音楽説話・楽書類や、『源平盛衰記』『曽
我物語』などの『吾妻鏡』の記述と重複する物語類は採録していない。前者の史料と異なり、後者は家や物語の正統性の主張といった文飾もみられ史料的性格を踏まえて個々
に論じる必要があり、ひとまず前者とは区別している。

※5：	本表の前半部分は拙稿「初期鎌倉幕府の音楽と京都社会─「楽人招請型」の音楽受容とその基盤─」（『神奈川県立博物館研究報告（人文科学）』47号、2020年）掲載のもの
と重複するが、発表後に見出した追加・遺漏史料により補完し、一部補訂を加えている。
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譜
関
係
は
後
掲
の
【
系
図
】「
鎌
倉
楽
人
関
係
略
系
図
」
を
参
照
）。

　

中
原
景
安
は
、
か
つ
て
九
条
兼
実
の
琵
琶
の
御
師
と
し
て
仕
え
、
楽
所
預
に
ま
で

登
っ
た
中
原
有
安
の
猶
子
と
な
っ
た
人
物
で
、
も
と
も
と
は
吉
備
津
宮
に
所
属
す
る

地
方
神
官
出
身
者
だ
っ
た
。
有
安
の
猶
子
と
し
て
京
都
で
音
楽
活
動
を
行
い
、
大
内

楽
所
に
も
属
し
て
い
た
が
、［【
表
】
116
］「
楽
人
補
任
」
に
よ
る
と
、
嘉
禄
元
年
（
一

二
二
五
）
に
子
息
久
安
と
と
も
に
鎌
倉
へ
下
向
し
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
楽
所
の
一
者
と

な
っ
て
い
る（

（1
（

。［【
表
】
117
］「
楽
家
系
図
」
の
註
記
に
は
、「
嘉
禄
二
年
被
召
下
関
東
、

為
右
舞
人
一
者
」
と
あ
る
た
め
、
時
期
的
に
微
妙
な
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
少
な
く

と
も
嘉
禄
年
間
（
一
二
二
五
～
二
七
）
に
、
中
原
景
安
は
鎌
倉
幕
府
か
ら
招
請
さ
れ

て
下
向
し
、
右
方
舞
一
者
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
後
中
原
景
安
の
系
統
が
「
楽
人

補
任
」
の
な
か
で
大
内
楽
所
に
任
じ
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、「
楽
家
系
図
」
で
の
景
安

の
子
息
光
氏
の
註
記
に
は
「
住
関
東
」
と
、
ま
た
「
狛
系
図
」『
體
源
鈔
』
の
光
氏
子

息
の
光
上
、孫
の
康
上
（「
行
上
」
と
も
）
の
註
記
に
も
「
関
東
」
の
註
記
が
み
え
る
。

中
原
景
安
─
久
安
・
光
氏
─
光
上
─
康
上
（「
行
上
」）
と
、
同
系
統
が
鎌
倉
楽
人
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
様
子
が
了
解
さ
れ
る
。

　

中
原
景
安
の
下
向
理
由
と
し
て
は
、
次
の
鎌
倉
後
期
に
成
立
し
た
楽
書
『
文
机
談
』

（
文
机
房
隆
円
著
）
の
記
述
が
知
ら
れ
る
。

　
【
史
料
1
】『
文
机
談
』
巻
第
三
「
景
安
事
」「
景
安
孝
時
問
答
事（

（1
（

」

　

御
宿
所
へ
わ
ざ
と
お
も
ひ
た
ち
侍
り
つ
る
に
、
い
ま
こ
れ
に
て
み
あ
ひ
た
て

ま
つ
る
事
、
宿
執
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
候
、
明①

暁
す
で
に
東
国
の
か
た
へ
お
も
ひ

た
ち
候
、
と
し
ご
ろ
物
申
し
合
せ
候
ひ
し
有
安
も
身
ま
か
り
候
ひ
き
に
、
あ
と

に
の
こ
れ
る
そ
の
仁
は
ん
べ
ら
ず
、
家
は
荊
蕀
に
と
ぢ
て
絃
は
伯
牙
に
絶
え
た

り
、
こ
の
旧
好
を
み
る
ご
と
に
、
な
み
だ
千
行
と
し
て
と
ゞ
ま
る
時
な
し
、
世

に
清
濁
の
臣
も
ま
れ
な
れ
ば
、
道
を
賞
翫
す
る
人
も
な
し
、
身
に
一
事
の
た
く

わ
へ
な
け
れ
ば
、
又
一
日
の
适
命
も
と
も
は
か
り
が
た
し
、
驍②

勇
の
藝
な
け
れ

ば
、
そ
の
賞
労
を
た
の
む
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
た
ゞ
さ
そ
ふ
水
に
も
ね
を
た

え
て
い
な
ん
と
お
も
ひ
侍
る
也
、
さ
し
て
そ
の
よ
し
み
を
通
ず
べ
き
親
昵
は
侍

ら
ね
ど
も
、
か
の
堺
を
聞
く
に
、
め
ぐ
み
柳
下
に
ゑ
て
、
と
と
の
ふ
る
に
子
貢

よ
り
も
は
な
は
だ
し
、
く
ち
た
る
縄
を
し
て
六
馬
を
つ
な
ぐ
た
の
み
、
も
と
も

ふ
か
し
、
い
と
ま
を
こ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ず
し
て
く
つ
ば
み
を
ひ
ん
が
し
に
め
ぐ

ら
さ
ん
事
、
ふ
か
く
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
り
侍
り
つ
る
に
、
と
い
ひ
も
あ
へ
ず
、
白

垂
の
袖
を
お
ほ
ふ
、
道
路
に
駕
を
ま
げ
て
後
会
を
ち
ぎ
る
事
、
か
つ
は
率
爾
た

れ
ば
、
事
狂
瞽
に
似
た
れ
ど
も
心
慇
懃
な
れ
ば
、
更
に
黙
止
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、

能
々
あ
い
だ
ん
じ
て
涙
々
わ
か
れ
侍
り
に
き
、

　

そ③

の
後
な
か
一
年
ば
か
り
を
へ
だ
て
ゝ
孝
時
関
東
に
参
り
た
る
事
侍
り
し

時
、
ゆ
ゝ
し
く
あ
り
つ
き
て
さ
い
せ
ん
に
き
た
り
て
、
古
郷
の
物
語
な
ど
申
し

て
た
が
へ
に
な
き
わ
ら
ひ
な
ど
し
て
や
み
に
き
、
正
道
が
高
麗
に
い
た
り
て
八

座
の
営
に
ほ
こ
り
け
る
た
め
し
、
か
く
や
と
お
ぼ
え
侍
り
き
、
い
ま
光
氏
と
て

侍
る
な
る
父
と
ぞ
申
さ
れ
し
、
い
み
じ
か
り
け
る
物
の
上
手
也
、

　
【
史
料
1
】
は
景
安
と
か
ね
て
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
著
名
な
楽
人
藤
原
孝
時
と
の
交

流
を
示
す
記
事
で
（
嘉
禄
元
年
・
二
年
頃
か
）、
鎌
倉
へ
出
立
す
る
直
前
の
彼
の
状
況

を
克
明
に
記
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
有
安
の
猶
子
景
安
は
、
他
の
古
代
以
来
か
ら
続

く
狛
氏
・
多
氏
と
い
っ
た
重
代
楽
家
で
も
、
平
安
期
に
形
成
さ
れ
た
豊
原
氏
・
大
神

氏
と
い
っ
た
新
興
の
重
代
楽
家
の
出
身
者
で
も
な
い
、
非
重
代
の
楽
人
で
あ
る
。
傍

線
部
①
に
あ
る
通
り
、
有
安
死
去
後
、
彼
の
目
立
っ
た
音
楽
活
動
は
見
え
ず
「
家
は

荊
蕀
に
と
ぢ
て
絃
は
伯
牙
に
絶
え
た
り
」
と
あ
っ
た
り
、
ま
た
「
身
に
一
事
の
た
く

わ
へ
な
け
れ
ば
、
又
一
日
の
适
命
も
と
も
は
か
り
が
た
し
」
と
あ
り
、
楽
人
と
し
て

も
満
足
に
活
動
で
き
ず
、
経
済
的
に
困
窮
し
た
生
活
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

景
安
が
右
の
よ
う
に
困
窮
し
た
理
由
に
、
承
久
の
乱
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
中

原
有
安
の
系
譜
関
係
を
み
る
に
、
有
安
の
子
息
で
嫡
流
系
統
に
属
す
と
考
え
ら
れ
る
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鎌倉幕府の音楽と地下楽人

宗
安
は
、「
楽
家
系
図
」
の
註
記
に
「
後
鳥
羽
院
御
宇
北
面
所
持
」
と
記
し
、
後
鳥
羽

院
北
面
に
祗
候
し
て
い
た
。
宗
安
は
子
息
貞
安
と
と
も
に
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
し
、

『
月
詣
和
歌
集
』
に
詠
出
さ
れ
る
な
ど
歌
人
と
し
て
の
実
績
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
楽

人
と
し
て
の
活
動
徴
証
は
見
出
せ
な
い（

（1
（

。
そ
し
て
、
承
久
の
乱
以
降
、
宗
安
・
貞
安

の
活
動
は
詳
ら
か
で
な
く
、「
楽
家
系
図
」
で
の
貞
安
の
註
記
に
「
出
家
法
名
証
名
」

と
あ
っ
て
、
以
後
の
系
譜
関
係
が
中
央
の
京
都
音
楽
界
に
把
握
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、

後
鳥
羽
院
方
勢
力
に
近
し
い
有
安
の
嫡
流
系
統
は
、
承
久
の
乱
で
没
落
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
有
安
の
猶
子
と
な
っ
て
楽
統
を
継
受
す
る
猶
子

景
安
も
そ
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
楽
所
楽
人
に
補
任
さ
れ
て

い
て
も
、
そ
も
そ
も
楽
人
は
ハ
レ
の
場
で
奏
楽
す
る
機
会
を
得
た
り
、
パ
ト
ロ
ン
を

得
て
援
助
が
な
け
れ
ば
栄
達
な
ど
望
め
な
い（

（1
（

。
加
え
て
、
景
安
は
非
重
代
で
あ
り
後

発
の
楽
家
出
身
者
と
い
う
基
盤
の
脆
弱
さ
も
相
ま
っ
て
、
楽
人
と
し
て
の
活
動
に
支

障
を
来
し
、
先
の
困
窮
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

他
方
、
承
久
の
乱
後
の
朝
廷
財
政
も
逼
迫
し
て
い
た
。
戦
後
処
理
の
結
果
、
後
鳥

羽
院
政
の
解
体
と
後
高
倉
院
政
の
開
始
、
後
堀
河
天
皇
の
即
位
と
近
衛
家
実
の
関
白

就
任
に
よ
る
首
脳
部
の
変
化
に
加
え
、
朝
廷
儀
礼
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
民
部
卿
平

経
高
が
「
先
如
臨
時
祭
・
御
更
衣
者
、
於
承
久
以
往
者
、
皆
以
諸
国
所
済
不
事
闕
、
近

年
陵
夷
之
趣
不
知
給
」
と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
京
進
さ
れ
る
諸
国
か
ら
の
正
税
が
滞

る
状
態
だ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
に
関
白
と
し
て
返
り
咲
い
た
九
条
道
家
は
、
天
福
元
年

（
一
二
三
三
）
に
自
身
の
二
箇
条
の
施
政
方
針
（
任
官
叙
位
・
訴
訟
決
断
）
を
記
し
た

奏
状
を
四
条
天
皇
に
提
出
し
て
い
る（

（1
（

。
道
家
の
奏
状
の
任
官
叙
位
の
項
目
に
お
い
て
、

「
一
官
之
闕
二
人
競
望
者
」
と
任
官
に
あ
た
り
二
人
の
候
補
者
が
競
合
し
た
場
合
、「
重

代
」
と
「
才
行
」
の
い
ず
れ
に
拠
る
べ
き
か
を
説
い
た
も
の
が
あ
る
。
本
条
の
理
解

に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
も
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
文
に
続
く
付
帯
条

項
で
「
但
重
代
之
非
器
与
非
重
代
之
善
才
、
倩
思
其
採
用
、
猶
可
依
名
誉
譜
第
之
事
、

共
無
才
望
者
、
可
付
文
書
相
伝
歟
」
と
あ
り
、
市
沢
哲
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
任
官

に
あ
た
っ
て
は
「
才
行
」
を
重
視
す
る
姿
勢
を
み
せ
つ
つ
も
、
そ
れ
で
も
最
終
的
な

任
用
決
定
で
は
「
重
代
」
に
重
き
を
置
く
姿
勢
が
垣
間
見
え
る（

（1
（

。
加
え
て
本
条
で
は
、

奏
状
作
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
『
貞
観
政
要
』
の
記
述
と
共
通
す
る
部
分
が
多
々
み

ら
れ
、「
又
若
有
楽
工
雑
類
芸
逾
脩
輩
之
者
、
可
蒙
賞
者
、
可
賜
以
銭
帛
、
不
可
超
授

官
爵
」
と
い
っ
た
超
越
を
認
め
な
い
芸
能
者
へ
の
賞
罰
規
定
も
、
こ
う
し
た
影
響
の

一
環
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
非
重
代
で
あ
る
楽
人
中
原
一
族
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た

道
家
政
権
下
で
の
如
上
の
任
用
方
針
は
、
こ
れ
以
上
中
央
楽
人
と
し
て
の
昇
進
を
見

込
む
こ
と
の
出
来
な
い
頭
打
ち
の
状
況
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
つ
て
非
重
代

の
中
原
有
安
が
九
条
兼
実
の
御
師
と
い
う
立
場
を
背
景
に
、
兼
実
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
も
と
で
他
の
楽
人
等
か
ら
「
先
例
為
侍
者
不
被
補
、
又
五
位
無
例
之
由
、
舞
人
・
楽

人
傾
申
之
由
有
其
聞
」
と
囁
か
れ
て
も
楽
所
預
に
就
き（

（2
（

、
楽
人
と
し
て
の
名
誉
と
面

目
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
も
は
や
景
安
や
子
息
の
久
安
・

光
氏
に
は
、
中
央
楽
人
と
し
て
名
誉
と
面
目
を
積
む
機
会
も
、
官
位
上
昇
の
道
も
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
景
安
・
久
安
は
嘉
禄
元
年
・
二

年
頃
に
は
鎌
倉
下
向
を
果
た
し
て
お
り
、さ
ら
に
光
氏
も
「
狛
系
図
」
の
註
記
に
「
天

福
元
年
依
将
軍
仰
養
之
、
猶
子
、
実
中
原
景
康
子
」［『
體
源
鈔
』【
表
】
138
］
と
あ
っ

て
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
に
よ
っ
て
狛
近
真
の
猶
子
と

な
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
頃
に
は
鎌
倉
幕
府
と
接
触
し
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

　

非
重
代
で
あ
る
地
下
楽
人
中
原
一
族
は
、
嫡
流
系
統
の
後
鳥
羽
院
方
勢
力
へ
の
与

同
と
没
落
、
承
久
の
乱
直
後
の
朝
廷
財
政
の
逼
迫
、
続
く
九
条
道
家
政
権
下
で
の
中

央
楽
人
と
し
て
の
上
昇
ル
ー
ト
の
消
滅
と
い
っ
た
事
情
が
複
雑
に
絡
ま
り
な
が
ら
、
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新
天
地
と
し
て
鎌
倉
が
彼
ら
一
族
の
次
な
る
活
躍
の
場
と
し
て
選
択
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

二　

摂
家
将
軍
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
政
策

　

一
方
、【
史
料
1
】
傍
線
部
②
で
は
「
た
ゞ
さ
そ
ふ
水
に
も
ね
を
た
え
て
い
な
ん
と

お
も
ひ
侍
る
也
」
と
、
景
安
は
鎌
倉
幕
府
か
ら
招
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
匂
わ
せ
、
鎌

倉
に
知
音
は
な
い
も
の
の
（「
さ
し
て
そ
の
よ
し
み
を
通
ず
べ
き
親
昵
は
侍
ら
ね
ど

も
」）、「
か
の
堺

（
鎌
倉
）を

聞
く
に
、
め
ぐ
み
柳
下
に
ゑ
て
、
と
と
の
ふ
る
に
子
貢
よ
り
も
は

な
は
だ
し
」
と
い
う
人
材
登
用
と
立
身
出
世
が
叶
う
地
と
し
て
鎌
倉
が
認
識
さ
れ
て

い
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
「
楽
家
系
図
」
で
も
、
景
安
は
「
嘉
禄
二
年
被
召
下
関
東
」

と
あ
る
よ
う
に
、
幕
府
か
ら
の
招
請
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
子
息
の
光
氏
も
先
述
の

ご
と
く
『
體
源
鈔
』「
狛
系
図
」
の
註
記
に
「
天
福
元
年
依
将
軍
仰
養
之
」
と
あ
っ
て

摂
家
将
軍
九
条
頼
経
の
意
向
が
垣
間
見
え
る
。
地
下
楽
人
中
原
氏
た
ち
の
鎌
倉
下
向

は
、
幕
府
か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下
向
理
由
に
は
彼
ら
自
身
の
置
か

れ
た
事
情
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
幕
府
側
の
事
情
も
当
然
な
が
ら
あ
っ
た
。

　

鎌
倉
幕
府
が
中
央
楽
人
を
求
め
た
理
由
の
一
つ
に
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
の

摂
関
家
九
条
頼
経
の
鎌
倉
下
向
を
契
機
と
し
て
、
摂
関
家
の
分
家
に
相
応
し
い
将
軍

御
所
の
儀
礼
整
備
が
急
務
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
音
楽
儀
礼
も
例
外

で
は
な
く
、貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
に
勝
長
寿
院
で
催
さ
れ
た
一
切
経
会
で
は
「
依

御
意
願
、
舞
楽
等
殊
刷
其
儀
」［『
吾
妻
鏡
』【
表
】
136
］
と
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
一
切

経
会
は
、鶴
岡
八
幡
宮
寺
に
て
三
月
三
日
を
式
日
に
「
神
事
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、こ

れ
ま
で
催
さ
れ
て
き
た
重
要
儀
礼
で
あ
っ
た（

（2
（

。［『
同
』【
表
】
136
］
か
ら
、
舞
楽
四
箇

度
法
要
を
採
る
音
楽
的
側
面
の
強
い
儀
礼
の
一
切
経
会
に
お
い
て
、そ
の
舞
楽
が
、九

条
頼
経
の
意
志
に
よ
っ
て
摂
関
家
法
会
に
近
似
す
る
形
式
で
威
儀
を
整
え
ら
れ
た
と

い
う
状
況
が
想
像
さ
れ
る（

（2
（

。
頼
経
期
に
は
幕
府
小
侍
所
も
開
設
さ
れ
、
各
番
の
人
員

に
は
「
毎
番
堪
諸
事
芸
能
之
者
一
人
、
必
被
加
之
、
手
跡
・
弓
馬
・
蹴
鞠
・
管
弦
・
郢

曲
以
下
事
云
々
、
諸
人
随
其
志
可
始
如
此
一
芸
之
由
被
仰
下
、
是
於
時
依
可
有
御
要

也
」［『
同
』【
表
】
154
］
と
、
芸
能
に
通
暁
し
た
人
材
が
充
て
ら
れ
る
な
ど
、
頼
経
の

意
向
に
よ
っ
て
彼
を
囲
繞
す
る
文
化
的
環
境
が
高
度
に
整
え
ら
れ
て
い
く
。

　

二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
公
武
関
係
の
な
か
で
頼
経
の
父
道
家
が
朝
廷
政
治
を
主

導
し
て
い
た
こ
と
も
幕
府
が
楽
人
を
呼
び
込
む
上
で
大
き
く
作
用
し
た
。
か
つ
て
源

頼
朝
期
に
行
わ
れ
た
京
都
楽
人
の
積
極
的
な
招
請
は
、「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容
政

策
と
呼
べ
る
ほ
ど
、
鎌
倉
の
音
楽
文
化
形
成
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た（

（2
（

。
だ

が
、
頼
家
・
実
朝
期
に
な
る
と
、
頼
朝
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
楽
人
招
請
の
事
例
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
結
果
京
都
音
楽
界
と
の
関
係
が
希
薄
化
す
る
と
い
う
影
響
を

蒙
っ
た
。
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
執
権
北
条
泰
時
が
開
始
し
た
被
官
人
へ
の
秘

曲
伝
授
を
目
的
と
し
た
上
洛
命
令
は
［『
同
』【
表
】
127
］、
再
び
幕
府
が
楽
人
に
よ
る

音
楽
教
習
を
再
開
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
嘉
禎
元
年（
一
二
三
五
）の

「
舞
人
多
好
氏
在
鎌
倉
之
処
、
可
令
帰
洛
之
旨
、
自
殿

（
九
条
道
家
）

下
被
申
之
間
、
所
被
差
進
也
、

則
将

（
九
条
頼
経
）

軍
染
御
自
筆
、
令
申
御
請
文
給
、
又
御
馬
一
疋
〈
白
鹿
毛
〉
賜
好
氏
、
両
三
年

一
度
、
放
生
会
之
時
可
参
仕
之
由
、
以
木
工
権
頭
被
仰
含
好
氏
云
々
」［『
同
』【
表
】

140
］
と
の
記
事
に
よ
る
と
、
前
段
か
ら
幕
府
は
楽
人
派
遣
に
つ
い
て
京
都
と
連
絡
調

整
を
重
ね
［『
同
』【
表
】
139
］、
鶴
岡
放
生
会
舞
楽
に
招
請
さ
れ
た
楽
人
多
好
氏
は
九

条
道
家
の
意
向
に
よ
り
帰
洛
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
楽
人
派
遣
の
主
体
は
道

家
で
あ
ろ
う
。
こ
の
多
好
氏
は
先
の
中
原
氏
の
よ
う
に
鎌
倉
に
定
着
し
た
楽
人
で
は

な
く
、
一
時
的
に
下
向
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
頼
経
は
彼
に
二
・
三
年
に
一
度
の

頻
度
で
下
向
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
一
時
途
絶
し
て
い
た
「
楽
人
招
請

型
」
音
楽
受
容
政
策
が
頼
経
期
に
復
活
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
連
の
交
渉
に
九
条
道

家
と
頼
経
と
の
直
接
的
な
や
り
と
り
は
窺
え
な
い
が
、［『
同
』【
表
】
136
］
の
事
例
を

踏
ま
え
る
に
、
楽
人
派
遣
に
対
す
る
頼
経
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
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こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
三
つ
目
の
理
由
に
、
都
市
鎌
倉
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
執
権
北
条
泰

時
就
任
当
初
の
政
治
的
な
不
安
定
性
を
克
服
す
る
た
め
、
鎌
倉
で
は
急
速
な
都
市
整

備
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た（

（2
（

。
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
に
幕
府
は
鎌
倉
街
区
の
整
備

に
着
手
し
、
京
都
の
町
割
制
度
で
あ
る
丈
尺
制
を
導
入
す
る
。
ま
た
泰
時
は
将
軍
御

所
を
若
宮
大
路
周
辺
へ
移
転
さ
せ
、
泰
時
邸
宅
の
隣
に
置
い
て
い
る
。
泰
時
は
将
軍

権
力
を
自
身
の
邸
宅
に
抱
え
込
む
こ
と
で
自
身
の
政
治
的
地
位
の
安
定
化
を
目
指

し
、
都
市
鎌
倉
は
執
権
北
条
泰
時
の
時
期
に
急
速
に
整
備
さ
れ
た
と
い
う
。
貿
易
陶

磁
器
の
出
土
も
こ
の
時
期
か
ら
急
増
し
、
鎌
倉
に
流
入
す
る
人
・
モ
ノ
の
動
き
に
対

応
す
る
た
め
に
町
場
の
整
備
が
進
展
し
た
。
発
展
す
る
中
世
都
市
鎌
倉
に
お
い
て
、

【
史
料
1
】
傍
線
部
②
の
「
め
ぐ
み
柳
下
に
ゑ
て
、
と
と
の
ふ
る
に
子
貢
よ
り
も
は
な

は
だ
し
」
の
ご
と
く
様
々
な
人
材
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
実
際
、

承
久
の
乱
後
に
鎌
倉
幕
府
が
身
分
上
昇
の
た
め
の
一
権
門
と
認
識
さ
れ
、
多
く
の
陰

陽
師
が
下
向
し
鎌
倉
陰
陽
師
を
形
成
し
て
い
っ
た（

（2
（

。
京
都
楽
人
た
ち
が
新
天
地
と
し

て
鎌
倉
を
選
択
肢
と
す
る
に
は
十
分
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
鎌
倉
幕
府
側
の
事
情
と
し
て
、
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
下
向
に
伴
う
文
化
環

境
の
整
備
や
九
条
道
家
政
権
誕
生
に
よ
る
公
武
連
携
と
「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容

政
策
の
復
活
、
さ
ら
に
執
権
北
条
泰
時
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
都
市
鎌
倉
の
整
備
事

業
と
人
材
登
用
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
京
─
鎌
倉
双
方
の
事
情
が
合
わ
さ
っ
て
、
鎌
倉
へ
定
着
す
る
地
下
楽
人

中
原
一
族
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。【
史
料
1
】
傍
線
部
③
に
中
原
景
安
と
別

離
し
た
藤
原
孝
時
が
、
一
年
後
に
鎌
倉
へ
下
っ
て
再
会
し
た
際
、「
正
道
が
高
麗
に
い

た
り
て
八
座
の
営
に
ほ
こ
り
け
る
た
め
し
、
か
く
や
と
お
ぼ
え
侍
り
き
」
と
、
か
つ

て
異
国
の
地
高
麗
で
参
議
ま
で
昇
進
し
た
橘
正
道
の
例
に
擬
え
、
旧
友
の
栄
達
ぶ
り

に
感
嘆
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
下
向
後
の
景
安
は
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
に
幕

府
の
命
に
よ
っ
て
鶴
岡
楽
人
大
江
久
康
へ
神
楽
の
秘
曲
伝
授
を
行
い
［『
同
』【
表
】

145
・
146
］、
ま
た
光
氏
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
将
軍
御
所
で
賀
殿
を
奏
し
て
褒

賞
さ
れ
［『
同
』【
表
】
183
］、
同
三
年
に
は
鶴
岡
舞
楽
院
へ
弁
才
天
坐
像
を
奉
納
す
る

な
ど
［「
弁
才
天
坐
像
・
像
底
銘
文
」【
表
】
185
］、
鶴
岡
楽
所
楽
人
の
な
か
で
も
主
導

的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
た
光
氏
は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の

鶴
岡
遷
宮
で
催
さ
れ
た
御
神
楽
で
秘
曲
の
宮
人
曲
を
奏
し
て
い
る
［「
弘
安
四
年
鶴
岡

八
幡
遷
宮
記
」【
表
】
171
］（

（2
（

。
以
後
、
中
原
氏
は
鎌
倉
を
活
動
基
盤
と
し
な
が
ら
、
地

下
楽
家
と
し
て
の
家
を
形
成
し
て
い
く
。

三　
「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
と
鎌
倉
楽
人

（
1
）
地
下
楽
家
多
氏
・
狛
氏
・
豊
原
氏
た
ち
の
鎌
倉
下
向

　

承
久
の
乱
以
降
の
地
下
楽
人
た
ち
の
様
子
は
、
次
に
掲
げ
る
『
文
机
談
』
が
克
明

に
伝
え
て
い
る
。

　
【
史
料
2
】『
文
机
談
』
巻
第
四
「
可
求
礼
楽
事
」

わ
づ
か
に
地
下
の
楽
人
舞
人
と
て
、
多
氏
・
狛
氏
・
太
神
・
戸
部
氏
・
豊
原
、
こ

の
四
五
家
の
と
も
が
ら
の
み
踵
ろ
つ
ぎ
あ
な
う
ら
を
ひ
や
し
て
朝
儀
を
か
ざ
る

と
い
へ
ど
も
、
賞
は
ま
れ
に
罰
は
き
び
し
け
れ
ば
、
つ
い
に
関
を
い
づ
る
と
も

が
ら
の
み
あ
り
、
み
ち
に
は
重
代
な
し
、
か
し
こ
け
れ
ば
こ
れ
を
と
り
、
を
ろ

か
な
れ
ば
こ
れ
を
す
つ
、
こ
れ
、
隆
円
が
吐
く
所
の
荒
言
に
あ
ら
ず
、
孔
子
老

子
の
教
へ
也
、
帝
道
の
善
政
は
い
や
し
き
を
も
な
ほ
す
て
給
は
ず
、
い
は
む
や

老
子
の
金
言
な
れ
ば
、
い
か
で
か
瓦
礫
に
報
ぜ
ん
や
、

　
【
史
料
2
】
傍
線
部
に
は
、
重
代
楽
家
の
多
氏
・
狛
氏
・
大
神
氏
・
戸
部
氏
・
豊
原

氏
だ
け
が
踵
を
接
す
る
ほ
ど
に
競
合
し
、
足
裏
が
凍
て
つ
く
ま
で
練
習
に
励
み
朝
廷

の
儀
礼
を
飾
る
も
、
褒
賞
の
機
会
は
稀
で
罰
ば
か
り
が
厳
し
く
、
つ
い
に
は
鎌
倉
へ

出
て
行
っ
て
し
ま
う
楽
人
ば
か
り
だ
と
い
う
（
な
お
、『
文
机
談
』
で
は
傍
線
部
以
降
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で
後
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
か
る
楽
人
た
ち
の
動
向
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
）。
例

え
ば
承
久
の
乱
後
の
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）、「
楽
人
補
任
」
で
は
大
神
政
茂
が
「
備

中
国
下
向
了
」
と
あ
り
、
翌
年
に
「
備
前
国
下
住
了
」
と
記
す
。
大
内
楽
所
か
ら
離

脱
す
る
楽
人
の
存
在
が
窺
え
よ
う
。

　

前
章
で
見
た
ご
と
く
、
新
た
な
活
躍
の
場
と
し
て
都
市
鎌
倉
が
整
備
さ
れ
急
浮
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
承
久
の
乱
直
後
に
下
向
し
た
非
重
代
の
地
下
楽
人
中
原
一
族
に

続
き
、
以
後
は
重
代
楽
家
の
一
族
の
中
か
ら
も
鎌
倉
下
向
す
る
楽
人
が
多
数
み
え
る

よ
う
に
な
る（

（2
（

。
各
楽
家
の
動
向
に
つ
い
て
【
系
図
】「
鎌
倉
楽
人
関
係
略
系
図
」
を
参

照
し
な
が
ら
概
観
す
る
。

［
地
下
楽
家
多
氏
］

　
「
楽
家
系
図
」
に
よ
る
と
、
多
一
族
の
久
光
の
註
記
に
「
関
東
一
者
」、
子
息
の
久

方
に
「
同
住
関
東
」
と
あ
る
。
ま
た
「
多
氏
系
図
」『
體
源
鈔
』
に
は
久
光
─
久
方
─

久
教
─
久
有
の
系
譜
に
註
記
「
住
関
東
」
と
記
す
た
め
、
久
光
系
統
の
地
下
楽
家
多

氏
が
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
ら
一
族
は
、
鎌
倉
幕
府
草
創
以

来
か
ら
鶴
岡
八
幡
宮
寺
で
の
神
楽
実
施
に
協
力
し
て
き
た
多
好
方
や
景
節
［『
吾
妻

鏡
』【
表
】
42
～
47
］、
あ
る
い
は
好
節
・
好
継
・
好
氏
［『
同
』【
表
】
139
・
140
・
142
］

と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
。
久
光
は
、『
體
源
鈔
』
に
よ
れ
ば
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）

に
四
二
才
で
死
去
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
出
生
は
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
に
な
ろ

う
か
。「
楽
人
補
任
」
で
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
左
衛
門
志
へ
任
じ
ら
れ
、
以

後
は
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
兵
衛
尉
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
右
近
将
監

と
い
っ
た
変
遷
を
辿
る
が
、
鎌
倉
下
向
に
関
す
る
記
述
は
認
め
ら
れ
ず
、
正
確
な
下

向
時
期
は
詳
ら
か
で
な
い
。

　

た
だ
し
、
多
く
の
鎌
倉
楽
人
が
参
加
し
た
弘
安
四
年
の
鶴
岡
遷
宮
の
際
に
は
（
詳

細
は
後
述
）、
多
久
光
・
久
方
父
子
が
右
舞
人
と
し
て
参
列
し
、
久
光
は
中
原
光
氏
と

と
も
に
一
曲
を
奏
じ
て
い
る
［「
弘
安
四
年
鶴
岡
八
幡
遷
宮
記
」【
表
】
189
（
以
下
『
遷

宮
記
』
と
略
記
）］。
ま
た
「
弘
安
四
年
鶴
岡
八
幡
遷
宮
記
」
や
同
遷
宮
の
関
連
史
料

と
み
ら
れ
る
「
舞
楽
楽
人
目
録
」
に
は
、
久
光
が
舞
楽
白
濱
を
、
さ
ら
に
右
方
舞
の

貴
徳
を
舞
っ
て
、
番
舞
に
は
左
方
舞
の
散
手
を
中
原
光
氏
が
舞
っ
て
い
る
［「
舞
楽
楽

人
目
録
」【
表
】
188
］。
光
氏
は
当
該
期
の
鎌
倉
音
楽
界
を
主
導
し
た
人
物
で
も
あ
り
、

両
者
が
左
方
舞
・
右
方
舞
を
務
め
て
い
る
こ
と
は
、
久
光
が
彼
と
比
肩
し
う
る
存
在

と
し
て
鎌
倉
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
ろ
う（

（2
（

。
ま
た
同
遷
宮
で

の
御
神
楽
で
は
、
久
光
・
光
上
（
光
氏
子
息
）
と
も
に
秘
曲
宮
人
曲
を
奏
じ
、
勧
賞

さ
れ
て
い
る
（
宮
人
曲
は
「
依
為
神
楽
第
一
之
秘
事
、
天
下
無
双
之
秘
曲
」
と
さ
れ

る
［『
遷
宮
記
』【
表
】
189
］）。

［
地
下
楽
家
狛
氏
］

　

続
い
て
狛
一
族
に
目
を
移
す
と
、「
楽
家
系
図
」
に
は
複
数
の
人
物
に
「
住
関
東
」

と
い
っ
た
註
記
が
み
え
る（

（2
（

。
な
か
で
も
近
時
の
系
統
は
、
時
葛
─
行
葛
が
鎌
倉
に
定

着
し
た
こ
と
が
分
か
り
、
さ
ら
に
『
體
源
鈔
』「
狛
系
図
」
で
は
、
同
系
統
は
時
葛
の

子
時
真
─
真
興
─
栄
音
へ
と
「
関
東
」
の
註
記
を
付
す
。
時
葛
系
統
の
地
下
楽
家
狛

氏
が
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
時
葛
は
『
體
源
鈔
』「
狛
系
図
」
に
よ

る
と
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
に
七
三
・
七
二
才
と
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
、
そ
の
出

生
は
嘉
禄
二
・
三
年
（
一
二
二
六
・
一
二
二
七
）
頃
と
な
ろ
う
か
。「
楽
人
補
任
」
で

は
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
左
衛
門
志
へ
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
に
右
兵
衛

尉
へ
と
任
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
正
確
な
鎌
倉
下
向
時
期
は
未
詳
で
あ

る
。
他
方
、狛
近
直
（
後
に
「
近
政
」
へ
改
名
（「
楽
家
系
図
」））
に
も
「
楽
家
系
図
」

に
「
住
関
東
」
と
あ
る
。
同
系
図
に
み
え
る
近
直
の
父
近
康
に
つ
い
て
、「
楽
人
補
任
」

に
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
「
于
時
住
関
東
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
に
鎌
倉

下
向
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（3
（

。
そ
の
他
、『
體
源
鈔
』「
狛
系
図
」
に
は
狛

季
長
（
季
永
）
の
子
の
時
光
・
時
真
も
「
住
関
東
」
と
あ
っ
て
、
ま
た
『
體
源
鈔
』
で

は
狛
行
近
系
統
の
高
近
と
子
季
近
に
も
「
住
関
東
」
と
あ
り
彼
ら
も
鎌
倉
へ
下
向
し

【
系
図
】
鎌
倉
楽
人
関
係
略
系
図

資
忠

多
氏 有

安

近
方

忠
方

宗
安

近
久

好
方

忠
節

貞
安

光
氏

節
近

好
節

景
節

光
上

久
方

久
行

好
氏

朝
景

忠
久

行
上

久
教

久
資

好
世

盛
朝

時
久

景
安

光
主

光
世

時
上

宣
上

久
有

久
光

好
久

久
朝

藤
久

嘉
禄
二
年
被
召
下
関
東

為
右
舞
人
一
者

寛
喜
二
年
兼
左
方
一
者

順
徳
院
御
宇
楽
所
寄
人

後
鳥
羽
院
御
宇
北
面
所
司

出
家
法
名
鉦
定

天
福
元
年
依
将
軍
仰
養
之

猶
子
実
中
原
景
安
子

住
関
東

関
東

元
康
上

関
東

住
関

東
右
大
将
家
御
時
下
向
関
東
建
久
九
賜
星
川

弘
安
五
死
廿
九

為
養
子

将
監
中
原
景
安

関
東
一
者

住
関
東

住
関
東

住
関
東

中
原
氏

景
安
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【
系
図
】
鎌
倉
楽
人
関
係
略
系
図

資
忠

多
氏 有

安

近
方

忠
方

宗
安

近
久

好
方

忠
節

貞
安

光
氏

節
近

好
節

景
節

光
上

久
方

久
行

好
氏

朝
景

忠
久

行
上

久
教

久
資

好
世

盛
朝

時
久

景
安

光
主

光
世

時
上

宣
上

久
有

久
光

好
久

久
朝

藤
久

嘉
禄
二
年
被
召
下
関
東

為
右
舞
人
一
者

寛
喜
二
年
兼
左
方
一
者

順
徳
院
御
宇
楽
所
寄
人

後
鳥
羽
院
御
宇
北
面
所
司

出
家
法
名
鉦
定

天
福
元
年
依
将
軍
仰
養
之

猶
子
実
中
原
景
安
子

住
関
東

関
東

元
康
上

関
東

住
関
東
右
大
将
家
御
時
下
向
関
東
建
久
九
賜
星
川

弘
安
五
死
廿
九

為
養
子

将
監
中
原
景
安

関
東
一
者

住
関
東

住
関
東

住
関
東

中
原
氏

景
安
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則
高

狛
氏

高
季

光
則

行
貞

季
永

時
成

光
季

行
高

則
助

光
行

時
光

時
真

景
安

近
時

光
貞

行
則

光
助

盛
光

貞
光

祐
光

光
氏

時
葛

光
時

則
近

季
真

行
近

光
行

春
光

時
真

行
葛

光
近

宗
近

近
家

高
近

光
直

近
政 

？

真
興

朝
真

光
真

近
康

重
近

季
近

栄
音

近
真

近
政

季
高

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

于
時
住
関
東

住
関
東

猶
子
也

本
名
近
直

近
真
猶
子

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東
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季
正

安
倍
氏

惟
季

大
神
氏

時
光

季
遠

基
政

公
里

季
国

基
賢

公
茂

季
茂

季
忠

宗
賢

光
元

季
俊

季
俊

景
賢

式
賢

公
直

公
秀

季
氏

景
基

定
賢

公
広

秋
秀

景
貞

高
賢

公
氏

有
秀

季
秀

員
秋

於
関
東
死
去
七
十
三

住
関
東

建
長
五
二
二
死
七
十
一

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

豊
原
氏

【
凡
例
】

・
系
譜
関
係
、註
記
は
「
楽
家
系
図
」『
體
源
鈔
』「
楽
人
補
任
」（
芝
則
行
系
統
本
）
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、適
宜
「
楽
所
系
図
」「
狛
系
図
」
等
で
補
っ
た
。

史
料
に
み
え
る
「
住
」
を
「
任
」
と
す
る
誤
記
は
す
べ
て
作
成
者
側
で
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
「
住
関
東
」
と
あ
る
の
を
史
料
内
で
「
同
」
と
略
記
し

て
い
る
場
合
は
、
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
前
者
の
表
記
を
採
っ
て
い
る
。

・

　
　
　は
猶
子
関
係
を
示
す
。

・
景
安
は
諸
史
料
で
鎌
倉
下
向
の
註
記
が
分
か
る
楽
人
を
示
す
。

・
光
氏
は
弘
安
四
年
の
鶴
岡
八
幡
宮
寺
遷
宮
の
式
次
第
に
登
場
す
る
楽
人
を
示
す
。

則
高

狛
氏

高
季

光
則

行
貞

季
永

時
成

光
季

行
高

則
助

光
行

時
光

時
真

景
安

近
時

光
貞

行
則

光
助

盛
光

貞
光

祐
光

光
氏

時
葛

光
時

則
近

季
真

行
近

光
行

春
光

時
真

行
葛

光
近

宗
近

近
家

高
近

光
直

近
政 

？

真
興

朝
真

光
真

近
康

重
近

季
近

栄
音

近
真

近
政

季
高

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

于
時
住
関
東

住
関
東

猶
子
也

本
名
近
直

近
真
猶
子

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東

住
関
東
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た
こ
と
が
分
か
る
。

　
［【
表
】
189
］「
遷
宮
記
」
に
よ
る
と
、
弘
安
四
年
の
鶴
岡
遷
宮
の
舞
楽
で
左
方
舞
の

笛
を
先
述
の
狛
近
直
（「
近
政
」）
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
同
遷
宮
の
御
神
楽
で
「
右

兵
衛
尉
時
葛
〈
篳
篥
〉」
と
あ
り
、
狛
時
葛
が
篳
篥
を
奏
じ
て
い
る
。
そ
の
他
、
狛
季

長
（
季
永
）
の
系
統
に
属
す
時
真
の
子
祐
光
（
諸
系
図
で
「
住
関
東
」
と
い
っ
た
註

記
は
み
え
な
い
）
も
左
方
舞
人
「
左
近
将
監
祐
光
」
や
御
神
楽
「
万
歳
楽
」
の
舞
人

と
し
て
、
ま
た
狛
行
近
系
統
の
高
近
─
季
近
に
連
な
る
近
家
と
子
重
近
（
彼
ら
も
諸

系
図
で
「
住
関
東
」
の
註
記
は
み
え
な
い
）
も
舞
人
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
建
長

六
年
に
父
近
康
が
鎌
倉
下
向
を
果
た
し
て
い
る
近
直
（「
近
政
」）
の
事
例
は
別
と
し

て
、
少
な
く
と
も
弘
安
四
年
鶴
岡
遷
宮
ま
で
の
時
期
に
は
、
狛
時
葛
や
祐
光
・
近
家
・

重
近
が
鎌
倉
に
下
向
し
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。

［
地
下
楽
家
豊
原
氏
］

　

笙
の
家
柄
で
あ
る
地
下
楽
家
豊
原
氏
は
、「
楽
家
系
図
」
に
よ
る
と
公
直
─
公
広
─

公
氏
─
員
秋
の
系
統
と
、
公
直
と
兄
弟
に
あ
た
る
公
秀
を
起
点
と
す
る
系
統
に
属
す

有
秀
に
「
住
関
東
」
と
の
註
記
が
確
認
で
き
る
。『
體
源
鈔
』
は
公
直
に
「
於
関
東
死

去
七
十
三
」
と
、公
広
に
「
住
関
東
、建
長
五
二
二
死
七
十
一
」
と
記
す
。［【
表
】
189
］

「
遷
宮
記
」
に
は
、
左
方
楽
人
と
し
て
「
豊
原
公
氏
」「
豊
原
季
秀
」
が
笙
を
奏
じ
て

い
る
。
後
者
の
季
秀
は
先
の
「
楽
家
系
図
」
に
見
え
る
公
秀
系
統
に
連
な
る
有
秀
の

兄
弟
と
し
て
名
が
登
場
す
る
が
、
鎌
倉
に
下
向
し
た
と
い
う
註
記
は
な
い
。「
楽
家
系

図
」
等
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
地
下
楽
家
豊
原

氏
か
ら
は
公
直
系
統
に
連
な
る
一
族
と
、
公
秀
系
統
の
う
ち
の
季
秀
・
有
秀
の
一
族

が
鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
の
他
の
地
下
楽
家
と
し
て
は
、
笛
の
家
柄
で
あ
る
地
下
楽
家
大
神
氏
か
ら
は
、

「
楽
所
系
図
」
の
記
載
に
大
神
高
賢
も
「
住
関
東
」
と
の
註
記
が
み
え（

（3
（

、
系
譜
関
係
は

未
詳
な
が
ら
［【
表
】
189
］「
遷
宮
記
」
に
は
左
方
楽
人
と
し
て
「
宮
内
丞
大
神
泰
景
」

が
笛
を
奏
す
。
同
じ
く
笛
の
家
柄
の
地
下
楽
家
安
倍
氏
は
、『
體
源
鈔
』
の
安
倍
季
忠

の
註
記
に
「
住
関
東
」
と
あ
る
。

　

右
で
取
り
上
げ
た
多
氏
・
狛
氏
・
豊
原
氏
・
大
神
氏
・
安
倍
氏
の
事
例
を
踏
ま
え

る
に
、
承
久
の
乱
以
降
の
鎌
倉
中
後
期
、
京
都
出
身
の
重
代
地
下
楽
家
の
系
統
の
う

ち
、
鎌
倉
へ
下
向
を
果
た
し
鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
着
す
る
一
族
が
多
数
見
出
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
鎌
倉
中
後
期
に
至
り
、都
市
鎌
倉
は
成
熟
し
、京

都
で
立
身
出
世
を
果
た
せ
な
く
な
っ
た
人
々
の
新
天
地
と
し
て
よ
り
存
在
感
を
増
し

て
い
き
、
活
躍
の
場
を
提
供
し
て
い
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま

で
陰
陽
師
や
僧
侶
た
ち
の
鎌
倉
流
入
事
例
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
か
つ
て
兼
好
法

師
が
『
徒
然
草
』（
鎌
倉
末
期
成
立
）
の
な
か
で
、「
吾
妻
の
人
の
都
の
人
に
交
り
、都

の
人
の
吾
妻
に
行
き
て
身
を
た
て
、
又
、
本
寺
・
本
山
を
離
れ
ぬ
る
顕
密
の
僧
、
す

べ
て
我
が
俗
に
あ
ら
ず
し
て
人
に
交
れ
る
、
見
ぐ
る
し
」（
第
一
六
五
段（

（3
（

）
と
記
す
の

は
、
楽
人
た
ち
の
下
向
状
況
も
含
め
た
、
立
身
出
世
の
た
め
の
京
─
鎌
倉
間
に
跨
が

っ
て
移
動
す
る
人
々
の
姿
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
地
下
楽
人
た
ち
の
鎌
倉
下

向
の
結
果
、
鎌
倉
に
は
大
勢
の
京
都
出
身
の
楽
人
が
定
着
し
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
2
）
鎌
倉
楽
人
編
成
の
到
達
点

　

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
一
一
月
一
四
日
、「
上
下
宮
炎
上
」（『
鶴
岡
社
務
記
録
』）

と
鶴
岡
八
幡
宮
寺
が
失
火
に
よ
り
焼
亡
す
る
。
翌
年
に
は
再
建
さ
れ
、
同
年
四
月
二

六
日
に
八
幡
宮
寺
の
上
棟
を
、
一
一
月
二
九
日
に
復
興
さ
れ
た
神
殿
へ
の
遷
宮
の
儀

が
執
り
行
わ
れ
た
。
遷
宮
で
は
舞
楽
・
御
神
楽
も
行
わ
れ
、
儀
式
に
従
事
し
た
多
く

の
楽
人
が
見
出
せ
る
。
以
下
に
楽
人
た
ち
が
登
場
す
る
式
次
第
を
抜
粋
し
て
掲
げ
る
。

　
【
史
料
3
】「
弘
安
四
年
鶴
岡
八
幡
遷
宮
記（

（3
（

」［【
表
】
189
］

　
　

此
間
、
楽
人
奏
楽
還
城
楽
、

次
行
列
次
第 
路
次
自
中
回
廊
西
造
合
出
御
、

経
庭
上
自
中
門
入
御
、　　



− 21 −

鎌倉幕府の音楽と地下楽人

先
王
舞 

役
人
、

神
主
、　

次
師
子
狛
犬 

二
行
、
役

人
如
常
、　

次
楽
人
廿
人 

二
行
左
右
、

　
　

左
方

鉦
鼓 

左
近
府
生

狛
光
永
、

大
鼓 

内
舎
人
中

原
光
綱
、

笛 
右
衛
門
志
狛
近
直
、

宮
内
丞
大
神
泰
景
、

篳
篥 

狛
光
頼
、

　
　
　

笙 

豊
原
公
氏
、

豊
原
季
秀
、

楷
鼓 

狛
貞
久
、

　
　

鞨
鼓 

狛
光
益
、

　

　
　

右
方

鉦
鼓 

中
原
光
方
、

　
　
　

　

大
鼓 
左
衛
門
尉

紀
資
継
、

笛 

紀
康
□　

中
務
丞
歟
、　

篳
篥 
狛
光
濱
、

　

笙 

中
原
忠
光
、　　

左
近
将
監
光
公
、　

三
鼓 

左
衛
門
尉
盛
朝
、

左
兵
衛
尉
光
世
、

次
舞
人 

二
行
、

　

左 

左
近
将
監
重
近
、　　
　
　

右
兵
衛
尉
時
高
、
遅
参
、　

左
近
将
監
祐
光
、

左
近
将
監
光
上
、

　

 

兵
衛
尉
光
上
、
但
遅
参
、

左
近
大
夫
将
監
光
氏
、

右 

藤
原
久
藤
、　　

左
兵
衛
尉
季
員
、　

左
兵
衛
尉
近
家
、

右
衛
門
志
久
方
、

　

 

左
兵
衛
尉
忠
氏
、
左
近
将
監
資
康
、

右
近
将
監
久
光
、　　
　
　
　
　

御
行
之
間
、
於
中
門
并
楼
門
内
、
光
氏
・
久
光
等
奏
一
曲
、
打
奚
婁
一
鼓

娑
婆
、

（
中
略
）

次
於
上
宮
奏
舞
、

　
　

左

万
歳
楽 

光
武
、
光
上
、

祐
光
、
重
近
、　

散
手 

光
氏
、

　

　

陵
王 

光
上
、

　

　
　

右

地
久 

久
光
、
久
方
、

近
家
、
久
藤
、　

貴
徳 

久
光
、

　

　

納
蘇
利 

忠
氏
、

近
家
、

（
中
略
）

次
戌
剋
御
神
楽 

如
常
、

　

　
　

陪
従
十
四
人 

各
禄
、
御
馬
一
疋
、

腰
差
絹
一
疋　

、

　

本
方

藤
原
孝
経 

和
琴
、

　

　
　

右
近
将
監
久
光 

拍
子
、

　

左
衛
門
尉
盛
朝 

笛
、　

中
務
丞
光
智 

笛
、

右
近
将
監
盛
光 

付
哥
、

　

右
衛
門
志
久
方 

付
哥
、

　

惟
宗
資
光 

付
哥
、

　

　

末
方

左
近
大
夫
将
監
光
氏 

加
陪
従
、

　
　

左
近
将
監
光
上 

人
長
、

　

右
兵
衛
尉
時
葛 

篳
篥
、

　

　
　

右
近
将
監
時
久 

拍
子
、

　

左
衛
門
尉
資
継 

篳
篥
、

　

　
　

惟
宗
泰
忠 

付
哥
、

　

惟
宗
長
氏 

付
哥
、

　

　

八
乙
女
八
人 

各
腰
差
絹
四
丈
、

　
　
　
　

今
度
任
先
例
、
有
宮
人
曲
、
臨
期
自
御
代
官
被
立
御
使 

供
奉

人
、 

可
奏
宮
人
曲
、
本
拍

子
久
光
、
末
拍
子
光
上
可
勤
仕
之
由
、
被
仰
含
之
、
曲
畢
之
後
、
召
久
光
并
光

上
有
禄 

色
々
衣
一
領
、

役
人
供
奉
人
、 

抑
於
宮
人
曲
者
、
依
為
神
楽
第
一
之
秘
事
、
天
下
無
双
之
秘
曲
、

於
公
家
被
行
其
節
之
時
、
必
被
仰
下
勧
賞
者
也
、
諸
社
遷
宮
厳
重
御
祈
之
時
被

哥
之
、
依
之
建
久
当
社
御
鎮
座
之
時
、
被
召
下
多
好
方
・
好
節
等
哥
之
、
宛
給

一
村
地
頭
職
畢
、
建
長
御
修
理
之
時
、
光
氏
哥
之
、
今
度
彼
好
方
五
代
之
孫
右

兵
衛
尉
好
久
又
参
上
、
雖
申
入
子
細
、
久
光
・
光
上
等
重
代
相
伝
之
、
依
旧
労

奉
公
、
被
仰
付
之
畢
、

　
【
史
料
3
】
に
登
場
す
る
楽
人
を
通
覧
す
る
に
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
京
都
出
身
の

地
下
楽
家
出
身
の
人
材
が
目
立
つ
（
以
下
【
系
図
】
参
照
）。
す
で
に
み
た
非
重
代
地

下
楽
家
の
中
原
一
族
に
つ
い
て
は
、「
楽
家
系
図
」『
體
源
鈔
』「
狛
系
図
」
に
登
場
し

鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
着
し
た
光
氏
・
光
上
や
、「
住
関
東
」
と
い
っ
た
註
記
は
な
い
も

の
の
光
上
の
孫
光
世
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
諸
系
図
で
は
見
出
せ
な
い
な
が
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ら
も
、
中
原
を
名
字
と
す
る
光
綱
・
光
方
・
光
公
と
い
っ
た
中
原
一
族
と
思
し
き
楽

人
も
認
め
ら
れ
、
京
都
で
不
遇
だ
っ
た
中
原
一
族
が
鎌
倉
楽
人
と
し
て
の
地
位
を
築

い
た
様
子
が
理
解
さ
れ
る（

（3
（

。
重
代
地
下
楽
家
の
家
柄
で
は
狛
一
族
が
多
く
参
加
し
て

お
り
、
諸
系
図
に
登
場
す
る
狛
近
直
（「
近
政
」）・
近
家
・
重
近
・
時
葛
・
祐
光
・
光

行
（［「
舞
楽
楽
人
目
録
」【
表
】
188
］
の
み
登
場
）
を
筆
頭
に
、
諸
系
図
に
登
場
し
な

い
狛
を
名
字
と
す
る
光
永
・
光
頼
・
貞
久
・
光
濱
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
狛
一
族

の
な
か
に
は
野
田
流
や
辻
流
の
分
派
も
お
り
、諸
系
図
で
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、右

舞
人
を
勤
め
る
「
左
兵
衛
尉
季
員
」
は
、「
舞
楽
楽
人
目
録
」
に
て
「
季
員
〈
野
田
十

郎
兵
衛
尉
〉」
と
あ
る
狛
一
族
の
人
物
で
あ
る
。
次
い
で
、多
一
族
か
ら
は
、多
久
光
・

久
方
や
景
節
系
統
に
連
な
る
盛
朝
が
み
え
、
豊
原
一
族
で
は
公
氏
・
季
秀
、
大
神
一

族
で
は
泰
景
も
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
系
譜
関
係
は
未
詳
な
が
ら
惟
宗
姓
の
資

光
・
泰
忠
・
長
氏
や
紀
姓
の
資
継
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
遷
宮
の
音

楽
儀
礼
で
は
多
く
の
鎌
倉
楽
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

鎌
倉
楽
人
の
な
か
で
も
、
弘
安
度
鶴
岡
遷
宮
で
は
と
り
わ
け
中
原
光
氏
・
光
上
父

子
と
多
久
光
に
重
要
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
舞
楽
で
は
「
於
中
門
并
楼
門
内
、

光
氏
・
久
光
等
奏
一
曲
」
と
二
人
に
よ
る
番
舞
が
奏
さ
れ
た
様
子
も
み
え
、
ま
た
御

神
楽
で
は
鶴
岡
の
神
事
で
あ
り
秘
曲
の
宮
人
曲
を
、
久
光
が
本
拍
子
を
、
光
上
が
末

拍
子
を
勤
仕
し
て
い
る
。
か
つ
て
御
神
楽
秘
曲
の
宮
人
曲
は
、「
楽
人
招
請
型
」
期
の

建
久
度
鶴
岡
遷
宮
で
多
好
方
を
招
請
し
て
催
さ
れ
て
い
た
が
（［『
吾
妻
鏡
』【
表
】

44
］）、「
独
自
編
成
型
」
期
に
な
る
と
建
長
度
鶴
岡
遷
宮
で
は
鎌
倉
楽
人
の
中
原
光
氏

が
（『
同
』【
表
】
171
）、
そ
し
て
こ
の
度
の
弘
安
度
鶴
岡
遷
宮
で
鎌
倉
楽
人
の
中
原
光

上
と
多
久
光
が
舞
う
。
こ
こ
に
鎌
倉
幕
府
は
、
京
都
の
借
り
物
で
は
な
い
自
前
の
楽

人
集
団
を
組
織
し
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
弘
安
度
鶴
岡
遷
宮
で
は
、
鎌
倉
楽
人
だ
け
で
な
く
京
都
か
ら
招
請
さ
れ

た
楽
人
も
一
部
で
認
め
ら
れ
る
。
傍
線
部
を
み
る
に
、
宮
人
曲
を
奏
す
る
に
際
し
て

は
、
か
つ
て
源
頼
朝
が
多
好
方
を
招
請
し
た
先
例
に
擬
い
（［『
同
』【
表
】
42
］）、
好

方
か
ら
五
代
目
の
子
孫
に
あ
た
る
好
久
を
招
請
し
て
い
る（

（3
（

。
鎌
倉
下
向
し
た
好
久
か

ら
何
ら
か
の
難
渋
が
示
さ
れ
る
も
の
の
（「
雖
申
子
細（

（3
（

」）、
鎌
倉
楽
人
の
久
光
・
光
上

は
す
で
に
秘
曲
宮
人
曲
を
重
代
相
伝
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
長
年
幕
府
に
仕
え
て

き
た
功
績
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
彼
ら
二
人
に
宮
人
曲
を
舞
う
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

　

勿
論
、
中
原
光
上
の
父
光
氏
は
「
本
朝
神
楽
博
士
」
で
も
あ
り
（「
石
造
弥
勒
菩
薩

坐
像
銘
文
」【
表
】
194
）、
す
で
に
宮
人
曲
を
奏
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
（『
吾
妻
鏡
』【
表
】
171
）、
当
初
の
多
好
久
に
対
す
る
鎌
倉
招
請
は
、
あ
く
ま
で
も

頼
朝
先
例
（
さ
ら
に
続
く
北
条
泰
時
の
先
例
）
の
再
現
に
、
そ
の
目
的
が
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
（
ゆ
え
に
、
幕
府
は
好
久
か
ら
の
難
渋
を
受
け
て
も
鎌
倉
楽
人
に
よ
る

演
奏
を
強
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
）。「
久
光
・
光
上
等
重
代
相
伝
之
」
と
の
文
言
は
、
宮

人
曲
を
相
伝
し
て
き
た
、
か
か
る
鎌
倉
楽
人
側
の
事
情
を
雄
弁
に
物
語
る
。
そ
う
な

れ
ば
、
秘
曲
伝
授
に
し
て
も
、
種
々
の
音
楽
教
習
の
場
合
に
し
て
も
、
す
で
に
鎌
倉

幕
府
は
独
自
に
創
出
し
た
楽
人
集
団
内
部
で
こ
れ
ら
が
実
施
で
き
る
ま
で
に
成
長
を

遂
げ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
弘
安
度
鶴
岡
遷
宮
に
見
ら
れ
る
鎌
倉
楽
人
の
活
動
に
鑑
み

る
に
、
幕
府
に
よ
る
「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
は
一
つ
の
到
達
点
に
至
っ

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

四　

都
市
鎌
倉
の
音
楽
と
地
域
社
会

（
1
）
鎌
倉
楽
人
間
で
の
音
楽
教
習
・
秘
曲
伝
授

　

都
市
鎌
倉
へ
大
勢
の
地
下
楽
人
た
ち
が
流
入
し
定
着
し
て
い
く
の
に
伴
い
、「
楽
人

招
請
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
の
時
期
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
京
都
楽
人
を
招
請
し
て

鎌
倉
御
家
人
や
大
江
氏
と
い
っ
た
鶴
岡
楽
所
楽
人
に
音
楽
を
教
習
さ
せ
て
い
た
も
の

と
は
異
な
り
、「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
期
は
鎌
倉
楽
人
同
士
、
あ
る
い
は

御
家
人
同
士
で
の
教
習
事
例
が
都
市
鎌
倉
内
部
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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鎌
倉
楽
人
と
し
て
の
地
位
を
築
く
中
原
景
安
は
、
嘉
禄
元
年
・
二
年
頃
に
は
鎌
倉

下
向
を
果
た
す
が
、
彼
は
す
で
に
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
た
地
下
楽
人
多
久
忠
（
忠
久

と
も
）
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
（『
體
源
鈔
』「
多
氏
系
図
」）。
後
に
景
安
は
「
右
舞

人
一
者
」
と
な
る
た
め
（「
楽
家
系
図
」）、
右
舞
の
家
柄
で
あ
る
多
氏
の
舞
楽
を
継
受

し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
久
忠
は
「
右
大
将
家
御
時
下
向
関
東
、建
久
九
賜
星
川
」（『
體

源
鈔
』）
と
あ
り
、
す
で
に
頼
朝
期
に
鎌
倉
へ
定
着
し
た
楽
人
で
あ
っ
た（

（3
（

。
そ
う
な
る

と
、
景
安
が
久
忠
の
猶
子
と
な
っ
て
右
舞
を
継
受
し
た
こ
と
も
、
鎌
倉
の
地
で
鎌
倉

楽
人
同
士
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
景
安
は
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
に

「
兼
左
方
一
者
」
と
註
記
さ
れ
（「
楽
家
系
図
」）、
す
で
に
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
た
左

舞
の
家
柄
で
あ
る
狛
盛
光
か
ら
鎌
倉
の
地
で
教
授
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ

う（
（3
（

。
他
に
、
狛
近
直
（「
近
政
」）
は
「
楽
家
系
図
」
に
お
い
て
近
康
の
子
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
が
（「
楽
家
系
図
」
に
は
「
猶
子
也
」
の
註
記
を
配
す
る
）、『
體
源
鈔
』
で

は
す
で
に
鎌
倉
楽
人
と
な
っ
た
盛
光
の
孫
に
「
近
政
」
が
連
な
る
。
下
向
時
期
を
踏

ま
え
る
に
、
す
で
に
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
る
盛
光
の
子
春
光
の
猶
子
に
、
建
長
六
年

に
下
向
し
て
き
た
近
康
の
子
近
直
（「
近
政
」）
が
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
狛
一
族

内
で
も
楽
統
の
継
承
が
鎌
倉
の
な
か
で
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
鎌
倉
の
地
で
鎌
倉
楽
人
間
で
音
楽
教
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
、

「
独
自
編
成
型
」
期
は
前
代
の
「
楽
人
招
請
型
」
期
と
は
、
質
的
に
大
き
な
変
化
が
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

都
市
鎌
倉
内
部
で
の
音
楽
教
習
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
で
あ

る
。
鶴
岡
で
は
楽
所
の
創
設
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
［『
鶴
岡
社
務
記
録
』【
表
】
44
］、

同
宮
所
属
の
児
童
に
関
し
て
も
童
舞
を
担
う
舞
童
た
ち
が
建
久
四
年（
一
一
九
三
）段

階
で
鎌
倉
御
家
人
等
の
子
弟
が
担
う
よ
う
に
切
り
替
わ
っ
て
お
り
［『
吾
妻
鏡
』【
表
】

54
］、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
で
は
御
家
人
勝
木
宗
則
子
息
が
鶴
岡
舞
童
の
名
手
と

し
て
そ
の
名
が
み
え
る
［『
同
』【
表
】
131
・
132
］。

　

ま
た
、
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
に
祗
候
し
近
習
結
番
一
番
と
な
っ
て
い
た
三
浦
光
村

は
、検
非
違
使
や
九
条
道
家
へ
の
使
者
も
勤
め
る
な
ど
在
京
活
動
を
頻
繁
に
行
い
、優

れ
た
音
楽
家
と
し
て
も
京
都
社
会
で
名
が
通
り
、
琵
琶
西
流
師
範
家
の
藤
原
孝
時
へ

の
師
事
や
鎌
倉
内
で
の
音
楽
活
動
が
認
め
ら
れ
る（

（4
（

。
彼
も
建
保
六
年（
一
二
一
八
）に

「
被
糺
明
去
夜
宮
寺
狼
藉
事
、
是
三
浦
左
衛
門
尉
義
村
子
息
駒
若
丸
〈
光
時（

村
）是
也
〉
為

張
本
云
々
」（『
吾
妻
鏡
』
同
年
九
月
十
四
日
条
）
と
あ
る
鶴
岡
で
の
狼
藉
事
件
を
み

る
に
、
か
つ
て
同
宮
の
稚
児
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
光
村
の
音
楽
的
才
能
を
育
ん

だ
の
は
、
在
京
活
動
以
前
の
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
音
楽
環
境
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
や

が
て
光
村
は
在
京
活
動
を
通
じ
て
京
都
の
音
楽
文
化
を
直
に
触
れ
、
著
名
な
楽
人
と

知
遇
を
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

鶴
岡
で
は
、す
で
に
登
場
し
た
鎌
倉
楽
人
中
原
光
氏
が
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
に

弁
才
天
坐
像
を
同
宮
の
舞
楽
院
に
奉
納
し
て
い
る［「
弁
才
天
坐
像
・
像
底
銘
文
」【
表
】

185
］。
光
氏
は
旧
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
京
都
楽
人
の
多
氏
・
狛
氏
の
楽
統
を
受

け
継
ぐ
楽
人
で
あ
り
、
先
述
し
た
如
く
弘
安
四
年
度
鶴
岡
遷
宮
で
の
役
割
を
み
る
に

鎌
倉
楽
人
と
し
て
当
時
卓
越
し
た
存
在
だ
っ
た
。
さ
ら
に
祖
父
中
原
有
安
の
琵
琶
技

法
も
光
氏
は
継
受
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
彼
が
奉
納
し
た
弁
才
天
坐
像
と
は
、

ま
さ
に
鶴
岡
の
音
楽
神
と
見
做
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
京
都
楽
人
の
妙
音
院
藤

原
師
長
の
流
派
が
、
西
園
寺
家
妙
音
堂
に
あ
る
弁
才
天
坐
像
の
前
で
秘
曲
伝
授
を
し

て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が（

（4
（

、
こ
の
鶴
岡
弁
才
天
坐
像
は
そ
う
し
た
秘
曲
伝
授

の
場
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、妙
音
堂
の
も
の
の
鎌
倉
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鶴

岡
を
取
り
巻
く
音
楽
環
境
が
、
鎌
倉
楽
人
同
士
に
よ
る
通
常
の
音
楽
教
習
や
秘
曲
伝

授
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
鎌
倉
御
家
人
間
で
の
音
楽
教
習
・
秘
曲
伝
授

　

ま
た
左
に
掲
げ
る
「
春
衡
記
」（
西
園
寺
実
兼
家
司
三
善
春
衡
の
日
記
）
で
は
、
琵
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琶
秘
曲
の
「
啄
木
」
が
鎌
倉
御
家
人
鎌
田
行
俊
に
よ
っ
て
都
市
鎌
倉
内
で
他
の
御
家

人
へ
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
る（

（4
（

。

　
【
史
料
4
】「
春
衡
記（

（4
（

」［【
表
】
205
］

範
秀

徳（
一
三
〇
七
）

治
二
年
十
一
月
八
日
、
己
巳
、
晴
、
於
妙
音
堂
有
琵
琶
伝
業
事
、
師
匠
左
兵

衛
尉
孝
章
、
受
者
右
衛
門
少
将
範
秀
也
、
件
範
秀
関号

小
串
六
郎
右
衛
門

東
武
士
也
、
当
時
相（

北
条
貞
時
）

模
入
道

家
人
也
、
年
来
弾
琵
琶
云
々
、
本
師
匠
者
鎌
田
備
後
前
司
行
俊
法
師
云
々
、
件

行
俊
是
又
武
士
也
、
為
法（

孝
時
）深

之
弟
子
、
受
灌
頂
云
々
、
於
関
東
為
当
道
之
人
師

云
々
、
範
秀
属
彼
行
俊
法
師
、
秘
曲
等
悉
習
之
、
但
至
灌
頂
未
遂
、
其
節
行
俊

法
師
他
界
云
々
、
仍
此
事
有
余
猶
之
由
、
多
年
競
望
之
、
以
孝
章
為
師
匠
可
伝

受
之
所
申
請
也
、
又
於
妙
音
堂
遂
此
節
事
、
近
年
不
聞
之
上
、
遠
方
之
形
勢
、
依

難
測
頻
雖
加
斟
酌
、
就
道
之
懇
志
難
黙
止
之
上
、
如
此
武
家
被
管
之
輩
授
道
之

条
、
法
深
以
後
存
先
規
之
間
、
令
許
諾
畢
、（
後
略
）

　
【
史
料
4
】
は
、
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）、
鎌
倉
御
家
人
の
小
串
範
秀
が
琵
琶
西

流
師
範
家
の
藤
原
孝
章
か
ら
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
た
際
の
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
得
宗
北
条
貞
時
の
家
人
、
つ
ま
り
得
宗
被
官
の
小
串
範
秀
が
年
来
琵
琶
を
嗜
ん

で
お
り
、
そ
の
師
匠
は
同
じ
く
鎌
倉
御
家
人
の
鎌
田
行
俊
で
あ
っ
た
と
い
う
。
行
俊

は
琵
琶
西
流
師
範
家
の
藤
原
孝
時
（
孝
章
の
父
）
か
ら
す
で
に
秘
曲
を
受
け
て
お
り（

（4
（

、

「
於
関
東
為
当
道
之
人
師
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
鎌
倉
で
の
琵
琶
の
師
範
と
認
知
さ
れ
て

い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
範
秀
が
行
俊
か
ら
最
秘
曲
で
あ
る
啄
木
を
授
け
ら

れ
る
前
に
行
俊
が
逝
去
し
て
し
ま
い
、
範
秀
は
藤
原
孝
章
を
師
範
と
し
て
啄
木
の
伝

授
を
受
け
る
た
め
、
西
園
寺
実
兼
へ
申
し
入
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
果
、
範
秀

は
妙
音
堂
で
秘
曲
伝
授
を
受
け
る
こ
と
が
叶
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

　

と
く
に
傍
線
部
の
記
述
か
ら
、
御
家
人
鎌
田
行
俊
（「
於
関
東
為
当
道
之
人
師
」
と

評
さ
れ
る
）
が
鎌
倉
に
て
琵
琶
の
教
習
を
日
常
的
に
行
い
、
秘
曲
伝
授
も
実
施
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
記
事
は
、
行
俊
の
死
去
に
伴
い
結
果
的
に
は
妙
音
堂
で
の

伝
授
を
達
成
し
た
事
例
で
は
あ
る
が
、
彼
が
亡
く
な
る
以
前
で
は
、
鎌
倉
内
で
御
家

人
同
士
の
秘
曲
伝
授
が
達
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。

　
「
独
自
編
成
」
型
の
音
楽
受
容
期
で
は
、
鎌
倉
楽
人
や
鎌
倉
御
家
人
の
間
で
音
楽
教

習
や
秘
曲
伝
授
が
自
力
で
行
え
る
ま
で
に
な
り
、
鎌
倉
後
期
に
は
都
市
鎌
倉
の
音
楽

文
化
が
成
熟
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
行
俊
の
死

去
に
よ
っ
て
秘
曲
伝
授
者
が
鎌
倉
に
不
在
と
な
っ
た
こ
と
も
【
史
料
4
】
は
示
し
て

お
り
、
京
都
音
楽
界
の
人
材
層
に
比
べ
る
と
鎌
倉
音
楽
界
の
そ
れ
は
や
は
り
劣
る
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
地
域
社
会
へ
の
音
楽
文
化
の
波
及

　

鎌
倉
期
に
地
域
の
社
寺
で
音
楽
儀
礼
を
挙
行
す
る
際
、
一
般
的
に
遠
方
や
近
隣
の

社
寺
か
ら
楽
人
の
派
遣
や
舞
楽
装
束
の
貸
借
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
一
一
月
二
八
日
に
遠
江
国
大
福
寺
御
堂
で
大
曼
荼
羅
供
養

が
催
さ
れ
た
時
、
大
阿
闍
梨
に
「
京
都
北
坂
之
観
勝
寺
別
当
浄
円
御
房
実
名

良
季

」
が
招
請

さ
れ
、
近
隣
寺
院
か
ら
様
々
な
舞
人
・
楽
人
が
参
加
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
「
次
伶
人
名

帳
事
」
の
項
目
に
は
「
舞
師
三
河
国
神
谷
上
野
公

」
と
、
隣
国
三
河
国
の
楽
人
が
舞
楽
指
導
と

し
て
招
か
れ
、
舞
楽
装
束
も
「
舞
装
◦束

ハ

富
賀
寺
借
用
也
」
と
三
河
富
賀
寺
か
ら
借
用

し
て
い
る
。
舞
楽
装
束
の
借
用
に
あ
た
っ
て
は
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
「
大

福
寺
舞
装
束
修
理
料
三
貫
文
」
が
定
め
置
か
れ
、「
於
無
三
貫
文
者
、不
可
借
之
者
也
」

と
の
文
言
や
端
裏
書
に
「
道
具
借
物
時
礼
義
定
事
」
と
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
に
、借

用
謝
礼
の
三
貫
文
が
装
束
の
「
修
理
料
」
と
し
て
借
用
先
に
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る（

（4
（

。
舞
師
を
招
請
し
試
楽
を
経
る
こ
と
で
地
域
音
楽
儀
礼
は
挙
行
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

右
と
同
様
に
鎌
倉
楽
人
が
地
域
に
招
請
さ
れ
た
事
例
も
存
在
す
る
。
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【
史
料
5
】「
郷
々
寺
役
記
」（
該
当
記
事
抜
粋（

（4
（

）［【
表
】
186
］

一
、
一
切
経
会
用
途
弐
拾
貫
文
下
用
事
、

一
貫
五
百
文
仏
布
施
、
読
誦
、

二
百
文
仏
供
十
六
杯
、　　

白
米
二
斗
四
舛
代
、五
貫
百
文
舞
習
十
六
ヶ
月
間
、

毎
日
一
度
雑
掌
□
、

二
貫
文
舞
師
給
、

三

貫
文
楽
所
伶
人
等
、

一
貫
二
百
文
舞
懸
物
、　

染
物
二
代
、一
貫
二
百
文
装
束
借
賃
、
此
内
百
文
装
束
、
付
来

使
者
給
之
、
百
文
同
使
者
相
節
料
、

一
貫
八
百
文

試
楽
・
会
日
両

日
楽
屋
雑
掌
料
、
二
貫
三
百
文
楽
人
等
雑
掌
、
試

楽
・
会
日
四
ヶ
度
、
六
百
文
舞
習
間
舞
師

二
人
相
節
料
、
二
貫
百
文
壇
敷
絹
代
、
絹
二（
マ
マ
）謂

承
仕
三
人
給
之
、

二
百
文

下
踏
十
四
足
、

奥
布
料
、　　

百
文
丹
彩
・
白
彩
、

持
幡
童
等
料
、

右
、
注
文
如
件
、

　
　
　

建
治
二
年
二
月
廿
三
日
改
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
行
事
観
盛
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
行
慶
尊
敬
在
判

　
【
史
料
5
】
は
、
下
野
国
足
利
氏
の
氏
寺
鑁
阿
寺
に
伝
来
す
る
諸
帳
簿
類
の
一
部
を

抜
粋
し
て
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
三
月
十
三
日
に
僧
実
鑁
が
書
写
し
た
注
文
記

録
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
修
さ
れ
た
一
切
経
会
曼
荼
羅

供
の
記
録
が
あ
り
、
諸
経
費
の
う
ち
「
舞
師
給
」
の
二
貫
文
と
「
楽
所
伶
人
等
」
の

三
貫
文
が
記
さ
れ
る
。
舞
楽
の
習
練
期
間
は
十
六
日
間
で
、
外
部
か
ら
招
か
れ
る
舞

師
に
は
二
名
が
充
て
ら
れ
る
。
同
じ
く
建
治
二
年
度
の
一
切
経
会
用
途
を
記
す
「
一

切
経
曼
荼
羅
供
用
途
配
分
状
」［【
表
】
187
］
に
は
、「
二
貫
文　

舞
師
給
」「
三
貫
文

　

舞
師
伶
人
等
」
と
あ
る
の
で（

（4
（

、
こ
れ
ら
を
整
合
的
に
判
断
す
る
に
、
鎌
倉
の
鶴
岡

八
幡
宮
寺
の
楽
所
か
ら
舞
師
二
名
と
舞
師
に
付
随
し
一
切
経
会
で
の
舞
楽
を
舞
う
楽

所
伶
人
（
楽
人
）
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う（

（5
（

。
加
え
て
【
史
料
5
】
で

は
一
貫
二
百
文
分
と
し
て
「
装
束
借
賃
」
が
充
て
ら
れ
る
。
こ
の
装
束
は
同
寺
で
文

永
七
年
・
弘
安
九
年
度
に
修
さ
れ
た
一
切
経
会
で
も
「
試
楽
・
会
日
両
日
楽
屋
之
雑

掌
舞
装
束
借
用
之
賃
、（
中
略
）
令
支
配
猶
以
不
足
也
、然
間
云
童
舞
之
衣
裳
、…
（
後

略
）」（「
郷
々
寺
役
記
」）
と
あ
る
た
め
、
こ
の
装
束
は
舞
楽
用
の
装
束
と
判
断
さ
れ

よ
う
。
先
の
「
一
切
経
曼
荼
羅
供
用
途
配
分
状
」［【
表
】
187
］
で
も
、
こ
の
舞
楽
装

束
の
借
用
費
用
に
「
一
貫
二
百
文　

雪
の
下
装
束
不
足
分
借
賃
、
此
内
二
百
文　

付

来
使
者
給
之
、
鎌
倉
上
下
路
餞
別
給
之
」
と
あ
る
。
鑁
阿
寺
で
用
意
し
た
舞
楽
装
束

で
は
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
補
填
す
る
た
め
に
鎌
倉
（
鶴
岡
八
幡
宮
寺
）
か
ら
借
用

し
た
こ
と
を
本
項
目
は
伝
え
て
お
り
、
鶴
岡
側
の
使
者
の
給
分
二
百
文
が
準
備
さ
れ
、

ま
た
別
途
鎌
倉
と
鑁
阿
寺
と
の
往
来
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

下
野
鑁
阿
寺
の
一
切
経
曼
荼
羅
供
で
は
、
鶴
岡
か
ら
の
楽
人
派
遣
と
舞
楽
装
束
の

貸
借
が
行
わ
れ
、
こ
う
し
た
鶴
岡
楽
人
に
よ
る
現
地
楽
人
（
寺
僧
や
舞
童
）
た
ち
へ

の
舞
楽
習
練
期
間
お
よ
び
試
楽
を
経
て
、
音
楽
儀
礼
が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

ま
た
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
で
は
相
模
国
大
山
寺
に
て
途
絶
し
て
い
た
舞
楽
曼

荼
羅
供
が
復
興
さ
れ
た
折
、
鎌
倉
楽
人
中
原
光
氏
の
協
力
の
下
で
鶴
岡
楽
所
所
属
の

鎌
倉
楽
人
「
辻
三
郎
兵
衛
」「
野
田
左
衛
門
」
等
狛
一
族
の
参
加
に
よ
っ
て
舞
楽
が
催

さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
左
に
掲
げ
る
【
史
料
6
】
の
奥
書
抜
粋
部
分
で
は
、
光
氏
が

舞
楽
曼
荼
羅
供
復
興
に
あ
た
っ
て
作
法
等
の
故
実
伝
授
者
と
し
て
助
力
し
て
い
る
。

　
【
史
料
6
】「
舞
楽
曼
荼
羅
供
私
記
〈
大
山（

（5
（

〉」（
奥
書
部
分
抜
粋
）［【
表
】
192
］

右
作
法
者
、
弘
安
九
年
三
月
廿
八
日
被
供
養
相
模
国
大
山
寺
私
記
也
、
今
作
法
、

依
御
流
式
真
言
院
憲
静
上
人
相
談
光
氏
等
日
記
、
今
作
法
、
就
之
被
遂
彼
山
供

養
之
間
、
為
当
流
故
実
写
留
之
者
也
、

本
之正

安
二
年
八
月
二
日
、
於
相
州
鎌
倉
赤
橋
辺
越
州
禅
閣
之
亭
、
挑
残
燈
兮
降

筆
畢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
末
資
釼
阿
俗
才　

二
二
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
判
在

　
　
　
　
　
　
　
　

一
交
畢

　

下
野
鑁
阿
寺
や
相
模
大
山
寺
の
場
合
を
踏
ま
え
る
に
、
数
少
な
い
事
例
な
が
ら
も
、
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地
域
で
挙
行
さ
れ
る
音
楽
儀
礼
に
鎌
倉
楽
人
の
参
加
・
援
助
が
分
か
る
点
は
重
要
で

あ
る
。
鑁
阿
寺
の
事
例
で
は
、
一
切
経
曼
荼
羅
供
で
の
鶴
岡
楽
人
に
よ
る
現
地
楽
人

へ
の
音
楽
教
習
の
実
態
が
窺
え
、
舞
楽
装
束
の
貸
借
も
含
め
地
域
音
楽
儀
礼
の
挙
行

に
果
た
し
た
鎌
倉
音
楽
の
役
割
の
重
要
性
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
大
山
寺
の
事
例

で
は
儀
礼
復
興
に
鎌
倉
音
楽
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
鎌
倉
で
培
わ
れ
た

音
楽
文
化
が
果
た
す
影
響
力
の
程
が
知
ら
れ
る
。

　

承
久
の
乱
ま
で
「
楽
人
招
請
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
を
基
調
と
す
る
鎌
倉
幕
府
で

は
、
京
都
楽
人
の
下
向
を
通
じ
て
や
や
受
動
的
に
音
楽
文
化
を
受
け
入
れ
て
い
た
状

況
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
形
態
の
時
期
で
は
、
東
国
地

域
に
お
い
て
、
音
楽
文
化
の
中
核
と
し
て
次
第
に
都
市
鎌
倉
と
鶴
岡
八
幡
宮
寺
を
中

心
に
編
成
さ
れ
た
鎌
倉
楽
人
が
存
在
感
と
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

お
わ
り
に
─
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
射
程
─

　

本
稿
で
は
、
承
久
の
乱
以
後
の
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
音
楽
受
容
の
形
態
を
「
独
自
編

成
型
」
と
名
付
け
、か
か
る
受
容
形
態
へ
と
至
る
形
成
お
よ
び
そ
の
成
熟
過
程
を
、京

─
鎌
倉
の
政
治
権
力
や
経
済
状
況
の
実
態
に
目
配
せ
し
つ
つ
動
態
的
に
捉
え
て
き

た
。
本
稿
で
明
ら
か
と
し
た
点
は
左
の
四
点
に
要
約
さ
れ
る
。

①
ま
ず
、「
独
自
編
成
型
」
音
楽
受
容
形
態
期
の
鎌
倉
音
楽
界
を
主
導
し
た
地
下
楽

人
中
原
氏
（
京
都
出
身
、
非
重
代
）
を
事
例
に
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
鎌
倉
へ
下

向
す
る
要
因
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
一
族
の
嫡
流
系
統
が
後
鳥
羽
院
方

勢
力
に
与
同
し
た
影
響
に
よ
っ
て
中
央
音
楽
界
で
没
落
し
た
こ
と
、
お
よ
び
承

久
の
乱
直
後
で
朝
廷
財
政
が
逼
迫
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
い
て
誕
生
し
た
九
条

道
家
政
権
下
で
は
中
央
楽
人
と
し
て
の
上
昇
ル
ー
ト
が
消
滅
し
た
こ
と
な
ど
が

複
雑
に
絡
ま
り
な
が
ら
、
京
都
音
楽
界
で
の
栄
達
が
絶
た
れ
て
い
く
状
況
を
明

ら
か
に
し
た
。
地
下
楽
人
中
原
一
族
は
、
新
た
な
活
躍
の
場
と
し
て
鎌
倉
が
選

択
さ
れ
、
鎌
倉
楽
人
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
て
い
く
。

②
如
上
の
地
下
楽
人
中
原
一
族
を
受
け
入
れ
た
鎌
倉
幕
府
側
の
事
情
に
、
摂
家
将

軍
九
条
頼
経
下
向
に
伴
う
文
化
環
境
の
整
備
、
九
条
道
家
政
権
誕
生
に
よ
る
公

武
連
携
と
一
時
断
絶
し
て
い
た
「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容
政
策
の
復
活
、
さ

ら
に
執
権
北
条
泰
時
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
都
市
鎌
倉
の
整
備
事
業
と
人
材
登

用
の
高
ま
り
、
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
で
示
し
た
京
都
政
界
側
の
事
情
、

そ
し
て
鎌
倉
幕
府
側
の
事
情
の
双
方
が
合
わ
さ
っ
て
、
鎌
倉
楽
人
と
な
り
家
を

形
成
し
て
い
く
地
下
楽
家
中
原
氏
が
形
作
ら
れ
る
。

③
鎌
倉
中
後
期
に
な
り
、
京
都
出
身
の
重
代
地
下
楽
家
の
系
統
の
な
か
か
ら
も
鎌

倉
下
向
を
果
た
し
、
鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
着
す
る
多
氏
・
狛
氏
・
豊
原
氏
・
大

神
氏
・
安
倍
氏
の
事
例
が
多
数
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。『
文
机
談
』
で
「
わ
づ

か
に
地
下
の
楽
人
舞
人
と
て
、
多
氏
・
狛
氏
・
太
神
・
戸
部
氏
・
豊
原
、
こ
の

四
五
家
の
と
も
が
ら
の
み
踵
ろ
つ
ぎ
あ
な
う
ら
を
ひ
や
し
て
朝
儀
を
か
ざ
る
と

い
へ
ど
も
、
賞
は
ま
れ
に
罰
は
き
び
し
け
れ
ば
、
つ
い
に
関
を
い
づ
る
と
も
が

ら
の
み
あ
り
」
と
語
ら
れ
る
が
ご
と
く
、
都
市
鎌
倉
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
、
京

都
で
立
身
出
世
を
果
た
せ
な
く
な
っ
た
人
々
の
新
天
地
と
し
て
鎌
倉
が
よ
り
存

在
感
を
増
し
て
い
き
、
彼
ら
楽
人
た
ち
へ
活
躍
の
場
を
提
供
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
到
達
点
を
示
す
の
が
、
弘
安
四
年
に
鶴
岡
遷
宮
で
登
場
す
る
鎌
倉

楽
人
の
音
楽
活
動
で
あ
り
、
秘
曲
伝
授
や
種
々
の
音
楽
教
習
に
お
い
て
、
す
で

に
鎌
倉
幕
府
は
独
自
に
創
出
し
た
楽
人
集
団
の
な
か
で
完
結
で
き
る
ま
で
の
成

長
を
遂
げ
て
い
た
。
こ
こ
に
、
幕
府
に
よ
る
「
独
自
編
成
型
」
の
音
楽
受
容
形

態
は
一
つ
の
到
達
点
に
至
っ
た
。

④
「
独
自
編
成
型
」
音
楽
受
容
の
時
期
で
は
、
鎌
倉
楽
人
間
や
御
家
人
間
で
の
音

楽
教
習
・
秘
曲
伝
授
が
鶴
岡
八
幡
宮
寺
を
中
核
と
し
な
が
ら
都
市
鎌
倉
内
部
で
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完
結
し
て
い
た
。
や
が
て
東
国
地
域
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
中
心
と
し
て
都
市

鎌
倉
と
鶴
岡
八
幡
宮
寺
で
編
成
さ
れ
た
鎌
倉
楽
人
が
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
地
域
の
音
楽
儀
礼
の
実
施
や
復
興
に
鎌
倉
楽
人
が
派
遣
さ
れ
る
事
例
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

本
稿
を
通
じ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
政
策
お
よ
び
都
市
鎌
倉
の
音
楽
環
境
の

変
遷
と
は
、「
楽
人
招
請
型
」
か
ら
「
独
自
編
成
型
」
と
い
う
二
つ
の
受
容
形
態
に
よ

っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
漸
次
的
移
行
と
や
が
て
東
国
地
域
へ
の

波
及
─
つ
ま
り
都
市
鎌
倉
が
東
国
音
楽
文
化
の
中
核
と
な
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
─

と
い
う
歴
史
的
展
開
を
把
握
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
鎌
倉
幕
府
草
創
期
か

ら
鎌
倉
中
後
期
ま
で
の
所
謂
中
世
鎌
倉
音
楽
史
と
い
う
、
京
都
音
楽
界
の
叙
述
だ
け

に
収
斂
し
な
い
あ
る
地
域
に
お
け
る
音
楽
史
を
描
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
勿
論
、
そ
も
そ
も
鎌
倉
の
地
は
武
家
権
門
の
鎌
倉
幕
府
が
置
か
れ

た
権
門
都
市
と
い
う
性
格
ゆ
え
に
、
所
謂
地
域
社
会
の
事
例
と
し
て
今
後
敷
衍
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
国
文
学
や
文
献
史
学
で
の
中
世
音
楽
研
究
の
大
半
が
畿
内
近
国
の
大
寺
院
や
朝
廷

な
ど
京
都
音
楽
界
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
よ
う
や
く
中
央
の

京
都
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
地
域
社
会
に
お
け
る
多
様
な
音
楽
文
化
の
実
態
を
検
討

対
象
と
し
得
る
研
究
状
況
に
達
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　

か
つ
て
野
間
清
六
や
林
屋
辰
三
郎
は
、
畿
内
近
国
以
外
の
地
域
に
遺
さ
れ
る
舞
楽

面
の
分
布
か
ら
、
列
島
各
地
の
な
か
で
楽
所
機
構
が
備
え
ら
れ
、
音
楽
儀
礼
・
芸
能

が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
た（

（5
（

。
こ
の
指
摘
は
、
地
域
に
関
す
る
音
楽
関
係
史

料
が
僅
少
な
な
か
、地
域
の
音
楽
史
を
捉
え
る
上
で
極
め
て
示
唆
に
富
む
。
以
後
、山

路
興
造
や
井
原
今
朝
男
に
よ
っ
て
地
方
寺
院
に
お
け
る
音
楽
受
容
・
伝
播
の
事
例
が

蓄
積
さ
れ
る
も
の
の（

（5
（

、
い
ず
れ
も
あ
る
一
つ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
音
楽
史
を
描
く

に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
解
明
と
い
う
作
業
は
、
今
後
、
京

都
音
楽
界
だ
け
で
は
な
い
地
域
社
会
で
の
音
楽
史
（
例
え
ば
音
楽
受
容
・
伝
播
・
改

変
な
ど
の
観
点
が
あ
ろ
う
）
を
捉
え
る
た
め
の
重
要
な
階
梯
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
本
稿
で
残
さ
れ
た
課
題
に
則
し
て
述
べ
る
な

ら
、
そ
も
そ
も
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
都
市
鎌
倉
の
音
楽
形
成
の
過
程
を
、
鎌
倉
幕
府

政
治
や
公
武
関
係
（
例
え
ば
後
嵯
峨
院
政
期
の
公
武
交
流
な
ど（

（5
（

）、
ま
た
幕
府
に
よ
る

鎌
倉
中
後
期
の
儀
礼
整
備
事
業
の
な
か
に
定
位
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ

は
、
中
原
一
族
以
外
の
他
の
狛
氏
・
多
氏
な
ど
の
地
下
楽
人
た
ち
の
正
確
な
鎌
倉
下

向
時
期
が
現
段
階
で
ほ
と
ん
ど
不
詳
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
中
原
氏
以

外
の
鎌
倉
楽
人
と
な
る
各
地
下
楽
家
た
ち
の
系
譜
と
活
動
と
い
っ
た
基
礎
作
業
が
一

層
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
作
業
を
経
て
、
摂
家
将
軍
九

条
頼
経
・
執
権
北
条
泰
時
期
以
降
の
政
治
状
況
の
な
か
に
鎌
倉
楽
人
の
編
成
過
程
を

位
置
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う（

（5
（

。
さ
ら
に
、
本
稿
で
は
京
都
出
身
の
地
下
楽
人
の

動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
た
め
、
都
鄙
間
に
わ
た
る
鎌
倉
御
家
人
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
媒
介
と
し
た
音
楽
的
素
養

を
持
っ
た
京
都
出
身
者
（
高
度
人
材
）
の
鎌
倉
流
入
の
事
象
（
と
く
に
三
浦
一
族
の

事
例
が
顕
著
で
あ
ろ
う
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
鎌
倉
中
後

期
で
の
都
市
鎌
倉
の
成
熟
と
い
う
点
で
は
、
鎌
倉
自
体
が
如
何
な
る
求
心
性
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
中
央
楽
人
や
音
楽
関
係
者
が
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
ろ
う（

（5
（

。
つ
ま
り
鎌
倉
の
都
市
論
の
視
座
か
ら
も
音
楽
史
は

捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
に
残
さ
れ
た
課
題
は
尽
き
な
い
も
の
の
、
筆
者
が
「
楽
人
招
請
型
」
と
「
独

自
編
成
型
」
の
二
種
類
の
音
楽
受
容
形
態
を
通
じ
て
示
し
た
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
素

描
が
、
京
都
だ
け
に
収
斂
し
な
い
地
域
社
会
の
豊
饒
で
多
様
な
音
楽
文
化
を
描
く
た

め
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
仰

ぎ
た
い
。
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註（
1
）
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、荻
美
津
夫
「
鎌
倉
幕
府
と
雅
楽
─

鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
─
」（『
雅
楽
界
』
五
四
、一
九
七
八
年
（
の
ち
に
同
著
『
古
代
中
世
音

楽
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
に
所
収
））、
同
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舞
楽

の
伝
播
に
つ
い
て
」（
大
隅
和
雄
編
『
鎌
倉
時
代
文
化
伝
播
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

三
年
）、
湯
山
学
「
鶴
岡
の
舞
楽
」（
同
『
鶴
岡
八
幡
宮
の
中
世
的
世
界
─
別
当
・
新
宮
・
舞

楽
・
大
工
─
』
南
関
東
中
世
史
論
集
第
四
、
社
会
福
祉
法
人
光
友
会
、
一
九
九
五
年
）、
中
本

真
人
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
二
季
の
御
神
楽
─
王
朝
文
化
東
国
伝
播
に
関
す
る
一
考
察
─
」（『
駒
場

東
邦
研
究
紀
要
』
三
六
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
北
条
泰
時
と
神
楽
歌
─
地
下
楽
家
と
の
交
流

を
中
心
に
─
」（（『
国
語
国
文
』
七
八
、二
〇
〇
九
年
）、と
も
に
同
著
『
宮
廷
御
神
楽
芸
能
史
』

（
新
典
社
、二
〇
一
三
年
）
に
所
収
）、磯
水
絵
「
関
東
の
雅
楽
─
鶴
岡
八
幡
宮
の
音
楽
─
」（『
中

世
文
学
』
五
九
、
二
〇
一
四
年
（
の
ち
に
同
著
『
文
学
と
歴
史
と
音
楽
と
』
和
泉
書
院
、
二
〇

二
三
年
に
所
収
））
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
『
吾
妻
鏡
』
の
出
典
は
高
橋
秀
樹
編
『
新
訂
吾
妻
鏡
』
一
～
五
（
和
泉

書
院
、二
〇
一
五
～
二
〇
二
二
年
（
刊
行
中
））
に
拠
り
、そ
れ
以
降
の
記
事
に
つ
い
て
は
『
新

訂
増
補
国
史
大
系　

吾
妻
鏡
』
一
～
四
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
四
・
一
九
七
五
年
）
に
拠
る
。

（
3
）
草
創
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
文
化
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音

楽
と
京
都
社
会
─
「
楽
人
招
請
型
」
の
音
楽
受
容
と
そ
の
基
盤
─
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研

究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
四
七
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
「
二
つ
の
中
世
陵
王
面
─
鎌
倉
鶴
岡
八

幡
宮
と
六
浦
瀬
戸
神
社
─
（
上
）（
下
）」（『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
五
四
─
三
、
五
五
─
一
、
二

〇
二
一
年
・
二
〇
二
二
年
）
で
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
八　

中
世
日
記
紀
行
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
5
）
拙
稿
前
掲
註
（
3
）
論
文
「
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
と
京
都
社
会
」。

（
6
）
拙
稿
「
中
世
都
市
鎌
倉
と
地
下
楽
家
中
原
氏
─
中
原
有
安
・
景
安
・
光
氏
の
系
譜
と
活
動
を
中

心
に
─
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
四
六
、
二
〇
一
九
年
）。

（
7
）
本
稿
は
、神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
展
示
図
録
『
永
福
寺
と
鎌
倉
御
家
人
─
荘
厳
さ
れ
る

鎌
倉
幕
府
と
そ
の
ひ
ろ
が
り
─
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
二
二
年
）
所
収
の
拙
稿
「
中
世
鎌
倉
音

楽
史
の
射
程
」
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、承
久
の
乱
以
後
に
お
け
る
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
状
況

を
扱
っ
た
後
半
部
分
に
改
稿
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
と
や
や
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る

が
、
前
稿
で
は
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
概
要
を
提
示
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
の
に
対
し
、
本
稿
で

は
承
久
の
乱
以
後
の
地
下
楽
家
の
置
か
れ
た
状
況
を
京
─
鎌
倉
の
事
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

検
討
を
加
え
、ま
た
鎌
倉
中
後
期
に
お
け
る
地
下
楽
人
の
動
向
や
都
市
鎌
倉
で
の
音
楽
環
境
の

整
備
と
地
域
波
及
の
様
子
を
具
体
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。な
お
、煩
雑
を
避
け
る
た
め
、

本
稿
の
前
提
と
な
る
拙
稿
前
掲
註
（
6
）
論
文
「
中
世
都
市
鎌
倉
と
地
下
楽
家
中
原
氏
」
と
同

（
3
）
論
文
「
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
と
京
都
社
会
」
を
引
用
・
参
照
す
る
際
は
、
前
者
を
拙

稿
Ａ
論
文
、
後
者
を
拙
稿
Ｂ
論
文
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
本
来
、
楽
人
と
舞
人
は
区
別
さ
れ
る

も
の
だ
が
、
本
稿
で
は
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
行
論
の
都
合
上
楽
人
・
舞
人
を
総
称
し
て

「
楽
人
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
8
）
拙
稿
Ｂ
論
文
、
拙
稿
前
掲
註
（
7
）
論
文
「
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
射
程
」。

（
9
）「
楽
家
系
図
」（『
図
書
寮
叢
刊　

伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
三
』）、『
體
源
鈔
』（
現
代
思
潮
新
社
、 

一
九
七
八
年
）
所
収
の
「
豊
原
〈
鳳
笙
相
伝　

朝
臣
〉」「
狛
氏
〈
宿
禰　

左
舞
相
伝
〉」「
多
氏

〈
朝
臣
右
舞
相
伝
之
神
楽
同
伝
之
〉」「
大
神
〈
朝
臣　

笛
相
伝
〉」「
安
陪
〈
篳
篥
相
伝
〉」、「
狛

系
図
」「
多
氏
系
図
」「
豊
原
氏
系
図
」（『
続
群
書
類
従　

第
七
輯
下　

系
図
部
』）
を
参
照
。
こ

れ
ら
諸
系
図
で
は
記
述
の
異
同
な
ど
が
多
々
認
め
ら
れ
る
が
、研
究
の
現
状
を
み
る
に
諸
系
譜

類
の
比
較
・
校
合
作
業
や
他
の
記
録
・
文
書
を
踏
ま
え
た
各
楽
家
の
系
譜
復
元
作
業
は
管
見
の

限
り
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
楽
人
系
譜
資
料
の
基
礎
研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
10
）
一
方
で
、鎌
倉
下
向
僧
で
「
関
東
住
」
と
記
さ
れ
た
場
合
に
代
官
派
遣
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
橋
本
初
子
「
関
東
と
密
教
僧
─
京
の
記
録
に
み
る
「
関
東
住
」
に
つ
い
て
─
」『
三

浦
古
文
化
』
五
五
、
一
九
九
四
年
）。
鎌
倉
楽
人
場
合
は
こ
の
事
例
と
異
な
り
、
本
人
の
下
向

で
あ
る
と
考
え
る
（
一
時
的
な
在
京
も
当
然
想
定
し
う
る
）。
こ
の
点
は
拙
稿
Ｂ
論
文
に
て
言

及
し
た
。

（
11
）
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、地
下
楽
家
中
原
一
族
の
基
本
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
拙
稿
Ａ
論
文
に

拠
る
。

（
12
）
大
内
楽
所
の
楽
人
補
任
記
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
春
日
大
社
本
（
書
写
年
代
は
近
世
初
期
頃
）

を
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
書
写
し
た
四
天
王
寺
楽
人
岡
昌
倫
に
よ
る
転
写
本
を
底
本
と
す

る
群
書
類
従
本
（「
楽
所
補
任
」『
群
書
類
従　

第
四
輯　

補
任
部
』
所
収
）
が
唯
一
の
流
布
本
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と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
同
本
に
は
誤
記
・
脱
漏
が
多
い
こ
と
が
先
学
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
以

上
、福
島
和
夫
「「
楽
人
補
任
」
と
そ
の
逸
文
に
つ
い
て
」（
同
『
日
本
音
楽
史
叢
』
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
七
年
（
初
出
一
九
七
八
年
））、同
『
音
楽
相
承
系
譜
と
楽
人
補
任
記
』
上
野
学
園
日
本

音
楽
資
料
室
、
一
九
八
九
年
を
参
照
）。
大
内
楽
所
楽
人
の
補
任
記
に
つ
い
て
は
、
春
日
大
社

本
よ
り
も
書
写
年
代
が
遡
る
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
の
芝
則
行
書
写
本
系
統
の
も
の
が
善

本
と
さ
れ
、「
楽
人
補
任
」（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
）
と
し
て
伝
存
す
る
。

本
稿
で
は
、
善
本
芝
則
行
本
系
統
の
「
楽
人
補
任
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
13
）
岩
佐
美
代
子
『
文
机
談
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
14
）
中
原
宗
安
・
貞
安
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
村
み
ゑ
子
「『
胡
琴
教
録
』
の
「
筑
民
部
」
は
誰

か
─
長
明
作
者
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
飯
山
論
叢
』
一
五
、
一
九
九
八
年
）、
同
『
鴨

長
明
と
そ
の
周
辺
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
拙
稿
Ａ
論
文
に
詳
し
い
。

（
15
）
拙
稿
Ａ
論
文
を
参
照
。

（
16
）『
民
経
記
』
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
二
月
一
二
日
条
。
そ
の
他
、
朝
儀
に
か
か
る
費
用
の
逼

迫
が
あ
っ
た
よ
う
で
、文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
の
大
嘗
祭
に
か
か
る
諸
国
召
物
で
は
「
百
町

之
分
、
不
可
過
正
税
稲
之
員
数
五
六
束
、
大
概
以
之
可
准
知
、
但
是
亡
国
之
躰
也
」（「
頼
資
卿

大
嘗
会
雑
事
定
記
」『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
之
九
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
承
久
の

乱
直
後
に
誕
生
し
た
、
近
衛
家
実
政
権
（
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
～
安
貞
二
年
（
一
二
二

八
））
の
性
格
お
よ
び
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、本
郷
和
人
「
九
条
道
家
の
執
政
」「
附
論　

朝

廷
経
済
小
考
」（
同
『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
の
言
及

を
参
照
。

（
17
）
天
福
元
年
五
月
二
一
日
「
九
条
道
家
奏
状
」（『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
古
文
書
集
』
八
木
書
店
、

一
九
八
六
年
）。
翻
刻
は
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
史
料
［
二
］
中
世
』（
岩
波
書
店
、一
九

九
八
年
）
に
掲
載
。
奏
状
の
解
釈
お
よ
び
当
該
期
の
九
条
道
家
政
権
に
つ
い
て
は
、主
に
市
川

浩
史
「
九
条
道
家
の
政
治
思
想
」（
同
『
吾
妻
鏡
の
思
想
史
─
北
条
時
頼
を
読
む
─
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
二
年
（
初
出
二
〇
〇
〇
年
））、
井
上
幸
治
「
九
条
道
家
政
権
の
政
策
─
寛
喜
新

制
と
天
福
奏
状
─
」（『
立
命
館
文
學
』
六
〇
五
、
二
〇
〇
八
年
）、
市
沢
哲
「
中
世
公
家
徳
政

の
成
立
と
展
開
」（
同
『
日
本
中
世
公
家
政
治
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
を
参

照
。

（
18
）
市
沢
前
掲
註
（
17
）
論
文
。

（
19
）
丸
山
航
平
「
九
条
道
家
の
学
問
と
信
仰
」（『
日
本
史
攷
究
』
四
三
、
二
〇
一
九
年
）。

（
20
）『
玉
葉
』
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
二
月
二
七
日
条
。

（
21
）『
吾
妻
鏡
』
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
三
月
三
日
条
。

（
22
）
一
切
経
会
に
つ
い
て
は
、
土
谷
恵
「
法
会
と
舞
楽
─
後
白
河
院
政
期
を
中
心
に
─
」（
五
味
文

彦
編
『
芸
能
の
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
斎
藤
利
彦
「
平
等
院
一
切
経
会
と
舞

楽
」（『
佛
教
史
學
研
究
』
四
五
─
二
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
23
）「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
Ｂ
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）
石
井
進
「
文
献
か
ら
み
た
中
世
都
市
鎌
倉
」（『
石
井
進
著
作
集　

第
九
巻
』
岩
波
書
店
、二
〇

〇
五
年
（
初
出
一
九
九
四
年
））、
高
橋
慎
一
朗
『
武
家
の
古
都
、
鎌
倉
』（
山
川
出
版
社
、
二

〇
〇
五
年
）、
秋
山
哲
雄
『
北
条
氏
権
力
と
都
市
鎌
倉
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
同

『
都
市
鎌
倉
の
中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、
馬
淵
和
雄
「
総
論　

鎌
倉
に
お
け

る
中
世
的
風
景
の
成
立
と
展
開
」（『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
七
一
六
、二
〇
一
八
年
）
な

ど
を
参
照
。

（
25
）
村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』（
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
）、
金
澤
正
大
「
北
条
執
権
体
制

下
に
於
け
る
関
東
天
文
・
陰
陽
道
─
「
義
時
政
権
」
よ
り
「
泰
時
政
権
」
へ
─
Ⅰ
～
Ⅲ
」（『
政

治
経
済
史
学
』
一
一
一
～
一
一
三
、
一
九
七
五
年
）、
佐
々
木
馨
「
武
家
王
権
と
陰
陽
道
」（
同

『
日
本
中
世
思
想
の
基
調
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
（
初
出
二
〇
〇
二
年
））
な
ど
。

（
26
）
建
長
五
年
の
鶴
岡
遷
宮
に
て
、『
吾
妻
鏡
』
や
「
鶴
岡
八
幡
宮
社
務
職
次
第
」
は
宮
人
曲
奏
演

者
を
中
原
光
上
と
記
す
が
、当
該
期
に
鶴
岡
楽
所
楽
人
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
遂
げ
て
い

た
の
は
彼
の
父
光
氏
で
あ
っ
て
、光
上
が
鎌
倉
楽
人
と
し
て
活
動
が
他
で
み
ら
れ
る
の
は
弘
安

四
年
鶴
岡
遷
宮
で
あ
る
。
建
長
度
遷
宮
で
最
秘
曲
宮
人
曲
を
奏
じ
た
の
は「
弘
安
四
年
鶴
岡
八

幡
遷
宮
記
」
の
通
り
光
氏
と
考
え
る
。

（
27
）
中
原
氏
以
外
の
地
下
楽
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
、一
部
に
つ
い
て
す
で
に
荻
前
掲
註
（
1
）
論

文
「
鎌
倉
幕
府
と
雅
楽
─
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
─
」
で
の
言
及
が
あ
る
。

（
28
）
久
光
以
前
に
鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
着
し
た
多
一
族
に
、景
節
の
系
統
が
あ
げ
ら
れ
る
。
景
節
は

す
で
に
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
に
鶴
岡
楽
所
の
右
一
者
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。「
楽
家
系
図
」

に
は
関
東
に
住
し
た
こ
と
を
示
す
註
記
は
な
い
が
、『
體
源
鈔
』
に
は
子
忠
久
（
久
忠
と
も
）
の
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註
記
に
「
任
（
住
カ
）
関
東
」「
右
大
将
家
御
時
下
向
関
東
、
建
久
九
賜
星
川
」
と
あ
り
、
少

な
く
と
も
建
久
九
年（
一
一
九
八
）ま
で
に
は
鎌
倉
に
下
向
し
て
い
る
。
さ
ら
に「
楽
家
系
図
」

に
み
え
る
景
節
の
孫
盛
朝
は
「
弘
安
四
年
鶴
岡
八
幡
遷
宮
記
」
の
右
方
楽
人
に
「
左
衛
門
尉
盛

朝
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、鶴
岡
楽
所
右
一
者
に
補
任
さ
れ
た
多
景
節
の
系
統

は
早
く
か
ら
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。一
連
の
鎌
倉
へ
定
着
し
て
い
っ
た
地

下
楽
家
多
氏
の
系
譜
と
活
動
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
29
）
盛
光
は
［『
鶴
岡
社
務
記
録
』【
表
】
44
］
で
鶴
岡
楽
所
左
一
者
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、「
住
関

東
」
の
註
記
よ
り
そ
の
ま
ま
鎌
倉
に
定
着
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
體
源
抄
』
に
盛
光
の
孫
と

し
て
記
載
さ
れ
る
近
直
は
、「
楽
家
系
図
」
に
よ
る
と
近
康
猶
子
に
近
政
が
お
り
、
そ
の
註
記

に
「
住
関
東
、
猶
子
也
、
本
名
近
直
」
と
あ
る
。
こ
の
近
直
（
近
政
）
は
「
弘
安
四
年
鶴
岡
八

幡
遷
宮
記
」
の
左
方
楽
人
に
「
右
衛
門
志
狛
近
直
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、鶴
岡

楽
所
左
一
者
に
補
任
さ
れ
た
狛
盛
光
の
系
統
も
前
掲
註
（
28
）
で
み
た
多
景
節
同
様
に
、源
頼

朝
の
時
期
か
ら
鎌
倉
に
定
着
し
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
Ｂ
論
文
に
お
い

て
、承
久
の
乱
以
前
の
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
音
楽
受
容
形
態
を
「
楽
人
招
請
型
」
と
性
格
付
け
た

が
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
鶴
岡
楽
所
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
狛
盛
光
・
多
景
節
の
定
着
を
必
要

と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
、
拙
稿
Ｂ
論
文
で
示
し
た
通
り
、「
楽
人
招
請

型
」
期
に
は
頻
繁
な
京
都
楽
人
の
招
請
と
京
へ
の
帰
還
が
事
例
と
し
て
み
え
て
お
り
、当
該
期

の
音
楽
受
容
が
楽
人
招
請
と
、彼
ら
楽
人
に
よ
る
鶴
岡
伶
人
や
御
家
人
へ
の
音
楽
教
習
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
30
）
荻
前
掲
註
（
1
）
論
文
「
鎌
倉
幕
府
と
雅
楽
─
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
─
」
で
も
触
れ
ら
れ
る
。

楽
人
補
任
関
係
資
料
の
諸
本
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
12
）
を
参
照
。

（
31
）
壬
生
本
「
楽
所
系
図　

楽
所
十
家
」（
三
条
西
実
隆
筆
、
江
戸
期
写
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）。

系
図
記
載
事
項
の
所
収
下
限
は
室
町
中
期
頃
ま
で
で
あ
る
。史
料
の
画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は

国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
閲
覧
・
利
用
し
た
。

（
32
）
鎌
倉
陰
陽
師
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
25
）
の
諸
論
考
に
加
え
、赤
澤
春
彦
『
鎌
倉
期
官
人
陰
陽

師
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
一
年
）、上
杉
和
彦
『
鎌
倉
幕
府
政
治
機
構
の
研
究
』（
校

倉
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
、
ま
た
鎌
倉
密
教
の
形
成
と
僧
侶
の
動
向
に
つ
い
て
は
平
雅

行
「
将
軍
九
条
頼
経
時
代
の
鎌
倉
の
山
門
僧
」（
薗
田
香
融
編
『
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
』
塙

書
房
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
鎌
倉
寺
門
派
の
成
立
と
展
開
」（『
大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
』
四
九
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
33
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
四　

方
丈
記
・
徒
然
草
・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
・
歎
異
抄
』（
小
学

館
、
一
九
九
五
年
）。

（
34
）『
続
群
書
類
従　

第
三
輯
上　

神
祇
部
』。

（
35
）
中
原
一
族
の
な
か
で
も
、元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
正
月
二
十
六
日
「
除
目
聞
書
」
に
お
い
て

左
衛
門
少
志
に
叙
さ
れ
た
「
中
原
貞
上
〈
楽
人
〉」
と
い
う
人
物
が
お
り
（「
二
階
堂
氏
正
統
家

譜
十
」『
鎌
倉
遺
文
』
三
六
─
二
七
九
四
七
）、名
乗
り
か
ら
光
氏
─
光
上
の
系
譜
に
連
な
る
子

孫
と
思
わ
れ
る
が
、他
の
諸
系
図
に
は
そ
の
名
が
認
め
ら
れ
な
い
。
鎌
倉
楽
人
と
な
っ
た
中
原

一
族
の
な
か
で
も
、
在
京
し
た
ま
ま
の
一
族
が
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
36
）北
条
泰
時
期
に
も
被
官
人
を
上
洛
さ
せ
て
多
好
方
か
ら
御
神
楽
秘
曲
の
伝
授
を
幕
府
は
試
み
る

が
、す
で
に
好
方
は
没
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
幕
府
は
好
方
の
子
好
節
（
こ
の
人
物
も
当
時
す

で
に
物
故
者
の
た
め
招
請
を
断
念
）
や
孫
好
氏
の
招
請
を
行
っ
て
い
る
（
一
連
の
経
緯
に
つ
い

て
は
拙
稿
Ｂ
論
文
を
参
照
）。

（
37
）
鎌
倉
に
招
請
さ
れ
た
多
好
久
の
主
張
内
容
は
詳
ら
か
で
は
な
い
（
幕
府
が
彼
に
何
を
要
求
し
た

か
す
ら
も
当
然
な
が
ら
未
詳
で
あ
る
）。
た
だ
、
彼
は
『
體
源
鈔
』
の
註
記
に
「
弘
安
五
死
廿

九
」
と
遷
宮
の
翌
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、幕
府
か
ら
鎌
倉
楽
人
た
ち
へ
の
神
楽
教
習
な

い
し
は
宮
人
曲
の
演
奏
を
依
頼
さ
れ
、病
気
を
理
由
に
辞
退
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
鎌
倉
で
行
わ
れ
て
い
る
宮
人
曲
へ
の
非
難
を
含
む
も
の
だ
っ
た
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、か

か
る
難
渋
が
多
好
久
か
ら
出
さ
れ
て
も
、幕
府
は
中
原
光
上
と
多
久
光
に
よ
る
宮
人
曲
の
演
奏

を
強
行
し
た
か
た
ち
と
な
ろ
う
。

（
38
）中
原
景
安
に
お
け
る
他
家
か
ら
の
楽
統
継
受
過
程
に
つ
い
て
は
拙
稿
Ａ
論
文
に
詳
し
い
。
ま
た

多
久
忠
（
忠
久
と
も
）
の
鎌
倉
下
向
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
28
）
を
参
照
。

（
39
）
狛
盛
光
の
鎌
倉
下
向
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
29
）
を
参
照
。

（
40
）
三
浦
光
村
の
音
楽
活
動
に
つ
い
て
は
、主
に
高
橋
秀
樹
・
真
鍋
淳
哉
「
三
浦
一
族
を
読
み
直
す
」

（『
市
史
研
究
横
須
賀
』
四
、
二
〇
〇
五
年
）、
真
鍋
淳
哉
「
三
浦
光
村
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

（『
市
史
研
究
横
須
賀
』
八
、二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。『
吾
妻
鏡
』
の
な
か
で
三
浦
光
村
は
「
於
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彼
所
和
歌
管
絃
等
御
会
、
能
登
前
司
・
壱
岐
前
司
等
弾
琵
琶
」［【
表
】
156
］
や
「
於
将
軍
御
方

有
御
酒
宴
、（
中
略
）
舞
女
〈
祇
光
、
今
出
河
殿
白
拍
子
、
年
廿
二
〉
施
妙
曲
、
大
蔵
少
輔
朝

広
・
能
登
前
司
光
村
・
和
泉
前
司
行
方
・
佐
渡
五
郎
左
衛
門
尉
基
隆
等
答
算
猿
楽
云
々
」［【
表
】

158
］
と
い
っ
た
音
楽
芸
能
で
の
活
躍
が
み
え
る
。
な
お
、
三
浦
一
族
の
京
・
鎌
倉
・
本
拠
を
跨

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
同
氏
の
音
楽
受
容
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

（
41
）
中
原
光
氏
の
楽
統
継
受
に
つ
い
て
は
拙
稿
Ａ
論
文
に
詳
し
い
。

（
42
）
西
園
寺
妙
音
堂
の
弁
才
天
坐
像
に
つ
い
て
は
、
根
立
研
介
『
吉
祥
・
弁
才
天
像
』（『
日
本
の
美

術
』
三
一
七
、
至
文
堂
、
一
九
九
二
年
）、
川
瀬
由
照
「
西
園
寺
妙
音
堂
本
尊
像
に
つ
い
て
─

琵
琶
秘
曲
伝
授
作
法
本
尊
像
の
系
譜
（
一
）
─
」（
有
馬
賴
底
監
修
・
鹿
苑
寺
編
『
鹿
苑
寺
と

西
園
寺
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
猪
瀬
千
尋
「
妙
音
堂
に
つ
い
て
」（
同
『
中
世
王
権

の
音
楽
と
儀
礼
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
（
初
出
二
〇
一
二
年
））
を
主
に
参
照
。

（
43
）
同
史
料
は
、す
で
に
豊
永
聡
美
「
鎌
倉
武
士
と
琵
琶
の
文
化
圏
」（
福
田
豊
彦
・
関
幸
彦
編
『「
鎌

倉
」
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
言
及
が
あ
る
。

（
44
）「
琵
琶
秘
曲
伝
授
記
」（『
図
書
寮
叢
刊　

伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
一
』）。

（
45
）「
琵
琶
血
脈
」（『
図
書
寮
叢
刊　

伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
一
』）。

（
46
）
応
長
元
年
一
一
月
二
九
日
「
大
福
寺
御
堂
供
養
目
録
」（「
大
福
寺
御
堂
供
養
記
」、『
静
岡
県
史

資
料
編
五　

中
世
一
』
一
六
三
五
号
）。
遠
江
国
大
福
寺
で
の
舞
楽
事
例
に
つ
い
て
は
、
山
路

興
造
「
伎
楽
・
舞
楽
の
地
方
伝
播
」（
同
『
中
世
芸
能
の
底
流
』
岩
田
書
院
、二
〇
一
〇
年
（
初

出
一
九
八
五
年
））
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
47
）
元
応
二
年
三
月
五
日
「
大
福
寺
衆
徒
連
署
起
請
文
」（『
静
岡
県
史
資
料
編
五　

中
世
一
』
一
六

八
四
号
）。

（
48
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
「
郷
々
寺
役
記
」（
請
求
記
号
：
二
〇
一
五
─
三
一
一
）。

な
お
同
史
料
は
永
村
眞
「
鎌
倉
時
代
の
鑁
阿
寺
経
営
─
郷
々
寺
役
記
を
通
し
て
─
」（『
栃
木
県

史
研
究
』
二
四
、
一
九
八
三
年
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
参
照
し
た
。

（
49
）「
鑁
阿
寺
文
書
」
二
号
（『
栃
木
県
史
史
料
編
中
世
四
』）。

（
50
）【
史
料
5
】
中
の
「
楽
所
伶
人
等
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
鑁
阿
寺
内
の
楽
所
と
い
う
可
能
性
も

存
す
る
が
、
そ
も
そ
も
他
の
史
料
で
は
同
寺
自
前
の
楽
所
の
存
在
が
認
め
ら
れ
ず
、「
舞
師
」

「
舞
師
伶
人
等
」
に
高
額
な
費
用
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
に
、
彼
ら
は
外
部
か
ら
招

請
さ
れ
た
楽
人
と
判
断
で
き
よ
う
。ま
た
舞
楽
装
束
も
不
足
分
を
鶴
岡
八
幡
宮
寺
か
ら
借
用
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
に
、
先
の
鑁
阿
寺
一
切
経
会
で
の
「
舞
師
」
や
「
楽
所
伶
人
」

が
鶴
岡
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
51
）
金
沢
文
庫
古
文
書
二
八
八
函
四
八
号
。

（
52
）
野
間
清
六
『
日
本
假
面
史
』（
藝
文
書
院
、
一
九
四
三
年
）、
林
屋
辰
三
郎
『
中
世
芸
能
史
の
研

究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）。

（
53
）
井
原
今
朝
男
『
増
補　

中
世
寺
院
と
民
衆
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
山
路
興
造
『
中
世

芸
能
の
底
流
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。
ま
た
美
術
史
学
で
は
、
列
島
各
地
の
舞
楽
面
・

行
道
面
・
獅
子
頭
の
作
例
を
検
討
し
た
西
川
杏
太
郞
『
舞
楽
面
』（『
日
本
の
美
術
』
六
二
、
至

文
堂
、
一
九
七
一
年
）、
田
邉
三
郎
助
『
行
道
面
と
獅
子
頭
』（『
日
本
の
美
術
』
一
八
五
、
至

文
堂
、
一
九
八
一
年
）、
同
『
論
集　

日
本
の
仮
面　

上
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一

九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
54
）
例
え
ば
国
文
学
で
は
、後
嵯
峨
院
政
期
（
鎌
倉
で
は
将
軍
宗
尊
親
王
期
）
を
和
歌
や
古
典
を
通

じ
て
公
武
の
文
化
交
流
が
隆
盛
し
た
時
代
と
評
価
す
る
指
摘
も
あ
る
（
小
川
剛
生
『
武
士
は
な

ぜ
歌
を
詠
む
の
か
─
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
前

田
雅
之
『
書
物
と
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
）。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
ち

ょ
う
ど
鎌
倉
楽
人
が
最
も
活
躍
し
た
弘
安
年
間
鶴
岡
遷
宮
の
前
段
階
の
時
期
に
あ
た
っ
て
お

り
、狛
氏
な
ど
重
代
地
下
楽
家
出
身
の
楽
人
の
鎌
倉
下
向
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
55
）
そ
の
よ
う
な
な
か
、狛
近
康
の
鎌
倉
下
向
時
期
が
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
と
判
明
す
る
点
は

重
要
で
あ
ろ
う
（
芝
則
行
本
系
統
「
楽
人
補
任
」（
前
掲
註
（
12
）
参
照
））。
当
該
期
は
先
述

し
た
後
嵯
峨
院
政
期
（
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
～
文
永
九
年
（
一
二
七
二
））
に
あ
た
り
、前

掲
註
（
54
）
と
の
関
連
で
や
は
り
興
味
深
い
。

（
56
）
都
市
鎌
倉
の
求
心
性
に
つ
い
て
は
、秋
山
哲
雄
「
鎌
倉
と
鎌
倉
幕
府
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
五

九
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
前
掲
註
（
24
）
書
『
都
市
鎌
倉
の
中
世
史
』
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
。

（
57
）
例
え
ば
、
鎌
倉
幕
府
の
法
圏
拡
大
と
と
も
に
、
都
市
鎌
倉
へ
訴
訟
を
目
的
に
下
向
す
る
京
都
楽

人
た
ち
の
動
向
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、彼
ら
が
鎌
倉
へ
下
向
し
た
際
に
は
現
地
で
音
楽
交
流

が
促
進
さ
れ
て
い
く
（
拙
稿
前
掲
註
（
7
）
論
文
「
中
世
鎌
倉
音
楽
史
の
射
程
」）。
ま
た
、執
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権
北
条
時
頼
期
の
鎌
倉
で
は
、富
の
蓄
積
と
ソ
フ
ト
面
で
の
都
市
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
保
立
道
久
「
都
市
の
葬
送
と
生
業
」（
五
味
文
彦
・
齋
木
秀
雄
編
『
中
世
都
市

鎌
倉
と
死
の
世
界
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
高
橋
慎
一
朗
『
北
条
時
頼
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
）。
前
掲
註
（
54
）（
55
）
で
み
た
後
嵯
峨
院
政
期
で
の
公
武
関
係
お
よ
び
京
─
鎌

倉
間
の
文
化
交
流
と
の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
、鎌
倉
中
後
期
の
都
市
鎌
倉
論
の
な
か
に
音
楽

史
を
位
置
づ
け
る
作
業
も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
令
和
四
年
度
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
展
「
永
福
寺
と
鎌
倉
御
家
人

─
荘
厳
さ
れ
る
鎌
倉
幕
府
と
そ
の
ひ
ろ
が
り
─
」（
会
期
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
五

日
～
同
年
一
二
月
四
日
）
の
準
備
過
程
で
得
た
知
見
に
加
え
、
令
和
六
年
度
開
催
予

定
の
同
館
特
別
展
「
仮
面
絢
爛
─
中
世
音
楽
と
芸
能
が
あ
ら
わ
す
世
界
─
」（
会
期
：

二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
六
日
～
一
二
月
八
日
（
予
定
））
で
の
事
前
調
査
を
も
と
に
成

稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
調
査
に
際
し
て
は
、
善
本
芝
則
行
本
系
統
の
「
楽
人
補

任
」
の
閲
覧
・
調
査
に
あ
た
り
、
櫻
井
利
佳
氏
（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究

所
）
を
は
じ
め
同
所
職
員
の
皆
様
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。




